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7.9 動物 

7.9.1 調査概要 

当該処分場は平成 14 年 7 月より稼動しており、埋立てする区域は既に裸地化している

ことから、調査範囲を事業計画地から周囲に概ね 500ｍ拡げ、事業計画地及びその周辺

における動物調査を実施した。 

また、調査方法及び調査期間は表 7-9-1 に、調査位置は図 7-9-1～図 7-9-5 に示すと

おりである。 

 

表 7-9-1 動物調査概要 

調査項目 調査方法 調査位置 調査期間 備考 

・目撃法 

・フィールドサイン法 

事業計画地及び 

その周辺 

平成 17 年 10 月 12 日～13 日（秋季）， 

平成 17 年 12 月 19 日（冬季）， 

平成 18 年 4 月 3 日，6日（春季）， 

平成 18 年 7 月 4 日（夏季） 

哺乳類 

・トラップ法 5 地点 

事業計画地内：3地点

事業計画地外：2地点

平成 17 年 10 月 12 日～14 日（秋季）， 

平成 17 年 12 月 19 日～21 日（冬季）， 

平成 18 年 4 月 3 日～5日（春季）， 

平成 18 年 7 月 12 日～14 日（夏季） 

調査位置 

図 7-9-1 

・ラインセンサス法 3 ルート 

事業計画地内：1 ﾙｰﾄ 

事業計画地外：2 ﾙｰﾄ 

・定点観察法 2 定点 

事業計画地内：1定点

事業計画地外：1定点

・任意観察法 事業計画地及び 

その周辺 

平成 17 年 10 月 19 日（秋季）， 

平成 18 年 2 月 20 日（冬季）， 

平成 18 年 4 月 4 日（春季）， 

平成 18 年 7 月 10 日（夏季） 

鳥類 

・重要種調査 事業計画地及び 

その周辺 

平成 18 年 1 月～9月 

調査位置 

図 7-9-2 

爬虫類 ・任意観察法 

両生類 ・任意観察法 

事業計画地及び 

その周辺 

平成 17 年 10 月 12 日～13 日（秋季）， 

平成 18 年 4 月 3 日，6日（春季）， 

平成 18 年 7 月 4 日（夏季） 

調査位置 

図 7-9-3 

・任意採集法 事業計画地及び 

その周辺 

平成 17 年 10 月 18 日，20 日（秋季）， 

平成 18 年 5 月 8 日～9日（春季）， 

平成 18 年 8 月 17 日，25 日（夏季） 

・ベイトトラップ法 5 地点 

事業計画地内：3地点

事業計画地外：2地点

平成 17 年 10 月 12 日～13 日（秋季）， 

平成 18 年 5 月 8 日～9日（春季）， 

平成 18 年 8 月 17 日～18 日（夏季） 
・ライトトラップ法 2 地点 

事業計画地内：1地点

事業計画地外：1地点

平成 17 年 10 月 12 日，18 日（秋季）， 

平成 18 年 5 月 8 日，16 日（春季）， 

平成 18 年 8 月 16 日，25 日（夏季） 

昆虫類 

・ギフチョウ調査 事業計画地及び 

その周辺 

平成 18 年 6 月 2 日 

調査位置 

図 7-9-4 

魚類 ・直接観察 

・捕獲法 

平成 18 年 4 月 17 日（春季）， 

平成 18 年 8 月 28 日（夏季） 
底生動物 ・定量採集 

・定性採集 

河川 3地点 

事業計画地内：1地点

事業計画地外：2地点 平成 18 年 2 月 10 日（冬季） 

調査位置 

図 7-9-5 

 

なお、各調査方法は、注）として次ページに示した。 
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注）各調査方法の概略は、以下に示すとおりである。 

【哺乳類】 

・目撃法・フィールドサイン法：事業計画地及びその周辺を任意に踏査し、姿、フィールドサイン（糞、足

跡、巣、爪痕、モグラ塚等の生息痕跡）により識別し、種類等を記録する。 

・トラップ法：ネズミ類等の小型哺乳類を対象として、餌（ピーナッツ等）を入れたトラップを設置し、捕

獲された種類を記録する。 

【鳥類】 

・ラインセンサス法：事業計画地及びその周辺に設定した調査定線上を、ゆっくり歩行しながら、出現する

鳥類を姿や鳴き声により識別し、種類等を記録する。 

・定点観察法：事業計画地及びその周辺の眺望の良い定点からの観察により、出現する鳥類の種類，個体数

等を記録する。 

・任意観察法：事業計画地及びその周辺を任意に踏査し、出現する鳥類を姿や鳴き声により識別し、種類等

を記録する。 

・重要種調査：事業計画地及びその周辺の眺望の良い地点からの観察により、主に重要種を対象として、出

現する鳥類の種類、行動等を記録する。 

【爬虫類】 

・任意観察法：事業計画地及びその周辺を任意に、爬虫類の習性をふまえた場所（草むら付近の細道，ガレ

場，耕作地等）をできるだけ踏査し、目撃（成体，幼体，死体等）等により識別し、種類等

を記録する。 

【両生類】 

・任意観察法：事業計画地及びその周辺を任意に、両生類の習性をふまえた場所（水たまり，細流，水田等）

をできるだけ踏査し、目撃または鳴き声、卵塊、幼生等により識別し、種類等を記録する。 

【昆虫類】 

・任意採集法には以下の方法が含まれる。 

●見つけ採り：昆虫を肉眼で見つけて、捕虫網を用いて、採集する。 

●目撃法：トンボ類、チョウ類等の大型で目立つ昆虫や鳴き声をだす昆虫を、目撃あるいは鳴き声により

識別する。 

●スウィーピング法：捕虫網を用いて、草木の上や茂み等に静止している昆虫類をすくい採る。 

●ビーティング法：木の枝や茂みを叩いて昆虫類を落下させて、ネット（方形状の平網）で受けとめ採集

する。 

●その他：石や倒木を起こして下に潜む昆虫類、あるいは倒木や落ち葉の中の昆虫類を探し出し採集する。 

・ベイトトラップ法：徘徊性の昆虫類（アリ類、ゴミムシ類等）を対象にして、口が地表面に揃うように餌

（糖蜜等）を入れたプラスチックコップを埋設し、そこに落ち込んだ昆虫類を採集す

る。 

・ライトトラップ法：夜行性の昆虫類（ガ類、ユスリカ類等）を対象にして、白い布に黒色灯と白色灯の光

を反射させ、布に集まった昆虫類を採集する。 

・ギフチョウ調査：事業計画地及びその周辺を任意に踏査し、本種の幼虫の食草であるカンアオイ類（本調

査地ではミヤコアオイ）の葉を探し、産卵及び幼虫の有無あるいは状況を記録する。 

【魚類】 

・直接観察：陸上より目視観察し、生息種の確認に努める。 

・捕獲法：タモ網、セルびんを用いて捕獲し、種類等を記録する。 

【底生動物】 

・定量採集：流速 1.0～1.5ｍ/sec 程度、水深 0.3～0.5ｍ程度の浅瀬の地点で、25 ㎝×25 ㎝のコドラート

（方形状の金枠）を川底に設置し、コドラート内の石、砂礫中に生息するものを金網で受け取

り、肉眼で確認できる生物を全て採集する。 

・定性採集：タモ網を使用し、瀬の礫下の他、落ち葉の貯まった淀みや植物の冠水部分等、いろいろな場所

で採集する。 
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図 7-9-1 哺乳類調査位置図 

注）トラップ法の調査位置は以下のとおりである。

  事業計画地内：St.1～3 

  事業計画地外：St.4～5 
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図 7-9-2 鳥類調査位置図 

注）各調査法の調査位置は以下のとおりである。

・ラインセンサス法 事業計画地内：ルート 2 

          事業計画地外：ルート 1，3 

・定点観察法 事業計画地内：定点 2 

       事業計画地外：定点 1 
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図 7-9-3 爬虫類・両生類調査位置図
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図 7-9-4 昆虫類調査位置図 

注）各調査法の調査位置は以下のとおりである。

・ベイトトラップ法 事業計画地内：St.1～3 

          事業計画地外：St.4～5 

・ライトトラップ法 事業計画地内：St.A 

          事業計画地外：St.B 
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図 7-9-5 魚類・底生動物調査位置図

注）魚類と底生動物調査は同じ位置で実施した。

調査位置は以下のとおりである。 

   事業計画地内：No.1 

   事業計画地外：No.2～3 
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7.9.2 調査結果 

（1）哺乳類 

① 生息確認種 

事業計画地及びその周辺で確認された哺乳類は表 7-9-2 に示すとおり、事業計画地内

では 4 目 6 科 9 種、事業計画地外では 6 目 8 科 11 種であり、合計は 7 目 9 科 13 種で

あった。 

確認種は、ヒミズ、アカネズミ、テン等のように主に農耕地周辺から林縁に生息する

種、ニホンザルのように広葉樹林帯を主生息域とする種、ノウサギ等のように主に森

林に生息する種、タヌキ、ニホンイノシシ、ニホンジカのように人里周辺の森林に生

息する種等であり、主として森林と農耕地で構成された現地環境を反映した結果とな

っていた。 

特にニホンジカが多く確認され、事業計画地内、山地、農耕地周辺等様々な環境で姿

や足跡、糞等の痕跡が確認された。 

 

表 7-9-2 哺乳類の確認種 

調査時季 
目名 科名 種名 

秋季 冬季 春季 夏季 

事業計 

画地内 

事業計

画地外

モグラ モグラ ヒミズ   ●   ● 

  モグラ科の一種 ●  ● ●  ● 

コウモリ － コウモリ目の一種    ● ●  

サル オナガザル ニホンザル ● ● ●   ● 

ウサギ ウサギ ノウサギ  ● ●   ● 

ネズミ ネズミ アカネズミ    ● ● ● 

  ヒメネズミ ● ● ● ● ● ● 

  カヤネズミ    ●  ● 

  ネズミ科の一種  ●    ● 

ネコ イヌ タヌキ ● ● ●  ● ● 

 イタチ テン ● ● ● ● ● ● 

  アナグマ    ● ●  

  イタチ属の一種  ● ● ● ● ● 

ウシ イノシシ ニホンイノシシ ●  ● ● ● ● 

 シカ ニホンジカ ● ● ● ● ● ● 

合計  7目 9科 13種 7種 7種 9種 10種 9種 11種 

注）1.「モグラ科の一種」及び「ネズミ科の一種」は、同一科内の他種が確認されている場合、

種数として計上していない。 

2.「コウモリ目の一種」は、バットディテクタにより周波数 40～50Hz 付近で反応したため、

アブラコウモリ（ヒナコウモリ科）の可能性がある。 

3.「イタチ属の一種」はイタチまたはチョウセンイタチの可能性がある。 

 

② トラップ調査結果 

トラップ法により捕獲された哺乳類は表 7-9-3 に示すとおり、事業計画地内外ともに

1 目 1 科 2 種であった。 

 

表 7-9-3 トラップにより確認された哺乳類 

調査地点 

事業計画地内 事業計画地外 目名 科名 種名 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 

ネズミ ネズミ アカネズミ   ● ●  

  ヒメネズミ ● ● ●  ● 

合計 1 目 1 科 2 種 1 種 1 種 2 種 1 種 1 種 
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（2）鳥類 

① 生息確認種 

事業計画地およびその周辺で確認された鳥類は表 7-9-4(1)及び表 7-9-4(2)に示すと

おり 12 目 26 科 68 種であり、ラインセンサス法で 5 目 17 科 35 種、定点観察法で 6 目

16 科 30 種、任意観察法で 8 目 20 科 35 種、重要種調査で 11 目 25 科 65 種が確認され

た。 

確認された鳥類は県内では比較的高標高地に生息するアカショウビン、ゴジュウカ

ラ、コガラや主に低標高地に生息するコジュケイ等が確認され、低標高から高標高に

移行する地域である本調査地の地域性を反映させる結果となった。 

 

表 7-9-4(1) 鳥類の確認種 

ラインセンサス法 定点観察法 
目名 科名 種名 

ﾙｰﾄ 1 ﾙｰﾄ 2 ﾙｰﾄ 3 定点1 定点2 

任意 

観察法 

重要種

調査
その他

コウノトリ サギ ゴイサギ       ●  

  アオサギ    ●  ● ●  

カモ カモ カルガモ       ●  

タカ タカ ミサゴ       ●  

  ハチクマ       ●  

  トビ    ●  ● ●  

  オオタカ       ●  

  ハイタカ     ● ● ●  

  ノスリ  ●     ●  

  サシバ ● ●     ●  

 ハヤブサ ハヤブサ      ● ●  

キジ キジ コジュケイ       ●  

  ヤマドリ       ● ● 

  キジ      ● ●  

チドリ シギ クサシギ     ●  ●  

  ヤマシギ       ●  

  タシギ       ●  

ハト ハト キジバト ●  ● ● ● ● ●  

  アオバト       ●  

カッコウ カッコウ ツツドリ       ●  

  ホトトギス  ●    ●  ● 

フクロウ フクロウ フクロウ      ● ●  

アマツバメ アマツバメ アマツバメ       ●  

ブッポウソウ カワセミ アカショウビン        ● 

キツツキ キツツキ アオゲラ ●  ●  ● ● ●  

  オオアカゲラ       ●  

  コゲラ ● ● ● ●  ● ●  

スズメ ツバメ ツバメ ● ●  ●   ●  

  イワツバメ       ●  

 セキレイ キセキレイ ● ●  ● ● ● ●  

  セグロセキレイ ● ●  ● ● ● ●  

 ヒヨドリ ヒヨドリ ● ● ● ● ● ● ●  

 モズ モズ ●   ●  ● ●  

 ヒタキ ルリビタキ       ●  

  ジョウビタキ      ● ●  

  ノビタキ      ● ●  

  イソヒヨドリ       ●  

  トラツグミ       ●  
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表 7-9-4(2) 鳥類の確認種 

ラインセンサス法 定点観察法 
目名 科名 種名 

ﾙｰﾄ 1 ﾙｰﾄ 2 ﾙｰﾄ 3 定点1 定点2 

任意 

観察法 

重要種

調査
その他

スズメ ヒタキ シロハラ ● ● ● ●  ● ●  

  ツグミ  ● ● ●   ●  

  ヤブサメ  ●     ●  

  ウグイス ● ●  ●  ● ●  

  センダイムシクイ  ●     ●  

  キクイタダキ ● ●  ●   ●  

  キビタキ       ●  

  オオルリ ● ● ● ●  ● ●  

  サンコウチョウ      ● ●  

 エナガ エナガ ● ● ● ●  ● ●  

 シジュウカラ コガラ  ● ●   ● ●  

  ヒガラ   ●    ●  

  ヤマガラ ● ● ● ●  ● ●  

  シジュウカラ ● ● ● ●  ● ●  

 ゴジュウカラ ゴジュウカラ  ●    ● ●  

 メジロ メジロ ● ●    ● ●  

 ホオジロ ホオジロ ● ●  ● ● ● ●  

  カシラダカ       ●  

  ミヤマホオジロ ●   ●   ●  

  アオジ ●  ● ●  ● ●  

 アトリ アトリ       ●  

  カワラヒワ ● ● ● ● ● ● ●  

  マヒワ  ●    ● ●  

  ウソ    ●     

  イカル  ● ● ●  ● ●  

 ハタオリドリ スズメ ●   ●  ● ●  

 ムクドリ ムクドリ       ●  

 カラス カケス ● ● ● ●  ● ●  

  ハシボソガラス ● ●  ● ● ● ●  

  ハシブトガラス ● ● ● ● ● ● ●  

種数 25種 28種 17種 27種 11種 35種 65種 3種 
合計  12目 26科 68種 

合計 5目17科 35種 6目16科30種  

注）1.確認欄の“その他”は鳥類調査以外の項目調査時（哺乳類、植物等）に確認した鳥類を種数として計上

した。 

 

 

② 重要種調査結果 

事業計画地及びその周辺において、主に重要な鳥類を対象として、月に 1 回（3 日間）

の調査を実施した。 

その結果、確認された重要な鳥類は 11 種（ミサゴ、ハチクマ、オオタカ、ハイタカ、

ノスリ、サシバ、ハヤブサ、ヤマドリ、フクロウ、オオアカゲラ、サンコウチョウ）

であった（鳥類調査全体では 13 種であった。詳細は第 7 章 7.9.3 重要種（動物）

を参照）。 

なお、既存資料「広島市の生物（広島市，2000）」によれば、クマタカの分布が安佐

北区で確認されているが、現地調査において本種は確認されなかった。 
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（3）爬虫類 

事業計画地及びその周辺で確認された爬虫類は表 7-9-5 に示すとおり、事業計画地内

では 1 目 3 科 4 種、事業計画地外では 1 目 4 科 7 種であり、合計は 1 目 4 科 7 種であっ

た。 

確認種は、カナヘビ、トカゲのように主に林内、畑、林縁部の草むらや藪等に生息す

る種、シマヘビ、ヒバカリ、ヤマカガシ、マムシのように平地から低山の草地、耕地、

林内に生息する種、ジムグリのように山地や耕地のやや日陰に生息する種で構成されて

おり、いずれも県内では比較的広く分布する種であった。 

 

表 7-9-5 爬虫類の確認種 

調査時季 
目名 科名 種名 

秋季 春季 夏季 

事業計 

画地内 

事業計 

画地外 

トカゲ トカゲ トカゲ  ● ● ● ● 

 カナヘビ カナヘビ ● ● ●  ● 

 ヘビ シマヘビ ● ● ● ● ● 

  ジムグリ ●  ●  ● 

  ヒバカリ ●    ● 

  ヤマカガシ ●   ● ● 

 クサリヘビ マムシ ●  ● ● ● 

合計  1目 4科 7種 6種 3種 5種 4種 7種 
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（4）両生類 

事業計画地及びその周辺で確認された両生類は表 7-9-6 に示すとおり、事業計画地内

では 2 目 4 科 5 種、事業計画地外では 2 目 5 科 8 種であり、合計は 2 目 5 科 8 種であっ

た。 

確認種は、ブチサンショウウオのようにきれいな水が流れる小渓流に生息する種、イ

モリのようにため池や水田等の止水域に生息する種、アマガエル、トノサマガエル、ツ

チガエル、シュレーゲルアオガエル等は水田や畦、用水路等に生息する種、タゴガエル

のように渓流沿いの森林で生息する種、ヤマアカガエルは水田やその周辺の草むらや林

床に生息する種で構成されており、いずれも県内では比較的広く分布する種であった。 

 

表 7-9-6 両生類の確認種 

調査時季 
目名 科名 種名 

秋季 春季 夏季 

事業計 

画地内 

事業計

画地外

サンショウウオ サンショウウオ ブチサンショウウオ  ●   ● 

 イモリ イモリ ● ● ● ● ● 

カエル アマガエル アマガエル ● ● ● ● ● 

 アカガエル タゴガエル ●  ● ● ● 

  ヤマアカガエル ● ● ● ● ● 

  トノサマガエル ● ● ●  ● 

  ツチガエル  ● ●  ● 

  アカガエル科の一種  ● ●  ● 

 アオガエル シュレーゲルアオガエル  ● ● ● ● 

合計  2目 5科 8種 5種 7種 7種 5種 8種 

注）1.「アカガエル科の一種」は、同一科内の他種が確認されている場合、種数として計上していな

い。 
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（5）昆虫類 

① 生息確認種 

事業計画地及びその周辺で確認された昆虫類は表 7-9-7に、確認種一覧は表 7-9-8(1)

～表 7-9-8(14)に示すとおりであり、事業計画地内では 13 目 130 科 382 種、事業計画

地外では 19 目 187 科 632 種であり、合計は 19 目 213 科 793 種であった。 

確認された昆虫類の大部分は、広島市北部の丘陵地，低山地から山地にかけて普通

に生息する種であった。目別にみるとチョウ目、コウチュウ目、カメムシ目の種数が

多くなっていた。 

 

表 7-9-7 昆虫類調査結果（目別集計表） 

事業計画地内 事業計画地外 合計注)1 
目  名 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 

トビムシ目 5 6 5 6 5 7 

イシノミ目 0 0 1 2 1 2 

カゲロウ目 1 1 6 6 6 6 

トンボ目 4 11 6 17 7 18 

カワゲラ目 0 0 3 5 3 5 

ゴキブリ目 0 0 1 1 1 1 

カマキリ目 1 1 1 1 1 1 

シロアリ目 0 0 1 1 1 1 

バッタ目 8 30 10 41 10 48 

ナナフシ目 0 0 1 1 1 1 

ハサミムシ目 0 0 1 1 1 1 

チャタテムシ目 1 2 1 1 1 2 

カメムシ目 24 48 32 95 38 111 

アミメカゲロウ目 2 2 4 4 5 5 

コウチュウ目 27 100 38 166 44 224 

ハチ目 15 37 16 49 20 59 

ハエ目 17 22 27 42 31 48 

トビケラ目 5 8 9 11 10 14 

チョウ目 20 114 24 182 27 239 

合  計 13 目 130 科 382 種 19 目 187 科 632 種 19 目 213 科 793 種 

注）1.目別の合計は総種数であり、事業計画地内と事業計画地外の和と一致しない。 
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表 7-9-8(1) 昆虫類の確認種 

 

1 ﾄﾋﾞﾑｼ目 ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ科 ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Neanuridae gen. sp. ● ●

2 ﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ科 ﾋﾒﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ亜科の一種 Proisotominae gen. sp. ●

3 ﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ亜科の一種 Isotominae gen. sp. ● ●

4 ﾄｹﾞﾄﾋﾞﾑｼ科 Tomocerus属の一種 Tomocerus sp. ● ●

5 ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科 Entomobrya属の一種 Entomobrya sp. ● ●

6 Homidia属の一種 Homidia sp. ●

ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Entomobryidae gen. sp. ● ●

7 ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ科 Ptenothrix属の一種 Ptenothrix sp. ●

ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Sminthuridae gen. sp. ● ●

8 ｲｼﾉﾐ目 ｲｼﾉﾐ科 Pedetontinus属の一種 Pedetontinus sp. ●

9 Pedetontus属の一種 Pedetontus sp. ●

10 ｶｹﾞﾛｳ目 ﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ科 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞｶｹﾞﾛｳ Dipteromimus tipuliformis ●

11 ﾋﾄﾘｶﾞｶｹﾞﾛｳ科 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ Isonychia japonica ●

12 ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ科 ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ科の一種 Heptageniidae gen. sp. ●

13 ｶﾜｶｹﾞﾛｳ科 ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ Potamanthodes kamonis ● ●

14 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ科 ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera japonica ●

15 ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ科 ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella basalis ●

16 ﾄﾝﾎﾞ目 ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科 ｵｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Cercion sieboldii ●

17 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ科 ﾎｿﾐｵﾂﾈﾝﾄﾝﾎﾞ Indolestes peregrinus ●

18 ｵｵｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Lestes temporalis ●

19 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ科 ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx cornelia ●

20 ﾆｼｶﾜﾄﾝﾎﾞ Mnais pruinosa pruinosa ● ●

21 ｵﾆﾔﾝﾏ科 ｵﾆﾔﾝﾏ Anotogaster sieboldii ● ●

22 ﾔﾝﾏ科 ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ Boyeria maclachlani ●

23 ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ Planaeschna milnei ●

24 ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ科 ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ Macromia amphigena amphigena ●

25 ﾄﾝﾎﾞ科 ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ Orthetrum albistylum speciosum ● ●

26 ｼｵﾔﾄﾝﾎﾞ Orthetrum japonicum japonicum ● ●

27 ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ Orthetrum triangulare melania ● ●

28 ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ Pantala flavescens ● ●

29 ﾅﾂｱｶﾈ Sympetrum darwinianum ● ●

30 ﾏﾕﾀﾃｱｶﾈ Sympetrum eroticum eroticum ● ●

31 ｱｷｱｶﾈ Sympetrum frequens ● ●

32 ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ Sympetrum infuscatum ● ●

33 ﾋﾒｱｶﾈ Sympetrum parvulum ●

34 ｶﾜｹﾞﾗ目 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ科 Amphinemura属の一種 Amphinemura sp. ●

35 Nemoura属の一種 Nemoura sp. ●

36 Protonemura属の一種 Protonemura sp. ●

37 ﾊﾗｼﾞﾛｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ科 Paraleuctra属の一種 Paraleuctra sp. ●

38 ｶﾜｹﾞﾗ科 Kiotina属の一種 Kiotina sp. ●

39 ｺﾞｷﾌﾞﾘ目 ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ科 ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella nipponica ●

40 ｶﾏｷﾘ目 ｶﾏｷﾘ科 ｺｶﾏｷﾘ Statilia maculata ● ●

41 ｼﾛｱﾘ目 ﾐｿﾞｶﾞｼﾗｼﾛｱﾘ科 ﾔﾏﾄｼﾛｱﾘ Reticulitermes speratus speratus ●

42 ﾊﾞｯﾀ目 ｶﾏﾄﾞｳﾏ科 ｶﾏﾄﾞｳﾏ Diestrammena apicalis ●

43 ﾏﾀﾞﾗｶﾏﾄﾞｳﾏ Diestrammena japonica ● ●

44 ｺｵﾛｷﾞ科 ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus arietulus ● ●

45 ﾐﾂｶﾄﾞｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus doenitzi ● ●

46 ｸﾏｺｵﾛｷﾞ Modicogryllus minor ●

47 ﾋｹﾞｼﾛｽｽﾞ Pteronemobius flavoantennalis ●

48 ｼﾊﾞｽｽﾞ Pteronemobius mikado ● ●

49 ﾏﾀﾞﾗｽｽﾞ Pteronemobius nigrofasciatus ● ●

50 ﾔﾁｽｽﾞ Pteronemobius ohmachii ● ●

51 ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ Teleogryllus emma ● ●

52 ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ Velarifictorus mikado ● ●

53 ﾀﾝﾎﾞｺｵﾛｷﾞ Velarifictorus parvus ●

54 ｸｻﾋﾊﾞﾘ科 ｸｻﾋﾊﾞﾘ Paratrigonidium bifasciatum ●

55 ｷｱｼﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ Trigonidium haani ●

56 ｽｽﾞﾑｼ科 ｽｽﾞﾑｼ Homoeogryllus japonicus ●

57 ﾏﾂﾑｼ科 ｱｵﾏﾂﾑｼ Calyptotrypus hibinonis ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。

科名目名 事業計画地内 事業計画地外No. 学名和名
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表 7-9-8(2) 昆虫類の確認種 

 

58 ﾊﾞｯﾀ目 ﾏﾂﾑｼ科 ﾏﾂﾑｼ Xenogryllus marmoratus ●

59 ｶﾝﾀﾝ科 ﾋﾛﾊﾞﾈｶﾝﾀﾝ Oecanthus indicus ● ●

60 ｶﾝﾀﾝ Oecanthus longicauda ●

61 ｷﾘｷﾞﾘｽ科 ﾂﾕﾑｼ Phaneroptera falcata ● ●

62 ﾋﾒﾂﾕﾑｼ Leptoteratura albicorne ● ●

63 ｾｽｼﾞｻｻｷﾘﾓﾄﾞｷ Xiphidiopsis subpunctata ●

64 ｷﾘｷﾞﾘｽ Gampsocleis buergeri ● ●

65 ﾋﾒｷﾞｽ Metrioptera hime ●

66 ｳｽｲﾛｻｻｷﾘ Conocephalus chinensis ● ●

67 ﾎｼｻｻｷﾘ Conocephalus maculatus ● ●

68 ｻｻｷﾘ Conocephalus melas ●

69 ｸﾋﾞｷﾘｷﾞｽ Euconocephalus thunbergii ●

70 ｸｻｷﾘ Homorocoryphus lineosus ●

71 ｶﾔｷﾘ Pseudorhynchus japonicus ●

72 ﾊﾔｼﾉｳﾏｵｲ Hexacentrus japonicus ● ●

73 ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ科 ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ Atractomorpha lata ● ●

74 ﾊﾞｯﾀ科 ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ Acrida cinerea ●

75 ﾋﾅﾊﾞｯﾀ Chorthippus brunneus ● ●

76 ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀ Gastrimargus marmoratus ●

77 ﾄﾉｻﾏﾊﾞｯﾀ Locusta migratoria ● ●

78 ﾂﾏｸﾞﾛｲﾅｺﾞ Mecostethus magister ●

79 ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞｷ Oedaleus infernalis ● ●

80 ﾊﾈﾅｶﾞｲﾅｺﾞ Oxya japonica japonica ●

81 ｴｿﾞｲﾅｺﾞ Oxya yezoensis ●

82 ｾﾄｳﾁﾌｷﾊﾞｯﾀ Parapodisma setouchiensis ●

83 ﾂﾁｲﾅｺﾞ Patanga japonica ● ●

84 ｲﾎﾞﾊﾞｯﾀ Trilophidia annulata japonica ●

85 ﾋｼﾊﾞｯﾀ科 ﾄｹﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ Criotettix japonicus ●

86 ﾊﾈﾅｶﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ Euparatettix insularis ● ●

87 ｺﾊﾞﾈﾋｼﾊﾞｯﾀ Formosatettix larvatus ● ●

88 ﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix japonica ● ●

89 ﾔｾﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix macilenta ●

90 ﾅﾅﾌｼ目 ﾅﾅﾌｼ科 ｴﾀﾞﾅﾅﾌｼ Phraortes illepidus ●

91 ﾊｻﾐﾑｼ目 ｸﾛﾊｻﾐﾑｼ科 ﾁﾋﾞﾊｻﾐﾑｼ Labia curvicauda ●

92 ﾁｬﾀﾃﾑｼ目 ﾎｿﾁｬﾀﾃ科 ﾊｸﾞﾙﾏﾁｬﾀﾃ Matsumuraiella rapiopicta ● ●

93 ﾎｿﾁｬﾀﾃ Stenopsocus aphidiformis ●

94 ｶﾒﾑｼ目 ﾋｼｳﾝｶ科 ﾔﾅｷﾞｶﾜｳﾝｶ Andes marmoratus ●

95 ｳﾝｶ科 ｴｿﾞﾅｶﾞｳﾝｶ Stenocranus matsumurai ●

96 ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ Laodelphax striatella ●

97 ﾆｾﾄﾋﾞｲﾛｳﾝｶ Nilaparvata muiri ●

98 ｼﾏｳﾝｶ科 ｼﾏｳﾝｶ Nisia nervosa ●

99 ﾊﾈﾅｶﾞｳﾝｶ科 ｱｶﾒｶﾞｼﾜﾊﾈﾋﾞﾛｳﾝｶ Vekunta malloti ●

100 ｺｶﾞｼﾗｳﾝｶ科 ﾅﾜｺｶﾞｼﾗｳﾝｶ Rhotala nawae ●

101 ｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ科 ﾀﾃｽｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ Catullia vittata ●

102 ﾏﾙｳﾝｶ科 ｷﾎﾞｼﾏﾙｳﾝｶ Ishiharanus iguchii ●

103 ｸｻﾋﾞｳﾝｶ Sarima amagisana ●

104 ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ科 ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ Geisha distinctissima ● ●

105 ﾄﾋﾞｲﾛﾊｺﾞﾛﾓ Mimophantia maritima ●

106 ﾊｺﾞﾛﾓ科 ﾍﾞｯｺｳﾊｺﾞﾛﾓ Orosanga japonicus ● ●

107 ｱﾐｶﾞｻﾊｺﾞﾛﾓ Pochazia albomaculata ●

108 ﾋﾒﾍﾞｯｺｳﾊｺﾞﾛﾓ Ricania taeniata ●

109 ｾﾐ科 ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ Graptopsaltria nigrofuscata ● ●

110 ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ Meimuna opalifera ● ●

111 ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ Oncotympana maculaticollis ● ●

112 ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ Platypleura kaempferi ● ●

113 ﾋｸﾞﾗｼ Tanna japonensis japonensis ● ●

114 ﾊﾙｾﾞﾐ Terpnosia vacua ●

115 ｱﾜﾌｷﾑｼ科 ｼﾛｵﾋﾞｱﾜﾌｷ Aphrophora intermedia ●

116 ﾎｼｱﾜﾌｷ Aphrophora stictica ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。

事業計画地外科名 和名 学名 事業計画地内No. 目名
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表 7-9-8(3) 昆虫類の確認種 

 

117 ｶﾒﾑｼ目 ｱﾜﾌｷﾑｼ科 Peuceptyelus属の一種 Peuceptyelus sp. ●

118 ﾋﾒﾓﾝｷｱﾜﾌｷ Tabiphora rugosa ●

119 ﾂﾉｾﾞﾐ科 ﾄﾋﾞｲﾛﾂﾉｾﾞﾐ Machaerotypus sibiricus ●

120 ﾐﾐｽﾞｸ科 ｺﾐﾐｽﾞｸ Ledropsis discolor ●

121 ｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ科 ｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ Batracomorphus mundus ●

122 ｾｸﾞﾛｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ Iassus dorsalis ●

123 ﾌﾞﾁﾐｬｸﾖｺﾊﾞｲ科 ﾌﾞﾁﾐｬｸﾖｺﾊﾞｲ Drabescus nigrifemoratus ●

124 ｵｻﾖｺﾊﾞｲ科 ｵｻﾖｺﾊﾞｲ Tartessus ferrugineus ferrugineus ●

125 ｵｵﾖｺﾊﾞｲ科 ﾂﾏｸﾞﾛｵｵﾖｺﾊﾞｲ Bothrogonia ferruginea ● ●

126 ｵｵﾖｺﾊﾞｲ Cicadella viridis ●

127 ﾏｴｼﾞﾛｵｵﾖｺﾊﾞｲ Kolla atramentaria ● ●

128 ﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ科 ｽｽﾞｷﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Arboridia suzukii ●

129 Empoasca属の一種 Empoasca sp. ●

130 ﾖﾂﾓﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Empoascanara limbata ●

131 ﾖﾓｷﾞﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Eupteryx minuscula ● ●

132 ｼﾛﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Eurhadina pulchella ●

133 ﾎｼﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Limassolla multipunctata ● ●

134 ｱｶｼﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Paracyba akashiensis ●

135 Typhlocyba属の一種 Typhlocyba sp. ●

136 ﾖｺﾊﾞｲ科 ｱｶｶｽﾘﾖｺﾊﾞｲ Balclutha rubrinervis ● ●

137 ﾖﾂﾃﾝﾖｺﾊﾞｲ Macrosteles quadrimaculatus ●

138 ﾑﾂﾃﾝﾖｺﾊﾞｲ Macrosteles sexnotatus ● ●

139 ﾄﾊﾞﾖｺﾊﾞｲ Alobaldia tobae ●

140 ｼﾛｾｽｼﾞﾖｺﾊﾞｲ Scaphoideus albovittatus ●

141 ｼﾗﾎｼｽｶｼﾖｺﾊﾞｲ Scaphoideus festivus ●

142 ｱﾌﾞﾗﾑｼ科 Acyrthosiphon属の一種 Acyrthosiphon sp. ●

143 ﾏﾒｱﾌﾞﾗﾑｼ Aphis craccivora craccivora ●

144 ｱﾒﾝﾎﾞ科 ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ Metrocoris histrio ● ●

145 ｺｾｱｶｱﾒﾝﾎﾞ Gerris gracilicornis ●

146 ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ Gerris latiabdominis ● ●

147 ｵｵｱﾒﾝﾎﾞ Gerris (Aquarius ) elongatus ●

148 ｱﾒﾝﾎﾞ Gerris (Aquarius ) paludum paludum ● ●

149 ﾐｽﾞﾑｼ科 ｺﾐｽﾞﾑｼ Sigara substriata ● ●

150 ﾏﾂﾓﾑｼ科 ﾏﾂﾓﾑｼ Notonecta triguttata ● ●

151 ｶｽﾐｶﾒﾑｼ科 ｽﾞｱｶｼﾀﾞｶｽﾐｶﾒﾑｼ Monalocoris filicis ●

152 ｶｼﾜｶｽﾐｶﾒﾑｼ Arbolygus potanini ● ●

153 ｱｶﾎｼｶｽﾐｶﾒﾑｼ Creontiades pallidifer ●

154 ﾌﾀﾓﾝｱｶｶｽﾐｶﾒﾑｼ Lygocoris (Apolygus ) hilaris ●

155 ﾂﾏｸﾞﾛｱｵｶｽﾐｶﾒﾑｼ Lygocoris (Apolygus ) spinolae ● ●

156 ﾑｷﾞｶｽﾐｶﾒﾑｼ Stenodema (Brachystira ) calcaratum ●

157 ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒﾑｼ Stenotus rubrovittatus ●

158 ﾖﾓｷﾞﾋｮｳﾀﾝｶｽﾐｶﾒﾑｼ Pilophorus okamotoi ●

159 ｸﾛﾋｮｳﾀﾝｶｽﾐｶﾒﾑｼ Pilophorus typicus ●

160 ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ科 ﾄｻｶｸﾞﾝﾊﾞｲ Stephanitis takeyai ●

161 ｻｼｶﾞﾒ科 ﾋﾞﾛｳﾄﾞｻｼｶﾞﾒ Ectrychotes andreae ●

162 ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ科 Nysius属の一種 Nysius sp. ●

163 ﾎｿﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Ninomimus flavipes ●

164 ｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Dimorphopterus pallipes ●

165 ﾎｿｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Macropes obnubilus ●

166 ｵｵﾒｶﾒﾑｼ Piocoris varius ●

167 ﾁｬｲﾛﾅｶﾟｶﾒﾑｼ Neolethaeus dallasi ● ●

Neolethaeus属の一種 Neolethaeus sp. ●

168 ｺﾊﾞﾈﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Togo hemipterus　 ●

169 ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ科 ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Chauliops fallax ●

170 ﾎｼｶﾒﾑｼ科 ﾌﾀﾓﾝﾎｼｶﾒﾑｼ Pyrrhocoris sibiricus ●

171 ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ科 ﾋﾒﾎｼｶﾒﾑｼ Physopelta cincticollis ● ●

172 ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ Physopelta gutta ●

173 ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ Leptocorisa chinensis ●

174 ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ Riptortus clavatus ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。

No. 目名 科名 和名 学名 事業計画地内 事業計画地外
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表 7-9-8(4) 昆虫類の確認種 

 

175 ｶﾒﾑｼ目 ﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ﾋﾒﾄｹﾞﾍﾘｶﾒﾑｼ Coriomeris scabricornis ●

176 ｵｵｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ Anacanthocoris striicornis ● ●

177 ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ Cletus punctiger ●

178 ﾎｼﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ Homoeocerus unipunctatus ●

179 ﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ Hygia (Hygia ) opaca ●

180 ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ｱｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ Rhopalus (Aeschynteles ) maculatus ●

181 ｹﾌﾞｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ Rhopalus (Aeschynteles ) sapporensis ●

182 ﾌﾞﾁﾋｹﾞﾍﾘｶﾒﾑｼ Stictopleurus punctatonervosus ●

183 ﾏﾙｶﾒﾑｼ科 ﾏﾙｶﾒﾑｼ Megacopta punctatissima ● ●

184 ﾂﾁｶﾒﾑｼ科 ﾖｺﾂﾞﾅﾂﾁｶﾒﾑｼ Adrisa magna ●

185 ﾋﾒﾂﾁｶﾒﾑｼ Geotomus pygmaeus ● ●

186 ﾂﾁｶﾒﾑｼ Macroscytus japonensis ● ●

187 ｶﾒﾑｼ科 ｵｵｸﾛｶﾒﾑｼ Scotinophara horvathi ●

188 ｳｽﾞﾗｶﾒﾑｼ Aelia fieberi　 ●

189 ｳｼｶﾒﾑｼ Alcimocoris japonensis ●

190 ﾄｹﾞｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ Eysarcoris aeneus ●

191 ﾏﾙｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ Eysarcoris guttiger ●

192 ｵｵﾄｹﾞｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ Eysarcoris lewisi ●

193 ｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ Eysarcoris ventralis ●

194 ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ Halyomorpha picus ● ●

195 ﾖﾂﾎﾞｼｶﾒﾑｼ Homalogonia obtusa ● ●

196 ｱｵｸｻｶﾒﾑｼ Nezara antennata ● ●

197 ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ Plautia crossota stali ● ●

198 ﾋﾒﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ Plautia splendens ●

199 ｴﾋﾞｲﾛｶﾒﾑｼ科 ｴﾋﾞｲﾛｶﾒﾑｼ Gonopsis affinis ●

200 ﾂﾉｶﾒﾑｼ科 ｾｱｶﾂﾉｶﾒﾑｼ Acanthosoma denticauda ●

201 ｴｿﾞﾂﾉｶﾒﾑｼ Acanthosoma expansum ●

202 ﾋﾒﾂﾉｶﾒﾑｼ Elasmucha putoni ● ●

203 ｴｻｷﾓﾝｷﾂﾉｶﾒﾑｼ Sastragala esakii ● ●

204 ﾓﾝｷﾂﾉｶﾒﾑｼ Sastragala scutellata ●

205 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ目 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ科 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis ●

206 ｾﾝﾌﾞﾘ科 Sialis属の一種 Sialis sp. ●

207 ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ科 ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ科の一種 Osmylidae gen. sp. ● ●

208 ｸｻｶｹﾞﾛｳ科 ｸｻｶｹﾞﾛｳ科の一種 Chrysopidae gen. sp. ●

209 ﾂﾉﾄﾝﾎﾞ科 ｵｵﾂﾉﾄﾝﾎﾞ Protidricerus japonicus ●

210 ｺｳﾁｭｳ目 ﾊﾝﾐｮｳ科 ﾊﾝﾐｮｳ Cicindela chinensis japonica ● ●

211 ﾆﾜﾊﾝﾐｮｳ Cicindela japana  ● ●

212 ｵｻﾑｼ科 ｵｵｵｻﾑｼ Carabus dehaanii dehaanii ● ●

213 ﾏｲﾏｲｶﾌﾞﾘ Damaster blaptoides blaptoides ●

214 ｷｭｳｼｭｳｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ Leptocarabus kyushuensis kyushuensis ●

215 ｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ Leptocarabus procerulus procerulus ● ●

216 ｷｲﾛｾﾏﾙｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Elaphropus latissimus ●

217 ﾖﾂﾓﾝｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Tachyura laetifica ●

218 ﾑﾈﾐｿﾞﾏﾙｺﾞﾐﾑｼ Caelostomus picipes japonicus ●

219 Pterostichus属の一種 Pterostichus sp. ●

220 ﾔｾﾓﾘﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Colpodes elainus elainus ●

221 ﾊﾗｱｶﾓﾘﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Colpodes japonicus ●

222 ｵｵﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Platynus magnus ●

223 ﾏﾙｶﾞﾀﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus arcuaticollis ●

224 ｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus cycloderus ● ●

225 ﾋﾒﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus dulcigradus ●

226 ｺｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus melantho ● ●

227 ｵｵｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus nitidus ● ●

228 ﾆｾﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ Amara congrua ● ●

229 ﾎｼﾎﾞｼｺﾞﾐﾑｼ Anisodactylus punctatipennis ●

230 ｺﾞﾐﾑｼ Anisodactylus signatus ●

231 ｵｵｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus capito ●

232 ﾂﾔｱｵｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus chalcentus ●

233 ｵｵｽﾞｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus eous ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。

学名 事業計画地内 事業計画地外No. 目名 科名 和名
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表 7-9-8(5) 昆虫類の確認種 

 

234 ｺｳﾁｭｳ目 ｵｻﾑｼ科 ﾋﾒｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus jureceki ●

235 ｳｽｱｶｸﾛｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus sinicus ●

236 ｺｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus tridens ● ●

237 ｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus vicarius ●

238 ｶﾗｶﾈｺﾞﾓｸﾑｼ Platymetopus flavilabris ●

239 ｵｵｲｸﾋﾞﾂﾔｺﾞﾓｸﾑｼ Trichotichnus nipponicus ●

240 ｷｲﾛﾁﾋﾞｺﾞﾓｸﾑｼ Acupalpus inornatus ● ●

241 ｷﾍﾞﾘｺﾞﾓｸﾑｼ Anoplogenius cyanescens ●

242 ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus difficilis ●

243 ｱﾄﾓﾝｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius bioculatus ●

244 ﾋﾒｷﾍﾞﾘｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius inops ●

245 ｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius naeviger ● ●

246 ｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius pallipes ●

247 ｽｼﾞｱｵｺﾞﾐﾑｼ Haplochlaenius costiger ●

248 ｸﾛﾂﾌﾞｺﾞﾐﾑｼ Pentagonica subcordicollis ●

249 ｷｶﾞｼﾗｱｵｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Calleida lepida ●

250 ｲｸﾋﾞﾎｿｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Dromius quadraticollis ●

251 ｷｸﾋﾞｱｵｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Lachnolebia cribricollis ●

252 ﾊﾈﾋﾞﾛｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Lebia duplex ●

253 ﾋﾄﾂﾒｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Parena monostigma ●

254 ｵｵﾖﾂｱﾅｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Parena perforata ●

255 ﾌﾀﾎｼｽｼﾞﾊﾞﾈｺﾞﾐﾑｼ Planetes puncticeps ●

256 ｱｵﾍﾘﾎｿｺﾞﾐﾑｼ Drypta japonica ●

257 ﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ科 ﾐｲﾃﾞﾗｺﾞﾐﾑｼ Pheropsophus jessoensis ●

258 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 ｺｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Hydaticus grammicus ●

259 ｶﾞﾑｼ科 ｺﾓﾝｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ Laccobius oscillans ●

260 ｶﾞﾑｼ Hydrophilus acuminatus ● ●

261 ﾋﾒｶﾞﾑｼ Sternolophus rufipes ● ●

262 ﾔﾏﾄｺﾞﾏﾌｶﾞﾑｼ Berosus japonicus ●

263 ｺﾞﾏﾌｶﾞﾑｼ Berosus signaticollis punctipennis ●

264 ｼﾃﾞﾑｼ科 ｸﾛｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus concolor ●

265 ﾖﾂﾎﾞｼﾓﾝｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus quadripunctatus ●

266 ｵｵﾓﾓﾌﾞﾄｼﾃﾞﾑｼ Necrodes asiaticus ● ●

267 ﾓﾓﾌﾞﾄｼﾃﾞﾑｼ Necrodes nigricornis ●

268 ﾊﾈｶｸｼ科 ｷｲﾛﾊﾅﾑｸﾞﾘﾊﾈｶｸｼ Eusphalerum parallelum ●

269 ﾁﾋﾞｸﾛｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Anotylus latiusculus ●

270 ﾙｲｽｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Anotylus lewisius ●

271 ﾁﾋﾞﾆｾﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ Carpelimus exiguus ● ●

272 ﾆｾﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ Carpelimus vagus ●

273 ﾔﾏﾄﾆｾﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ Thinodromus japonicus ●

274 ｸﾛｽﾞﾄｶﾞﾘﾊﾈｶｸｼ Lithocharis nigriceps ●

275 ﾈｱｶﾄｶﾞﾘﾊﾈｶｸｼ Medon lewisius ●

276 ｱﾊﾞﾀｺﾊﾞﾈﾊﾈｶｸｼ Nazeris wollastoni ●

277 ｱｵﾊﾞｱﾘｶﾞﾀﾊﾈｶｸｼ Paederus fuscipes ● ●

278 ｷﾊﾞﾈｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾈｶｸｼ Rugilus ceylanensis ●

279 ﾑﾈﾋﾞﾛﾊﾈｶｸｼ Algon grandicollis ●

280 Gabrius属の一種 Gabrius sp. ●

281 ｻﾋﾞｲﾛﾓﾝｷﾊﾈｶｸｼ Ocypus dorsalis ● ●

282 ｷｱｼﾁﾋﾞｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ Philonthus numata ●

283 ｶｸｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ Philonthus rectangulus ●

Philonthus属の一種 Philonthus sp. ●

284 ﾅﾐｸｼﾋｹﾞﾊﾈｶｸｼ Velleius dilatatus ●

285 Aleochara属の一種 Aleochara sp. ●

286 ﾂﾔｹｼｷﾊﾞﾈﾁﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Nehemitropa sordida milu  ● ●

287 Silusa属の一種 Silusa sp. ●

288 ﾃﾞｵｷﾉｺﾑｼ科 ｼﾘｱｶﾃﾞｵｷﾉｺﾑｼ Scaphidium rufopygum ●

289 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ科 ﾋﾒﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Scirtes sobrinus ●

290 ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ科 ﾋﾗﾀｸﾜｶﾞﾀ Serrognathus platymelus pilifer ●

291 ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ科 ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ Geotrupes laevistriatus ● ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。

No. 目名 科名 和名 学名 事業計画地内 事業計画地外
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表 7-9-8(6) 昆虫類の確認種 

 

292 ｺｳﾁｭｳ目 ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ科 ｵｵｾﾝﾁｺｶﾞﾈ Geotrupes auratus ● ●

293 ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ﾏﾒﾀﾞﾙﾏｺｶﾞﾈ Panelus parvulus ●

294 ｺﾞﾎﾝﾀﾞｲｺｸｺｶﾞﾈ Copris acutidens ● ●

295 ｺﾌﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus atripennis atripennis ●

296 ｶﾄﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus lenzii ● ●

297 ｸﾛｺｶﾞﾈ Holotrichia kiotoensis ●

298 ｵｵｸﾛｺｶﾞﾈ Holotrichia parallela ●

299 ｺｸﾛｺｶﾞﾈ Holotrichia picea ●

300 ｱｶﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera castanea ●

301 ｶﾐﾔﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera kamiyai ●

302 ｵｵﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera renardi ● ●

303 ﾔﾏﾄﾁｬｲﾛｺｶﾞﾈ Sericania fuscolineata nipponensis ●

Sericania属の一種 Sericania sp. ●

304 ﾄﾞｳｶﾞﾈﾌﾞｲﾌﾞｲ Anomala cuprea ● ●

305 ｻｸﾗｺｶﾞﾈ Anomala daimiana ●

306 ﾋﾒｻｸﾗｺｶﾞﾈ Anomala geniculata ●

307 ﾂﾔｺｶﾞﾈ Anomala lucens ●

308 ｾﾏﾀﾞﾗｺｶﾞﾈ Blitopertha orientalis ●

309 ｳｽﾁｬｺｶﾞﾈ Phyllopertha diversa ● ●

310 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 ｷﾍﾞﾘﾅｶﾞｱｼﾄﾞﾛﾑｼ Grouvellinus marginatus ●

311 ｲﾌﾞｼｱｼﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ Stenelmis nipponica ●

312 ｱﾜﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ Zaitzevia awana ●

313 ﾀﾏﾑｼ科 ﾏﾙｶﾞﾀﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ Trachys inedita ●

314 ｺﾒﾂｷﾑｼ科 ｻﾋﾞｷｺﾘ Agrypnus binodulus binodulus ● ●

315 ﾑﾅﾋﾞﾛｻﾋﾞｷｺﾘ Agrypnus cordicollis ●

316 ﾄﾞｳｶﾞﾈﾋﾗﾀｺﾒﾂｷ Corymbitodes gratus ● ●

317 ｱｶﾊﾗｸﾛｺﾒﾂｷ Ampedus hypogastricus hypogastricus ●

318 ｵｵｱｶｺﾒﾂｷ Ampedus optabilis ●

319 ｷﾊﾞﾈﾎｿｺﾒﾂｷ Dolerosomus gracilis ●

320 ｵｵﾅｶﾞｺﾒﾂｷ Elater sieboldi sieboldi ●

321 ﾋｹﾞﾅｶﾞｺﾒﾂｷ Neotrichophorus junior junior ●

322 ｸﾛﾂﾔｸｼｺﾒﾂｷ Melanotus annosus ●

323 ﾁｬﾊﾞﾈｸｼｺﾒﾂｷ Melanotus seniculus ●

324 ｸﾛｸｼｺﾒﾂｷ Melanotus senilis senilis ●

325 ﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾒﾂｷ亜科の一種 Negatrinae gen. sp. ●

326 ｺﾒﾂｷﾀﾞﾏｼ科 ｱｲﾇｺﾒﾂｷﾀﾞﾏｼ Farsus ainu ●

327 ﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ科 ﾋﾒｸﾛﾊﾅﾎﾞﾀﾙ Plateros japonicus ●

328 ﾎﾀﾙ科 ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ Luciola cruciata ● ●

329 ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ Luciola lateralis ●

330 ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ科 ﾆｼｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ Athemus suturellus luteipennis ●

331 ﾐﾔﾏｸﾋﾞｱｶｼﾞｮｳｶｲ Cantharis nakanei ●

332 ﾋﾒｼﾞｮｳｶｲ Mikadocantharis japonica ●

333 ｸﾋﾞﾎﾞｿｼﾞｮｳｶｲ Podabrus heydeni ●

334 ｸﾛﾋﾒｸﾋﾞﾎﾞｿｼﾞｮｳｶｲ Podabrus malthinoides ● ●

335 Malthinus属の一種 Malthinus sp. ●

336 ﾑﾈﾐｿﾞｸﾛﾁﾋﾞｼﾞｮｳｶｲ Malthodes sulcicollis ●

337 ｺｸﾇｽﾄ科 ｵｵｺｸﾇｽﾄ Trogossita japonica ●

338 ｶｯｺｳﾑｼ科 ｷｵﾋﾞﾅｶﾞｶｯｺｳﾑｼ Opilo carinatus ●

339 ｹｼｷｽｲ科 ﾎｿｷﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ Epuraea parilis ●

Epuraea属の一種 Epuraea sp. ● ●

340 ﾓﾝﾁﾋﾞﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ Haptoncus ocularis ●

341 ﾈｱｶﾏﾙｹｼｷｽｲ Neopallodes inermis ●

342 ｷﾉｺﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ Physoronia explanata ●

343 ｷﾍﾞﾘﾁﾋﾞｹｼｷｽｲ Meligethes violaceus ●

344 ﾈｽｲﾑｼ科 ﾔﾏﾄﾈｽｲ Rhizophagus japonicus ●

345 ﾁﾋﾞﾈｽｲ Rhizophagus parviceps ●

346 ﾋﾒﾊﾅﾑｼ科 ｷｲﾛｱｼﾅｶﾞﾋﾒﾊﾅﾑｼ Heterolitus nipponicus ●

347 ﾑｸｹﾞｷｽｲﾑｼ科 ﾊｽﾓﾝﾑｸｹﾞｷｽｲ Biphyllus rufopictus ●

348 ｺﾒﾂｷﾓﾄﾞｷ科 ﾂﾏｸﾞﾛﾋﾒｺﾒﾂｷﾓﾄﾞｷ Anadastus praeustus ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。
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表 7-9-8(7) 昆虫類の確認種 

 

349 ｺｳﾁｭｳ目 ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ科 ｷﾎﾞｼﾃﾝﾄｳﾀﾞﾏｼ Mycetina amabilis ●

350 ﾃﾝﾄｳﾑｼ科 ｸﾛﾋﾒﾃﾝﾄｳ Scymnus (Pullus ) japonicus ●

351 ﾋﾒｱｶﾎｼﾃﾝﾄｳ Chilocorus kuwanae ●

352 ﾌﾀﾓﾝｸﾛﾃﾝﾄｳ Cryptogonus orbiculus ●

353 ﾑｰｱｼﾛﾎｼﾃﾝﾄｳ Calvia (Eocaria ) muiri ●

354 ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ Coccinella septempunctata ● ●

355 ﾅﾐﾃﾝﾄｳ Harmonia axyridis ●

356 ｷｲﾛﾃﾝﾄｳ Illeis koebelei koebelei ●

357 ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ Propylea japonica ●

358 ﾐｼﾞﾝﾑｼﾀﾞﾏｼ科 ｸﾛﾐｼﾞﾝﾑｼﾀﾞﾏｼ Aphanocephalus hemisphericus ●

359 ｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ科 ﾓﾓﾌﾞﾄｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ Oedemeronia lucidicollis ●

360 ｱｶﾊﾈﾑｼ科 ﾑﾅﾋﾞﾛｱｶﾊﾈﾑｼ Pseudopyrochroa laticollis ●

361 ｱﾘﾓﾄﾞｷ科 ｱｶｸﾋﾞﾎﾞｿﾑｼ Macratria serialis ● ●

362 ｸﾛﾁﾋﾞｱﾘﾓﾄﾞｷ Anthicomorphus niponicus niponicus ●

363 ｱｶﾎｿｱﾘﾓﾄﾞｷ Anthicus fugiens ●

364 ﾖﾂﾎﾞｼﾎｿｱﾘﾓﾄﾞｷ Pseudoleptaleus valgipes ●

365 ﾂﾁﾊﾝﾐｮｳ科 ﾋﾒﾂﾁﾊﾝﾐｮｳ Meloe coarctatus ● ●

366 ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ科 ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Luprops orientalis ●

367 ｸﾁｷﾑｼ科 ｵｵｸﾁｷﾑｼ Allecula fuliginosa ● ●

368 ｸﾁｷﾑｼ Allecula melanaria ●

369 ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ科 ｺﾞﾓｸﾑｼﾀﾞﾏｼ Pedinus japonicus ●

370 ﾔﾏﾄｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Gonocephalum coenosum ●

371 ｺｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Gonocephalum coriaceum　 ●

372 ﾋﾒｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Gonocephalum persimile  ●

373 ﾖﾂﾎﾞｼｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Basanus erotyloides ●

374 ﾆｾｸﾛﾎｼﾃﾝﾄｳｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Derispia japonicola ●

375 ﾓﾄﾖﾂｺﾌﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Uloma bonzica ●

376 ｴｸﾞﾘｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Uloma marseuli marseuli  ●

377 ﾐﾂﾉｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Toxicum tricornutum ●

378 ｽﾞﾋﾞﾛｷﾏﾜﾘﾓﾄﾞｷ Gnesis helopioides helopioides ●

379 ｸﾛﾙﾘｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Metaclisa atrocyanea ● ●

380 ﾆｼﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Tetraphyllus lunuliger lunuliger  ●

381 ｷﾏﾜﾘ Plesiophthalmus nigrocyaneus nigrocyaneus  ●

382 ｸﾛﾂﾔｷﾏﾜﾘ Plesiophthalmus spectabilis spectabilis ●

383 ｽｼﾞｺｶﾞｼﾗｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Heterotarsus carinula ●

384 ｶﾐｷﾘﾑｼ科 ｾｽｼﾞﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia amentata amentata ●

385 ﾌﾀｵﾋﾞﾁﾋﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia puziloi ●

386 ﾋﾒｽｷﾞｶﾐｷﾘ Callidiellum rufipenne ●

387 ﾄｹﾞﾋｹﾞﾄﾗｶﾐｷﾘ Demonax transilis ●

388 ﾏﾂﾉﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ Monochamus alternatus ●

389 ｷﾎﾞｼｶﾐｷﾘ Psacothea hilaris hilaris ●

390 ﾊﾗｱｶｺﾌﾞｶﾐｷﾘ Moechotypa diphysis ●

391 ｼﾗﾎｼｶﾐｷﾘ Glenea relicta relicta ●

392 ﾊﾑｼ科 ﾙﾘｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ Lema cirsicola ●

393 ﾕﾘｸﾋﾞﾅｶﾞﾊﾑｼ Lilioceris merdigera ●

394 ﾑﾅｷﾙﾘﾊﾑｼ Smaragdina semiaurantiaca ● ●

395 ｸﾛﾎﾞｼﾂﾂﾊﾑｼ Cryptocephalus signaticeps ●

396 ﾏﾀﾞﾗｱﾗｹﾞｻﾙﾊﾑｼ Demotina fasciculata ●

397 ﾋﾒｷﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ Pagria signata ●

398 ｳﾘﾊﾑｼﾓﾄﾞｷ Atrachya menetriesi ●

399 ｳﾘﾊﾑｼ Aulacophora femoralis ●

400 ﾆｾｷﾊﾞﾗﾋﾒﾊﾑｼ Exosoma chujoi ●

401 ｷﾊﾞﾗﾋﾒﾊﾑｼ Exosoma flaviventre ●

402 ｸﾜﾊﾑｼ Fleutiauxia armata ●

403 ﾎﾀﾙﾊﾑｼ Monolepta dichroa ● ●

404 ｷｲﾛｸﾜﾊﾑｼ Monolepta pallidula ●

405 ｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ Altica cyanea ●

Altica属の一種 Altica sp. ●

406 ﾂﾌﾞﾉﾐﾊﾑｼ Aphthona perminuta ● ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。
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表 7-9-8(8) 昆虫類の確認種 

 

407 ｺｳﾁｭｳ目 ﾊﾑｼ科 ﾃﾝｻｲﾄﾋﾞﾊﾑｼ Chaetocnema concinna ●

408 ｶｸﾑﾈﾁﾋﾞﾄﾋﾞﾊﾑｼ Neocrepidodera recticollis ●

409 ﾙﾘﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ Nonarthra cyanea ●

410 ｺﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ Nonarthra tibialis ●

411 ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ Phyllotreta striolata ●

412 ﾂﾏｷﾀﾏﾉﾐﾊﾑｼ Sphaeroderma apicale ●

413 ﾑﾈｱｶﾀﾏﾉﾐﾊﾑｼ Sphaeroderma placidum ●

414 ﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ科 ﾋﾒｾﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ Phloeobius mimes ●

415 ｽﾈｱｶﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ Autotropis distinguenda ●

416 ｵﾄｼﾌﾞﾐ科 ﾋﾒｸﾛｵﾄｼﾌﾞﾐ Apoderus (Compsapoderus ) erythrogaster ●

417 ﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ科 ｷﾞｼｷﾞｼﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ Apion (Perapion ) violaceum ●

418 ﾓﾝﾁﾋﾞｿﾞｳﾑｼ Nanophyes pallipes ●

419 ｿﾞｳﾑｼ科 ﾘﾝｺﾞｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ Phyllobius (Odontophyllobius ) armatus ● ●

420 ｹﾌﾞｶｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ Myllocerus fumosus ●

421 ｶｼﾜｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ Myllocerus griseus ●

422 ﾎｿﾋﾒｶﾀｿﾞｳﾑｼ Asphalmus japonicus ●

423 ｲｺﾏｹｼﾂﾁｿﾞｳﾑｼ Trachyphloeosoma advena ●

424 ｲﾁｺﾞﾊﾅｿﾞｳﾑｼ Anthonomus bisignifer ●

425 ﾅｶｽｼﾞｶﾚｷｿﾞｳﾑｼ Acicnemis suturalis ●

426 ﾏﾂﾉｼﾗﾎｼｿﾞｳﾑｼ Shirahoshizo insidiosus ●

427 ﾆｾﾏﾂﾉｼﾗﾎｼｿﾞｳﾑｼ Shirahoshizo rufescens ●

428 ｵｻｿﾞｳﾑｼ科 ｷｸｲｻﾋﾞｿﾞｳﾑｼ Dryophthorus sculpturatus ●

429 ｷｸｲﾑｼ科 ﾐｶﾄﾞｷｸｲﾑｼ Scolytoplatypus mikado ●

430 ﾂﾔﾅｼｷｸｲﾑｼ Xyleborus adumbratus ●

431 ﾄﾄﾞﾏﾂｵｵｷｸｲﾑｼ Xyleborus validus ● ●

432 ﾊﾝﾉｷｷｸｲﾑｼ Xylosandrus germanus ●

433 ﾄｳﾋﾉﾋﾒｷｸｲﾑｼ Pityophthorus jucundus ●

434 ﾊﾁ目 ﾋﾗﾀﾊﾊﾞﾁ科 ﾂﾔﾋﾗﾀﾊﾊﾞﾁ Onycholyda lucida ●

435 ﾐﾌｼﾊﾊﾞﾁ科 ｳﾝﾓﾝﾁｭｳﾚﾝｼﾞ Arge jonasi ●

436 ﾊﾊﾞﾁ科 ﾒｽｸﾞﾛｼﾀﾞﾊﾊﾞﾁ Alphostromboceros konowi ●

437 ｾｸﾞﾛｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ Athalia infumata ● ●

438 ﾆﾎﾝｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ Athalia japonica ●

439 ｵｵﾑﾈｱｶﾊﾊﾞﾁ Dolerus ephippiatus ●

440 ｸﾛﾊﾊﾞﾁ Macrophya ignava ●

ﾊﾊﾞﾁ科の一種 Tenthredinidae gen. sp. ● ●

441 ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科 ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科の一種 Braconidae gen. sp. ● ●

442 ﾋﾒﾊﾞﾁ科 ｸﾛﾊﾗﾋﾒﾊﾞﾁ Callajoppa pepsoides ●

ﾋﾒﾊﾞﾁ科の一種 Ichneumonidae gen. sp. ● ●

443 ｶﾀﾋﾞﾛｺﾊﾞﾁ科 ｶﾀﾋﾞﾛｺﾊﾞﾁ科の一種 Eurytomidae gen. sp. ●

444 ﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ科 ﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ科の一種 Encyrtidae gen. sp. ●

445 ｺﾊﾞﾁ上科 ｺﾊﾞﾁ類の一種 CHALCIDOIDEA gen. sp. ● ●

446 ｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ科 ｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ科の一種 Bethylidae gen. sp. ●

447 ｺﾂﾁﾊﾞﾁ科 ｵｵｺﾂﾁﾊﾞﾁ Tiphia (Tiphia ) latistriata ●

448 ﾂﾁﾊﾞﾁ科 ﾋﾒﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ Campsomeriella (Annulimeris ) annulata annulata ●

449 ｵｵﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ Megacampsomeris grossa matsumurai ●

450 ｱﾘ科 ｵｵﾊﾘｱﾘ Brachyponera chinensis ● ●

451 ｱｼﾅｶﾞｱﾘ Aphaenogaster famelica famelica ● ●

452 ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞｱﾘ Aphaenogaster smythiesi japonica ●

453 ﾃﾗﾆｼｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster (Crematogaster ) brunnea teranishii ● ●

454 ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster (Orthocrema ) osakensis ● ●

455 ﾋﾒｱﾘ Monomorium intrudens ●

456 ｶﾄﾞﾌｼｱﾘ Myrmecina graminicola nipponica ●

457 ｱｽﾞﾏｵｵｽﾞｱﾘ Pheidole fervida ● ●

458 ｱﾐﾒｱﾘ Pristomyrmex pungens ● ●

459 ｳﾛｺｱﾘ Strumigenys lewisi ● ●

460 ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ Tetramorium caespitum ● ●

461 ｼﾍﾞﾘｱｶﾀｱﾘ Hypoclinea sibirica ●

462 ﾆｼﾑﾈｱｶｵｵｱﾘ Camponotus (Camponotus ) hemichlaena ● ●

463 ｸﾛｵｵｱﾘ Camponotus (Camponotus ) japonicus ● ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。
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表 7-9-8(9) 昆虫類の確認種 

 

464 ﾊﾁ目 ｱﾘ科 ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ Camponotus (Myrmamblys ) tokioensis ●

465 ﾔﾏﾖﾂﾎﾞｼｵｵｱﾘ Camponotus (Myrmamblys ) yamaokai ●

466 ﾐｶﾄﾞｵｵｱﾘ Camponotus (Paramyrmamblys ) kiusiuensis ●

467 ｸﾛﾔﾏｱﾘ Formica (Serviformica ) japonica ● ●

468 ﾊﾔｼｸﾛﾔﾏｱﾘ Formica (Serviformica ) sp. ● ●

469 ﾊﾔｼｹｱﾘ Lasius (Lasius ) hayashi ●

470 ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius (Lasius ) niger ● ●

471 ｱﾒｲﾛｱﾘ Paratrechina flavipes ● ●

472 ﾄｹﾞｱﾘ Polyrhachis (Polyrhachis ) lamellidens ● ●

ｱﾘ科の一種 Formicidae gen. sp. ● ●

473 ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ科 ｵｵﾓﾝｸﾛﾍﾞｯｺｳ Anoplius (Lophopompilus ) samariensis ●

ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ科の一種 Pompilidae gen. sp. ●

474 ﾄﾞﾛﾊﾞﾁ科 ﾐｶﾄﾞﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ Eumenes micado ●

475 ｽｽﾞﾊﾞﾁ Oreumenes decoratus ●

476 ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ科 ﾄｳﾖｳﾎｿｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Parapolybia varia ● ●

477 ﾌﾀﾓﾝｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes chinensis antennalis ●

478 ｷﾎﾞｼｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes mandarinus ● ●

479 ｷｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes rothneyi iwatai ● ●

480 ｺｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes snelleni ●

481 ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ本土亜種 Vespa analis insularis ●

482 ﾓﾝｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa crabro flavofasciata ●

483 ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa mandarinia japonica ●

484 ｷｲﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa simillima xanthoptera ● ●

485 ｱﾅﾊﾞﾁ科 Crossocerus属の一種 Crossocerus sp. ●

ｱﾅﾊﾞﾁ科の一種 Sphecidae gen. sp. ●

486 ﾊｷﾘﾊﾞﾁ科 ﾊﾞﾗﾊｷﾘﾊﾞﾁ Megachile  nipponica nipponica ●

487 ﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ科 Andrena属の一種 Andrena sp. ●

488 ｺｼﾌﾞﾄﾊﾅﾊﾞﾁ科 ｹﾌﾞｶﾊﾅﾊﾞﾁ Anthophora pilipes villosula ●

489 ｸﾏﾊﾞﾁ Xylocopa appendiculata circumvolans ● ●

490 ﾐﾂﾊﾞﾁ科 ｵｵﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ Bombus (Bombus ) hypocrita hypocrita ●

491 ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁ Apis cerana japonica ● ●

492 ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ Apis mellifera ●

493 ﾊｴ目 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ﾏﾀﾞﾗｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula (Nippotipula ) coquilleti ● ●

494 ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula (Yamatotipula ) aino ●

495 ﾏﾄﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula (Yamatotipula ) nova ●

Tipula属の一種 Tipula sp. ● ●

496 ｵｵﾕｳﾚｲｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Dolichopeza (Oropeza ) candidipes ●

497 Antocha属の一種 Antocha sp. ● ●

498 Limonia属の一種 Limonia sp. ●

499 ﾓﾝｼﾛｸﾛﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Hexatoma (Eriocera ) alboguttata ●

ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ亜科の一種 Limoniinae gen. sp. ● ●

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の一種 Tipulidae gen. sp. ●

500 ﾁｮｳﾊﾞｴ科 ﾁｮｳﾊﾞｴ科の一種 Psychodidae gen. sp. ●

501 ｶ科 ｶ科の一種 Culicidae gen. sp. ●

502 ﾌﾞﾕ科 Simulium属の一種 Simulium sp. ● ●

ﾌﾞﾕ科の一種 Simuliidae gen. sp. ●

503 ﾇｶｶ科 ﾇｶｶ科の一種 Ceratopogonidae gen. sp. ● ●

504 ﾕｽﾘｶ科 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科の一種 Orthocladiinae gen. sp. ● ●

505 ﾕｽﾘｶ亜科の一種 Chironominae gen. sp. ● ●

ﾕｽﾘｶ科の一種 Chironomidae gen. sp. ● ●

506 ﾀﾏﾊﾞｴ科 ﾀﾏﾊﾞｴ科の一種 Cecidomyiidae gen. sp. ●

507 ﾎｿｷﾉｺﾊﾞｴ科 Bolitophila属の一種 Bolitophila sp. ●

508 ｷﾉｺﾊﾞｴ科 Mycetophila属の一種 Mycetophila sp. ●

ｷﾉｺﾊﾞｴ科の一種 Mycetophilidae gen. sp. ●

509 ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科 ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科の一種 Sciaridae gen. sp. ● ●

510 ﾐｽﾞｱﾌﾞ科 ｺｳｶｱﾌﾞ Ptecticus tenebrifer ●

511 ｱﾌﾞ科 ｸﾛﾒｸﾗｱﾌﾞ Chrysops japonicus ● ●

512 ｷｽｼﾞｱﾌﾞ Tabanus fulvimedioides ●

513 ｳｼｱﾌﾞ Tabanus trigonus ● ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。
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514 ﾊｴ目 ｺｶﾞｼﾗｱﾌﾞ科 ｼﾊﾞｶﾜｺｶﾞｼﾗｱﾌﾞ Nipponocyrtus shibakawae ●

515 ﾂﾘｱﾌﾞ科 ﾋﾞﾛｳﾄﾞﾂﾘｱﾌﾞ Bombylius major ●

516 ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ科 Laphriinae亜科の一種 Laphriinae gen. sp. ●

517 ｼｵﾔｱﾌﾞ Promachus yesonicus ● ●

518 Asilinae亜科の一種 Asilinae gen. sp. ●

519 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 ｱｶﾒｾﾀﾞｶｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ Syneches grandis ●

ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Empididae gen. sp. ●

520 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科の一種 Dolichopodidae gen. sp. ●

521 ﾔﾘﾊﾞｴ科 ﾔﾘﾊﾞｴ科の一種 Lonchopteridae gen. sp. ●

522 ﾉﾐﾊﾞｴ科 ﾉﾐﾊﾞｴ科の一種 Phoridae gen. sp. ● ●

523 ﾊﾅｱﾌﾞ科 ﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ Episyrphus balteatus ●

524 ｷﾀﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ Sphaerophoria philanthus ●

525 Baccha属の一種 Baccha  sp. ●

526 Pipizini族の一種 Pipizini gen. sp. ●

527 ｼﾏﾊﾅｱﾌﾞ Eristalis (Eoseristalis ) cerealis ● ●

528 ｱｼﾌﾞﾄﾊﾅｱﾌﾞ Helophilus (Helophilus ) virgatus ●

529 ﾔﾁﾊﾞｴ科 ﾔﾁﾊﾞｴ科の一種 Sciomyzidae gen. sp. ●

530 ｼﾏﾊﾞｴ科 ﾋﾗﾔﾏｼﾏﾊﾞｴ Homoneura hirayamae ●

531 ﾔﾌﾞｸﾛｼﾏﾊﾞｴ Minettia (Frendelia ) longipennis ●

532 ｸﾛﾂﾔﾊﾞｴ科 ｸﾛﾂﾔﾊﾞｴ科の一種 Lonchaeidae gen. sp. ● ●

533 ﾎｿｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科 ﾓﾝﾎｿｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Diastata vagans ●

534 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科 ｷｲﾛｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Drosophila (Sophophora ) melanogaster ● ●

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科の一種 Drosophilidae gen. sp. ● ●

535 ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾊﾞｴ科 ｸﾛﾒﾏﾄｲ Cryptochetum (Lestophonus ) nipponense ●

536 ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ科 ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ科の一種 Sphaeroceridae gen. sp. ●

537 ｲｴﾊﾞｴ科 Coenosia属の一種 Coenosia sp. ●

538 ｸﾛﾊﾞｴ科 ｸﾛﾊﾞｴ科の一種 Calliphoridae gen. sp. ●

539 ﾆｸﾊﾞｴ科 Parasarcophaga属の一種 Parasarcophaga sp. ●

ﾆｸﾊﾞｴ科の一種 Sarcophagidae gen. sp. ●

540 ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 ﾉｺｷﾞﾘﾊﾘﾊﾞｴ Compsilura concinnata ●

ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Tachinidae gen. sp. ● ●

541 ﾄﾋﾞｹﾗ目 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 Glossosoma属の一種 Glossosoma sp. ● ●

542 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ科 Rhyacophila属の一種 Rhyacophila sp. ●

543 ｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 Philopotamidae gen. sp. ●

544 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 Hydroptilidae gen. sp. ●

545 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche marmorata ●

546 ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche brevilineatus ● ●

Cheumatopsyche属の一種 Cheumatopsyche sp. ● ●

547 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche ulmeri ● ●

Hydropsyche属の一種 Hydropsyche sp. ● ●

548 ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Macronema radiatum ●

ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 Hydropsychidae gen. sp. ● ●

549 ｱｼｴﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ｱｼｴﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 Calamoceratidae gen. sp. ●

550 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾅｶﾞﾂﾉﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Ceraclea complicata ●

551 ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Mystacides azurea ● ●

552 ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Oecetis nigropunctata ●

ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 Leptoceridae gen. sp. ● ●

553 ｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera japonica ● ●

Goera属の一種 Goera sp. ● ●

554 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋﾛｵｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Goerodes bipertitus ●

ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 Leoidostomatidae gen. sp. ●

555 ﾁｮｳ目 ﾊﾏｷｶﾞ科 ﾁｬﾊﾏｷ Homona magnanima ●

556 ﾏﾂﾉｸﾛﾏﾀﾞﾗﾋﾒﾊﾏｷ Epinotia rubiginosana ●

557 ｸﾛﾈﾊｲｲﾛﾋﾒﾊﾏｷ Rhopobota naevana ●

558 ｷﾊﾞｶﾞ科 ｷﾊﾞｶﾞ科の一種 Gelechiidae  gen. sp. ●

559 ｲﾗｶﾞ科 ｸﾛｼﾀｱｵｲﾗｶﾞ Parasa sinica ●

560 ｱｶｲﾗｶﾞ Phrixolepia sericea ●

561 ﾏﾄﾞｶﾞ科 ﾋﾒﾏﾀﾞﾗﾏﾄﾞｶﾞ Rhodoneura hyphaema ●

562 ﾒｲｶﾞ科 ｸﾛｽｼﾞﾂﾄｶﾞ Flavocrambus striatellus ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。
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563 ﾁｮｳ目 ﾒｲｶﾞ科 ｼﾛｴｸﾞﾘﾂﾄｶﾞ Pareromene exsectella ●

564 ｼﾛﾋﾄﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ Analthes semitritalis orbicularis ●

565 ｼﾛﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ Bocchoris inspersalis ● ●

566 ﾀｲﾜﾝｳｽｷﾉﾒｲｶﾞ Botyodes diniasalis ●

567 ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ Cnaphalocrocis medinalis ● ●

568 Conogethes属の一種 Conogethes sp. ● ●

569 ｸﾛｽｶｼﾄｶﾞﾘﾉﾒｲｶﾞ Cotachena alysoni ●

570 ｸﾛﾍﾘｷﾉﾒｲｶﾞ Goniorhynchus butyrosa ●

571 ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ Herpetogramma luctuosalis zelleri ●

572 ﾏｴｷﾉﾒｲｶﾞ Herpetogramma rudis ●

573 ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ Hymenia recurvalis ●

574 ﾏﾒﾉﾒｲｶﾞ Maruca testulalis ●

575 ｳｽｵﾋﾞｷﾉﾒｲｶﾞ Microstega jessica ● ●

576 ｼﾛﾃﾝｷﾉﾒｲｶﾞ Nacoleia commixta ● ●

577 ｻﾂﾏｷﾉﾒｲｶﾞ Nacoleia satsumalis ●

578 ﾎｼｵﾋﾞﾎｿﾉﾒｲｶﾞ Nomis albopedalis ●

579 ｱﾜﾉﾒｲｶﾞ Ostrinia furnacalis ●

580 ﾌｷﾉﾒｲｶﾞ本州亜種 Ostrinia scapulalis subpacifica ●

581 ﾏｴﾍﾞﾆﾉﾒｲｶﾞ Paliga minnehaha ●

582 ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ Palpita nigropunctalis ● ●

583 ｸﾋﾞｼﾛﾉﾒｲｶﾞ Piletocera aegimiusalis ● ●

584 ﾖﾂﾒﾉﾒｲｶﾞ Pleuroptya quadrimaculalis ●

585 ｳｺﾝﾉﾒｲｶﾞ Pleuroptya ruralis ● ●

586 ｷﾑｼﾞﾉﾒｲｶﾞ Prodasycnemis inornata ●

587 ﾄﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ Pyrausta limbata ●

588 ｼﾛｽｼﾞｴｸﾞﾘﾉﾒｲｶﾞ Sufetula sunidesalis ●

589 ﾀｲﾜﾝﾓﾝｷﾉﾒｲｶﾞ Syllepte taiwanalis ●

590 ｸﾛﾓﾝｷﾉﾒｲｶﾞ Udea testacea ●

591 ﾓﾝｼﾛﾙﾘﾉﾒｲｶﾞ Uresiphita tricolor ●

592 ﾏﾀﾞﾗﾐｽﾞﾒｲｶﾞ Elophila interuptalis interuptalis ● ●

593 ﾋﾒﾏﾀﾞﾗﾐｽﾞﾒｲｶﾞ Elophila turbata ●

594 ﾅｶﾑﾗｻｷﾌﾄﾒｲｶﾞ Craneophora ficki ●

595 ﾄｻｶﾌﾄﾒｲｶﾞ Locastra muscosalis ●

596 ｷﾍﾞﾘﾄｶﾞﾘﾒｲｶﾞ Endotricha portialis ●

597 ｱｶｼﾏﾒｲｶﾞ Herculia pelasgalis ●

598 ﾄﾋﾞｲﾛｼﾏﾒｲｶﾞ Hypsopygia regina ● ●

599 ｷﾞﾝﾓﾝｼﾏﾒｲｶﾞ Pyralis regalis ● ●

600 ﾌﾀｽｼﾞｱｶﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Boeswarthia oberleella ●

601 ｳｽｱｶﾑﾗｻｷﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Calguia defigualis ●

602 ﾏﾂﾉｼﾝﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Dioryctria sylvestrella ●

603 ｱｶﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Onococera semirubella ● ●

604 ﾄﾘﾊﾞｶﾞ科 Platyptilia属の一種 Platyptilia sp. ●

605 ｾｾﾘﾁｮｳ科 ﾋﾒｷﾏﾀﾞﾗｾｾﾘ Ochlodes ochraceus ● ●

606 ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ Parnara guttata guttata ●

607 ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ Polytremis pellucida pellucida ●

608 ｺﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ Thoressa varia ●

609 ｱｹﾞﾊﾁｮｳ科 ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ Graphium sarpedon nipponum ●

610 ｶﾗｽｱｹﾞﾊ本土亜種 Papilio bianor dehaanii ●

611 ﾐﾔﾏｶﾗｽｱｹﾞﾊ Papilio maackii ●

612 ｷｱｹﾞﾊ Papilio machaon hippocrates ●

613 ｵﾅｶﾞｱｹﾞﾊ Papilio macilentus ●

614 ｸﾛｱｹﾞﾊ本土亜種 Papilio protenor demetrius ● ●

615 ﾅﾐｱｹﾞﾊ Papilio xuthus ●

616 ｼﾛﾁｮｳ科 ﾂﾏｷﾁｮｳ Anthocharis scolymus ● ●

617 ｷﾁｮｳ Eurema hecabe ● ●

618 ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ Eurema laeta betheseba ● ●

619 ｽｼﾞｸﾞﾛｼﾛﾁｮｳ Pieris (Artogeia ) melete melete ●

620 ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ Pieris (Artogeia ) rapae crucivora ● ●

621 ﾙﾘｼｼﾞﾐ Celastrina argiolus ladonides ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。

学名 事業計画地内 事業計画地外No. 目名 科名 和名
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表 7-9-8(12) 昆虫類の確認種 

 

622 ﾁｮｳ目 ｼｼﾞﾐﾁｮｳ科 ﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ Everes argiades hellotia ●

623 ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ Lycaena phlaeas daimio ● ●

624 ﾑﾗｻｷｼｼﾞﾐ Narathura japonica ● ●

625 ﾄﾗﾌｼｼﾞﾐ Rapala arata ●

626 ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ本土亜種 Zizeeria maha argia ● ●

627 ﾃﾝｸﾞﾁｮｳ科 ﾃﾝｸﾞﾁｮｳ本土亜種 Libythea celtis celtoides ●

628 ﾀﾃﾊﾁｮｳ科 ｻｶﾊﾁﾁｮｳ Araschnia burejana strigosa ●

629 ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ Argyreus hyperbius hyperbius ● ●

630 ﾋﾒｱｶﾀﾃﾊ Cynthia cardui ●

631 ｲｼｶﾞｹﾁｮｳ Cyrestis thyodamas mabella ●

632 ﾙﾘﾀﾃﾊ本土亜種 Kaniska canace nojaponicum ● ●

633 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾁｮｳ Ladoga camilla japonica ●

634 ｸﾓｶﾞﾀﾋｮｳﾓﾝ Nephargynnis anadyomene midas ●

635 ｺﾐｽｼﾞ Neptis sappho intermedia ●

636 ｷﾀﾃﾊ Polygonia c-aureum c-aureum ●

637 ｱｶﾀﾃﾊ Vanessa indica ●

638 ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ科 ｸﾛﾋｶｹﾞ本土亜種 Lethe diana diana ●

639 ﾋｶｹﾞﾁｮｳ Lethe sicelis ●

640 ｸﾛｺﾉﾏﾁｮｳ Melanitis phedima oitensis ●

641 ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ Minois dryas bipunctata ●

642 ｺｼﾞｬﾉﾒ Mycalesis francisca perdiccas ●

643 ﾋﾒｼﾞｬﾉﾒ Mycalesis gotama fulginia ●

644 ﾋﾒｳﾗﾅﾐｼﾞｬﾉﾒ Ypthima argus ● ●

645 ｶｷﾞﾊﾞｶﾞ科 ﾏｴｷｶｷﾞﾊﾞ Agnidra scabiosa scabiosa ●

646 ﾋﾒﾊｲｲﾛｶｷﾞﾊﾞ Pseudalbara parvula ●

647 ｱｶｳﾗｶｷﾞﾊﾞ Hypsomadius insignis ●

648 ﾄｶﾞﾘﾊﾞｶﾞ科 ﾏﾕﾐﾄｶﾞﾘﾊﾞ Neoploca arctipennis ●

649 ｼｬｸｶﾞ科 ﾎｿﾊﾞﾊﾗｱｶｱｵｼｬｸ Chlorissa anadema ●

650 ｺﾖﾂﾒｱｵｼｬｸ Comostola subtiliaria nympha ●

651 ﾂﾊﾞﾒｱｵｼｬｸ Gelasma ambigua ●

652 ｶｷﾞｼﾛｽｼﾞｱｵｼｬｸ Geometra dieckmanni ●

653 ｵｵｱﾔｼｬｸ Pachyodes superans ●

654 ｵｵｳｽﾓﾝｷﾋﾒｼｬｸ Idaea imbecilla ●

655 ｷｵﾋﾞﾍﾞﾆﾋﾒｼｬｸ Idaea impexa ●

656 ﾍﾞﾆﾋﾒｼｬｸ Idaea muricata ●

657 ｳｽｷｸﾛﾃﾝﾋﾒｼｬｸ Scopula ignobilis ●

658 ﾓﾝﾄﾋﾞﾋﾒｼｬｸ Scopula modicaria ● ●

659 ｱﾔｺﾊﾞﾈﾅﾐｼｬｸ Acasis bellaria ●

660 ｸﾛｽｼﾞｱｵﾅﾐｼｬｸ Chloroclystis v-ata ●

661 ｵｵﾊｶﾞﾀﾅﾐｼｬｸ Ecliptopera umbrosaria ● ●

662 ｳｽﾄﾋﾞﾓﾝﾅﾐｼｬｸ Eulithis ledereri inurbana ●

663 ｾｽｼﾞﾅﾐｼｬｸ Evecliptopera decurrens illitata 　 ●

664 ｼﾛｼﾀﾄﾋﾞｲﾛﾅﾐｼｬｸ Heterothera postalbida ●

665 ﾃﾝｽｼﾞﾋﾒﾅﾐｼｬｸ Hydrelia nisaria ●

666 ﾋﾞﾛｰﾄﾞﾅﾐｼｬｸ Sibatania mactata ●

667 ﾎｿﾊﾞﾅﾐｼｬｸ Tyloptera bella bella ●

668 ﾌﾀﾄﾋﾞｽｼﾞﾅﾐｼｬｸ Xanthorhoe hortensiaria ●

669 ｸﾛﾏﾀﾞﾗｴﾀﾞｼｬｸ Abraxas fulvobasalis ●

670 ﾅｶｳｽｴﾀﾞｼｬｸ Alcis angulifera ● ●

671 ｸﾛｸﾓｴﾀﾞｼｬｸ Apocleora rimosa ●

672 ﾔﾏﾄｴﾀﾞｼｬｸ Cassyma deletaria hypotaenia ●

673 ｳｽｵｴﾀﾞｼｬｸ Chiasmia hebesata ●

674 ｼﾛﾃﾝｴﾀﾞｼｬｸ Cleora leucophaea ●

675 ﾊﾗｹﾞﾁﾋﾞｴﾀﾞｼｬｸ Diplurodes parvularia ●

676 ｻﾗｻｴﾀﾞｼｬｸ Epholca arenosa ● ●

677 ｳﾗｷﾄｶﾞﾘｴﾀﾞｼｬｸ Hypephyra terrosa pryeraria ●

678 ｳｽﾊﾞﾐｽｼﾞｴﾀﾞｼｬｸ Hypomecis punctinalis conferenda ●

679 ｸﾛｽﾞｳｽｷｴﾀﾞｼｬｸ Lomographa simplicior ●

680 ｳｽｸﾓｴﾀﾞｼｬｸ Menophra senilis ● ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。
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表 7-9-8(13) 昆虫類の確認種 

 

681 ﾁｮｳ目 ｼｬｸｶﾞ科 ﾏｴｷﾄﾋﾞｴﾀﾞｼｬｸ Nothomiza formosa ●

682 ｴｸﾞﾘﾂﾞﾏｴﾀﾞｼｬｸ Odontopera arida arida ● ●

683 ｷｲﾛｴｸﾞﾘﾂﾞﾏｴﾀﾞｼｬｸ Odontopera aurata ●

684 ﾂﾏｷﾘｳｽｷｴﾀﾞｼｬｸ Pareclipsis gracilis ● ●

685 ｺﾞﾏﾀﾞﾗｼﾛｴﾀﾞｼｬｸ Percnia albinigrata ●

686 ｸﾛﾌｵｵｼﾛｴﾀﾞｼｬｸ Pogonopygia nigralbata ● ●

687 ﾅﾐｽｼﾞｴﾀﾞｼｬｸ Racotis petrosa ●

688 ｸﾛﾊｸﾞﾙﾏｴﾀﾞｼｬｸ Synegia esther ●

689 ﾋﾛｵﾋﾞｵｵｴﾀﾞｼｬｸ Xandrames dholaria ●

690 ｱｹﾞﾊﾓﾄﾞｷｶﾞ科 ｱｹﾞﾊﾓﾄﾞｷ Epicopeia hainesii hainesii ● ●

691 ｷﾝﾓﾝｶﾞ Psychostrophia melanargia ●

692 ｶﾚﾊｶﾞ科 ﾏﾂｶﾚﾊ Dendrolimus spectabilis ●

693 ﾖｼｶﾚﾊ Euthrix potatoria bergmani ●

694 ｵﾋﾞｶﾞ科 ｵﾋﾞｶﾞ Apha aequalis ●

695 ｶｲｺｶﾞ科 ｸﾜｺ Bombyx mandarina ●

696 ｵｵｸﾜｺﾞﾓﾄﾞｷ Oberthueria falcigera ●

697 ﾔﾏﾏﾕｶﾞ科 ｵｵﾐｽﾞｱｵ本州亜種 Actias artemis aliena ● ●

698 ｴｿﾞﾖﾂﾒ Aglia tau microtau ●

699 ｽｽﾞﾒｶﾞ科 ｴﾋﾞｶﾞﾗｽｽﾞﾒ Agrius convolvuli ●

700 ｱｼﾞｱﾎｿﾊﾞｽｽﾞﾒ Ambulyx sericeipennis tobii ● ●

701 ｳﾝﾓﾝｽｽﾞﾒ Callambulyx tatarinovii gabyae ●

702 ｻｻﾞﾅﾐｽｽﾞﾒ Dolbina tancrei ●

703 ﾓﾓｽｽﾞﾒ Marumba gaschkewitschii echephron ●

704 ﾋﾒｸﾛﾎｳｼﾞｬｸ Macroglossum bombylans ●

705 ｼｬﾁﾎｺｶﾞ科 ｾｸﾞﾛｼｬﾁﾎｺ Clostera anastomosis ●

706 ﾊﾞｲﾊﾞﾗｼﾛｼｬﾁﾎｺ Cnethodonta grisescens ● ●

707 ﾎｿﾊﾞｼｬﾁﾎｺ Fentonia ocypete ●

708 ﾅｶｽｼﾞｼｬﾁﾎｺ Nerice bipartita ● ●

709 ｵｵｴｸﾞﾘｼｬﾁﾎｺ Pterostoma sinicum ●

710 ﾄﾞｸｶﾞ科 ｽｶｼﾄﾞｸｶﾞ Arctornis kumatai ●

711 ｴﾙﾓﾝﾄﾞｸｶﾞ Arctornis lnigrum ussuricum ●

712 ｽｷﾞﾄﾞｸｶﾞ Calliteara argentata ●

713 ｷﾄﾞｸｶﾞ Euproctis piperita ● ●

714 ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ Euproctis pseudoconspersa ●

715 ﾄﾞｸｶﾞ Euproctis subflava ●

716 ﾅﾁｷｼﾀﾄﾞｸｶﾞ Ilema nachiensis ●

717 ｽｹﾞｵｵﾄﾞｸｶﾞ Laelia gigantea ●

718 ﾋﾒｼﾛﾓﾝﾄﾞｸｶﾞ Orgyia thyellina ● ●

719 ｸﾛﾓﾝﾄﾞｸｶﾞ Pida niphonis ●

720 ﾋﾄﾘｶﾞ科 ｱｶｽｼﾞｼﾛｺｹｶﾞ Cyana hamata hamata ● ●

721 ﾑｼﾞﾎｿﾊﾞ Eilema deplana pavescens ● ●

722 ﾔﾈﾎｿﾊﾞ Eilema fuscodorsalis ●

723 ｷﾏｴﾎｿﾊﾞ Eilema japonica japonica ● ●

724 ﾖﾂﾎﾞｼﾎｿﾊﾞ Lithosia quadra ●

725 ﾊｶﾞﾀﾍﾞﾆｺｹｶﾞ Miltochrista aberrans aberrans ●

726 ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾍﾞﾆｺｹｶﾞ Miltochrista pulchera leacrita ●

727 ｽｼﾞﾍﾞﾆｺｹｶﾞ Miltochrista striata striata ●

728 ｼﾛﾋﾄﾘ Chionarctia nivea ●

729 ｽｼﾞﾓﾝﾋﾄﾘ Spilarctia seriatopunctata seriatopunctata ●

730 ｱｶﾊﾗｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋﾄﾘ Spilosoma punctaria ●

731 ｺﾌﾞｶﾞ科 ｸﾛｽｼﾞｼﾛｺﾌﾞｶﾞ Nola taeniata ●

ｺﾌﾞｶﾞ科の一種 Nolidae gen. sp. ●

732 ﾔｶﾞ科 ｼﾛｼﾀｹﾝﾓﾝ Hylonycta hercules ●

733 ｺﾞﾏｹﾝﾓﾝ Moma alpium ●

734 ｳｽｵﾋﾞﾔｶﾞ Pyrrhia bifasciata ●

735 ﾀﾏﾅﾔｶﾞ Agrotis ipsilon ●

736 ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ Agrotis segetum ●

737 ｵｵﾊﾞｺﾔｶﾞ Diarsia canescens ●

738 ｺｳｽﾁｬﾔｶﾞ Diarsia deparca ● ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。
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表 7-9-8(14) 昆虫類の確認種 

 

739 ﾁｮｳ目 ﾔｶﾞ科 ｱｶﾌﾔｶﾞ Diarsia pacifica ●

740 ｳｽｲﾛｱｶﾌﾔｶﾞ Diarsia ruficauda ●

741 ｸﾛｸﾓﾔｶﾞ Hermonassa cecilia ● ●

742 ｳｽｲﾛｶﾊﾞｽｼﾞﾔｶﾞ Sineugraphe bipartita ●

743 ﾏｴｷﾔｶﾞ Xestia stupenda ●

744 ﾏﾀﾞﾗｷﾖﾄｳ Aletia flavostigma ● ●

745 ｽｼﾞｸﾞﾛｷﾖﾄｳ Aletia nigrilinea ●

746 ﾌﾀﾃﾝｷﾖﾄｳ Aletia radiata stellata ● ●

747 ｷﾐｬｸﾖﾄｳ Dictyestra dissecta ●

748 ｹﾝﾓﾝｷﾘｶﾞ Egira saxea ●

749 ｱﾄｼﾞﾛｷﾖﾄｳ Leucania compta ●

750 ｽｼﾞｼﾛｷﾖﾄｳ Leucania striata ●

751 ﾖﾄｳｶﾞ Mamestra brassicae ● ●

752 ﾌﾀｽｼﾞﾖﾄｳ Protomiselia bilinea ● ●

753 ｼﾛｼﾀﾖﾄｳ Sarcopolia illoba ●

754 ｷﾊﾞﾗﾓｸﾒｷﾘｶﾞ Xylena formosa ●

755 ｺﾓｸﾒﾖﾄｳ Actinotia intermediata ●

756 ｵｵｼﾏｶﾗｽﾖﾄｳ Amphipyra monolitha surnia ●

757 ｼﾛﾃﾝｳｽｸﾞﾛﾖﾄｳ Athetis albisignata ●

758 ﾃﾝｳｽｲﾛﾖﾄｳ Athetis dissimilis ●

759 ｼﾛﾓﾝｵﾋﾞﾖﾄｳ Athetis lineosa ●

760 ﾋﾒｻﾋﾞｽｼﾞﾖﾄｳ Athetis stellata ● ●

761 ﾓｸﾒﾖﾄｳ Axylia putris ● ●

762 ｱｶｶﾞﾈﾖﾄｳ Euplexia lucipara ●

763 ﾍﾞﾆﾓﾝﾖﾄｳ Oligonyx vulnerata ●

764 ｺﾏﾙﾓﾝｼﾛｶﾞ Sphragifera biplaga ●

765 ﾐﾄﾞﾘﾘﾝｶﾞ Clethrophora distincta ● ●

766 ｻﾋﾞｲﾛｺﾔｶﾞ Amyna stellata ●

767 ﾓﾝｷｺﾔｶﾞ Hyperstrotia flavipuncta ●

768 ﾋﾒﾈｼﾞﾛｺﾔｶﾞ Maliattha signifera ● ●

769 ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ Naranga aenescens ●

770 ﾎｼｺﾔｶﾞ Ozarba punctigera ● ●

771 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｺﾔｶﾞ Protodeltote distinguenda ●

772 ｼﾛﾌｺﾔｶﾞ Protodeltote pygarga ●

773 Sugia属の一種 Sugia sp. ●

774 ｳﾘｷﾝｳﾜﾊﾞ Anadevidia peponis ●

775 ｴｿﾞｷﾞｸｷﾝｳﾜﾊﾞ Ctenoplusia albostriata ●

776 ｷﾞﾝｽｼﾞｷﾝｳﾜﾊﾞ Erythroplusia rutilifrons ●

777 ﾓﾝｼﾛﾑﾗｻｷｸﾁﾊﾞ Ercheia niveostrigata ●

778 ｼﾛｽｼﾞﾄﾓｴ Metopta rectifasciata ●

779 ｸﾛﾃﾝｶﾊﾞｱﾂﾊﾞ Anachrostis nigripunctalis ● ●

780 ﾌﾀｽｼﾞｴｸﾞﾘｱﾂﾊﾞ Gonepatica opalina ●

781 ﾋﾒｸﾋﾞｸﾞﾛｸﾁﾊﾞ Lygephila recta ●

782 ｼｬｸﾄﾞｳｸﾁﾊﾞ Mecodina nubiferalis ●

783 ﾊｽｵﾋﾞﾋﾒｱﾂﾊﾞ Schrankia separatalis ●

784 ﾔﾏｶﾞﾀｱﾂﾊﾞ Bomolocha stygiana ●

785 ﾌｼﾞﾛｱﾂﾊﾞ Adrapsa notigera ●

786 ｵｵｼﾗﾎｼｱﾂﾊﾞ Edessena hamada ● ●

787 ﾄﾋﾞｽｼﾞｱﾂﾊﾞ Herminia tarsicrinalis ●

788 ｵｵｼﾗﾅﾐｱﾂﾊﾞ Hipoepa fractalis ●

789 ﾋﾛｵﾋﾞｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ Hydrillodes funeralis ● ●

790 ｿﾄｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ Hydrillodes repugnalis ●

791 ｵｵｱｶﾏｴｱﾂﾊﾞ Simplicia niphona ● ●

792 ｱｶﾏｴｱﾂﾊﾞ Simplicia rectalis ●

793 ｺｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ Zanclognatha southi ●

382 632

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
　　3.コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。

No. 目名 科名 和名 学名 事業計画地内 事業計画地外

合計　19目213科793種
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② ベイトトラップ調査結果 

ベイトトラップ法により捕獲された昆虫類は表 7-9-9 に、確認種一覧は表 7-9-10(1)

及び表 7-9-10(2)に示すとおりであり、事業計画地内では 7 目 31 科 77 種、事業計画地

外では 7 目 22 科 48 種であり、合計は 9 目 36 科 97 種であった。 

確認された昆虫類は、いずれも広島市北部の丘陵地，低山地から山地にかけて普通

に生息する種であった。目別にみるとコウチュウ目の種数が多く、中でもオサムシ科

とハネカクシ科の種数が多くなっていた。地点別にみると St.3 の種数が最も多く、St.4

の種数が最も少なくなっていた。 

 

表 7-9-9 ベイトトラップ調査結果（目別集計表） 

 

 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数

 トビムシ目 2 2 4 4 5 5 5 6 5 5 4 5 5 6 5 7

 イシノミ目 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 2 1 2

 ゴキブリ目 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1

 カマキリ目 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1

 バッタ目 2 2 1 1 0 0 2 2 0 0 2 3 2 3 2 4

 カメムシ目 2 2 2 2 0 0 2 4 0 0 0 0 0 0 2 4

 コウチュウ目 6 15 9 15 11 29 12 44 4 5 7 14 7 17 14 51

 ハチ目 3 12 2 9 2 11 4 15 1 12 2 11 2 15 4 21

 ハエ目 4 4 2 2 2 2 5 5 2 2 4 4 4 4 6 6

合　　計

注）1.目別の合計は総種数であり、St.1～St.3の和及びSt.4とSt.5の和、また事業計画地内と事業計画地外の和と一致しない。

9目36科97種

計注)1

6目19科37種 6目20科33種 5目21科48種 7目31科77種 4目12科24種 7目21科40種 7目22科48種

合計注)1
目　　名

事業計画地内 事業計画地外

St.1 St.2 St.3 計注)1 St.4 St.5
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表 7-9-10(1) ベイトトラップにより確認された昆虫類 

 
St.1 St.2 St.3 St.4 St.5

1 ﾄﾋﾞﾑｼ目 ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ科 ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Neanuridae gen. sp. ● ● ●

2 ﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ科 ﾋﾒﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ亜科の一種 Proisotominae gen. sp. ●

3 ﾂﾁﾄﾋﾞﾑｼ亜科の一種 Isotominae gen. sp. ● ●

4 ﾄｹﾞﾄﾋﾞﾑｼ科 Tomocerus属の一種 Tomocerus sp. ● ● ● ● ●

5 ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科 Entomobrya属の一種 Entomobrya sp. ● ● ● ● ●

6 Homidia属の一種 Homidia sp. ●

ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Entomobryidae gen. sp. ● ● ● ●

7 ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ科 Ptenothrix属の一種 Ptenothrix sp. ●

ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Sminthuridae gen. sp. ● ● ● ●

8 ｲｼﾉﾐ目 ｲｼﾉﾐ科 Pedetontinus属の一種 Pedetontinus sp. ●

9 Pedetontus属の一種 Pedetontus sp. ●

10 ｺﾞｷﾌﾞﾘ目 ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ科 ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella nipponica ●

11 ｶﾏｷﾘ目 ｶﾏｷﾘ科 ｺｶﾏｷﾘ Statilia maculata ●

12 ﾊﾞｯﾀ目 ｶﾏﾄﾞｳﾏ科 ｶﾏﾄﾞｳﾏ Diestrammena apicalis ●

13 ﾏﾀﾞﾗｶﾏﾄﾞｳﾏ Diestrammena japonica ● ● ●

14 ﾋｼﾊﾞｯﾀ科 ｺﾊﾞﾈﾋｼﾊﾞｯﾀ Formosatettix larvatus ●

15 ﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix japonica ●

16 ｶﾒﾑｼ目 ｱﾌﾞﾗﾑｼ科 Acyrthosiphon属の一種 Acyrthosiphon sp. ●

17 ﾏﾒｱﾌﾞﾗﾑｼ Aphis craccivora craccivora ●

18 ﾂﾁｶﾒﾑｼ科 ﾋﾒﾂﾁｶﾒﾑｼ Geotomus pygmaeus ●

19 ﾂﾁｶﾒﾑｼ Macroscytus japonensis ●

20 ｺｳﾁｭｳ目 ｵｻﾑｼ科 ｵｵｵｻﾑｼ Carabus dehaanii dehaanii ● ● ● ●

21 ｷｭｳｼｭｳｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ Leptocarabus kyushuensis kyushuensis ●

22 ｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ Leptocarabus procerulus procerulus ● ●

23 ｷｲﾛｾﾏﾙｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Elaphropus latissimus ●

24 ﾖﾂﾓﾝｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Tachyura laetifica ●

25 Pterostichus属の一種 Pterostichus sp. ●

26 ｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus cycloderus ● ● ●

27 ｺｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus melantho ● ●

28 ｵｵｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus nitidus ● ● ● ●

29 ｷｲﾛﾁﾋﾞｺﾞﾓｸﾑｼ Acupalpus inornatus ●

30 ｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius naeviger ●

31 ｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius pallipes ●

32 ｽｼﾞｱｵｺﾞﾐﾑｼ Haplochlaenius costiger ●

33 ﾌﾀﾎｼｽｼﾞﾊﾞﾈｺﾞﾐﾑｼ Planetes puncticeps ●

34 ﾊﾈｶｸｼ科 ｷｲﾛﾊﾅﾑｸﾞﾘﾊﾈｶｸｼ Eusphalerum parallelum ●

35 ﾁﾋﾞｸﾛｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Anotylus latiusculus ●

36 ﾙｲｽｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Anotylus lewisius ●

37 ﾁﾋﾞﾆｾﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ Carpelimus exiguus ● ●

38 ﾔﾏﾄﾆｾﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ Thinodromus japonicus ●

39 ｱﾊﾞﾀｺﾊﾞﾈﾊﾈｶｸｼ Nazeris wollastoni ●

40 ﾑﾈﾋﾞﾛﾊﾈｶｸｼ Algon grandicollis ●

41 Gabrius属の一種 Gabrius sp. ●

42 ｻﾋﾞｲﾛﾓﾝｷﾊﾈｶｸｼ Ocypus dorsalis ● ●

43 Philonthus属の一種 Philonthus sp. ●

44 Aleochara属の一種 Aleochara sp. ●

45 ﾂﾔｹｼｷﾊﾞﾈﾁﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Nehemitropa sordida milu ● ● ●

46 Silusa属の一種 Silusa sp. ●

47 ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ科 ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ Geotrupes laevistriatus ● ● ● ● ●

48 ｵｵｾﾝﾁｺｶﾞﾈ Geotrupes auratus ● ● ● ●

49 ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ﾏﾒﾀﾞﾙﾏｺｶﾞﾈ Panelus parvulus ●

50 ｺﾞﾎﾝﾀﾞｲｺｸｺｶﾞﾈ Copris acutidens ●

51 ｺﾌﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus atripennis atripennis ● ●

52 ｶﾐﾔﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera kamiyai ●

53 Sericania属の一種 Sericania sp. ●

54 ｹｼｷｽｲ科 ﾎｿｷﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ Epuraea parilis ●

Epuraea属の一種 Epuraea sp. ● ●

55 ﾓﾝﾁﾋﾞﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ Haptoncus ocularis ●

56 ﾈｱｶﾏﾙｹｼｷｽｲ Neopallodes inermis ●

57 ｷﾉｺﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ Physoronia explanata ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、種数として計上していない。
　　3..コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。

事業計画地外
学名No. 目名 科名 種名

事業計画地内
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表 7-9-10(2) ベイトトラップにより確認された昆虫類 

 
St.1 St.2 St.3 St.4 St.5

58 ｺｳﾁｭｳ目 ﾈｽｲﾑｼ科 ﾔﾏﾄﾈｽｲ Rhizophagus japonicus ●

59 ﾋﾒﾊﾅﾑｼ科 ｷｲﾛｱｼﾅｶﾞﾋﾒﾊﾅﾑｼ Heterolitus nipponicus ●

60 ﾑｸｹﾞｷｽｲﾑｼ科 ﾊｽﾓﾝﾑｸｹﾞｷｽｲ Biphyllus rufopictus ● ●

61 ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ科 ｷﾎﾞｼﾃﾝﾄｳﾀﾞﾏｼ Mycetina amabilis ●

62 ﾐｼﾞﾝﾑｼﾀﾞﾏｼ科 ｸﾛﾐｼﾞﾝﾑｼﾀﾞﾏｼ Aphanocephalus hemisphericus ●

63 ﾂﾁﾊﾝﾐｮｳ科 ﾋﾒﾂﾁﾊﾝﾐｮｳ Meloe coarctatus ●

64 ﾊﾑｼ科 ﾂﾌﾞﾉﾐﾊﾑｼ Aphthona perminuta ●

65 ｶｸﾑﾈﾁﾋﾞﾄﾋﾞﾊﾑｼ Neocrepidodera recticollis ●

66 ｿﾞｳﾑｼ科 ﾘﾝｺﾞｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ Phyllobius (Odontophyllobius ) armatus ●

67 ﾎｿﾋﾒｶﾀｿﾞｳﾑｼ Asphalmus japonicus ●

68 ｷｸｲﾑｼ科 ﾄﾄﾞﾏﾂｵｵｷｸｲﾑｼ Xyleborus validus ●

69 ﾊﾝﾉｷｷｸｲﾑｼ Xylosandrus germanus ● ● ●

70 ﾄｳﾋﾉﾋﾒｷｸｲﾑｼ Pityophthorus jucundus ● ●

71 ﾊﾁ目 ｶﾀﾋﾞﾛｺﾊﾞﾁ科 ｶﾀﾋﾞﾛｺﾊﾞﾁ科の一種 Eurytomidae gen. sp. ●

72 ﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ科 ﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ科の一種 Encyrtidae gen. sp. ●

73 ｺﾊﾞﾁ上科 ｺﾊﾞﾁ類の一種 CHALCIDOIDEA gen. sp. ● ● ●

74 ｱﾘ科 ｵｵﾊﾘｱﾘ Brachyponera chinensis ● ● ● ●

75 ｱｼﾅｶﾞｱﾘ Aphaenogaster famelica famelica ● ● ● ● ●

76 ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞｱﾘ Aphaenogaster smythiesi japonica ● ●

77 ﾃﾗﾆｼｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster (Crematogaster ) brunnea teranishii ● ●

78 ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster (Orthocrema ) osakensis ● ●

79 ﾋﾒｱﾘ Monomorium intrudens ● ●

80 ｶﾄﾞﾌｼｱﾘ Myrmecina graminicola nipponica ●

81 ｱｽﾞﾏｵｵｽﾞｱﾘ Pheidole fervida ● ● ● ● ●

82 ｱﾐﾒｱﾘ Pristomyrmex pungens ●

83 ｳﾛｺｱﾘ Strumigenys lewisi ● ● ● ●

84 ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ Tetramorium caespitum ●

85 ﾆｼﾑﾈｱｶｵｵｱﾘ Camponotus (Camponotus ) hemichlaena ● ● ● ●

86 ｸﾛｵｵｱﾘ Camponotus (Camponotus ) japonicus ●

87 ﾐｶﾄﾞｵｵｱﾘ Camponotus (Paramyrmamblys ) kiusiuensis ●

88 ﾊﾔｼｸﾛﾔﾏｱﾘ Formica (Serviformica ) sp. ● ● ● ● ●

89 ﾊﾔｼｹｱﾘ Lasius (Lasius ) hayashi ●

90 ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius (Lasius ) niger ● ● ● ●

91 ｱﾒｲﾛｱﾘ Paratrechina flavipes ● ● ● ● ●

92 ﾊｴ目 ﾁｮｳﾊﾞｴ科 ﾁｮｳﾊﾞｴ科の一種 Psychodidae gen. sp. ●

93 ﾌﾞﾕ科 Simulium属の一種 Simulium sp. ●

94 ﾇｶｶ科 ﾇｶｶ科の一種 Ceratopogonidae gen. sp. ●

95 ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科 ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科の一種 Sciaridae gen. sp. ● ● ● ● ●

96 ﾉﾐﾊﾞｴ科 ﾉﾐﾊﾞｴ科の一種 Phoridae gen. sp. ● ●

97 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科 ｷｲﾛｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Drosophila (Sophophora ) melanogaster ● ● ● ●

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科の一種 Drosophilidae gen. sp. ● ●

37 33 48 24 40

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、種数として計上していない。
　　3..コバチ上科［コバチ類の一種］については、1科1種として計上した。

合計　9目36科97種

No. 目名 科名 種名 学名
事業計画地内 事業計画地外
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③ ライトトラップ調査結果 

ライトトラップ法により捕獲された昆虫類は表 7-9-11に、確認種一覧は表 7-9-12(1)

～表 7-9-12(8)に示すとおりであり、事業計画地内では 10 目 66 科 181 種、事業計画地

外では 12 目 98 科 308 種であり、合計は 12 目 116 科 398 種であった。 

確認された昆虫類の大部分は、広島市北部の丘陵地、低山地から山地にかけて普通

に生息する種であった。目別にみるとチョウ目の種数が最も多く、次いでコウチュウ

目、カメムシ目が多くなっていた。地点別にみると St.B の種数が多くなっていた。 

 

表 7-9-11 ライトトラップ調査結果（目別集計表） 

事業計画地内 事業計画地外 

St.A St.B 
合計注)1 

目  名 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 

カゲロウ目 1 1 5 5 5 5 

カワゲラ目 0 0 1 2 1 2 

バッタ目 4 9 3 7 5 13 

ハサミムシ目 0 0 1 1 1 1 

チャタテムシ目 1 2 1 1 1 2 

カメムシ目 10 17 19 44 22 49 

アミメカゲロウ目 1 1 2 2 3 3 

コウチュウ目 15 25 19 67 24 82 

ハチ目 3 3 4 4 4 4 

ハエ目 12 14 17 22 20 25 

トビケラ目 5 8 9 11 10 14 

チョウ目 14 101 17 142 20 198 

合  計 10 目 66 科 181 種 12 目 98 科 308 種 12 目 116 科 398 種

注）1.目別の合計は総種数であり、事業計画地内と事業計画地外の和と一致しない。 
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表 7-9-12(1) ライトトラップにより確認された昆虫類 

 事業計画地内 事業計画地外

St.A St.B

1 ｶｹﾞﾛｳ目 ﾋﾄﾘｶﾞｶｹﾞﾛｳ科 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ Isonychia japonica ●

2 ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ科 ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ科の一種 Heptageniidae gen. sp. ●

3 ｶﾜｶｹﾞﾛｳ科 ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ Potamanthodes kamonis ● ●

4 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ科 ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera japonica ●

5 ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ科 ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella basalis ●

6 ｶﾜｹﾞﾗ目 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ科 Nemoura属の一種 Nemoura sp. ●

7 Protonemura属の一種 Protonemura sp. ●

8 ﾊﾞｯﾀ目 ｺｵﾛｷﾞ科 ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus arietulus ●

9 ｼﾊﾞｽｽﾞ Pteronemobius mikado ● ●

10 ﾏﾀﾞﾗｽｽﾞ Pteronemobius nigrofasciatus ●

11 ﾔﾁｽｽﾞ Pteronemobius ohmachii ● ●

12 ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ Teleogryllus emma ●

13 ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ Velarifictorus mikado ● ●

14 ｸｻﾋﾊﾞﾘ科 ｸｻﾋﾊﾞﾘ Paratrigonidium bifasciatum ●

15 ｷﾘｷﾞﾘｽ科 ﾋﾒﾂﾕﾑｼ Leptoteratura albicorne ●

16 ｾｽｼﾞｻｻｷﾘﾓﾄﾞｷ Xiphidiopsis subpunctata ●

17 ｸｻｷﾘ Homorocoryphus lineosus ●

18 ﾊﾞｯﾀ科 ﾊﾈﾅｶﾞｲﾅｺﾞ Oxya japonica japonica ●

19 ﾋｼﾊﾞｯﾀ科 ﾊﾈﾅｶﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ Euparatettix insularis ●

20 ﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix japonica ●

21 ﾊｻﾐﾑｼ目 ｸﾛﾊｻﾐﾑｼ科 ﾁﾋﾞﾊｻﾐﾑｼ Labia curvicauda ●

22 ﾁｬﾀﾃﾑｼ目 ﾎｿﾁｬﾀﾃ科 ﾊｸﾞﾙﾏﾁｬﾀﾃ Matsumuraiella rapiopicta ● ●

23 ﾎｿﾁｬﾀﾃ Stenopsocus aphidiformis ●

24 ｶﾒﾑｼ目 ﾋｼｳﾝｶ科 ﾔﾅｷﾞｶﾜｳﾝｶ Andes marmoratus ●

25 ｳﾝｶ科 ｴｿﾞﾅｶﾞｳﾝｶ Stenocranus matsumurai ●

26 ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ Laodelphax striatella ●

27 ﾆｾﾄﾋﾞｲﾛｳﾝｶ Nilaparvata muiri ●

28 ｼﾏｳﾝｶ科 ｼﾏｳﾝｶ Nisia nervosa ●

29 ﾊﾈﾅｶﾞｳﾝｶ科 ｱｶﾒｶﾞｼﾜﾊﾈﾋﾞﾛｳﾝｶ Vekunta malloti ●

30 ｺｶﾞｼﾗｳﾝｶ科 ﾅﾜｺｶﾞｼﾗｳﾝｶ Rhotala nawae ●

31 ｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ科 ﾀﾃｽｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ Catullia vittata ●

32 ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ科 ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ Geisha distinctissima ●

33 ﾊｺﾞﾛﾓ科 ﾍﾞｯｺｳﾊｺﾞﾛﾓ Orosanga japonicus ●

34 ｱﾜﾌｷﾑｼ科 ﾎｼｱﾜﾌｷ Aphrophora stictica ●

35 Peuceptyelus属の一種 Peuceptyelus sp. ●

36 ｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ科 ｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ Batracomorphus mundus ●

37 ﾌﾞﾁﾐｬｸﾖｺﾊﾞｲ科 ﾌﾞﾁﾐｬｸﾖｺﾊﾞｲ Drabescus nigrifemoratus ●

38 ｵｵﾖｺﾊﾞｲ科 ｵｵﾖｺﾊﾞｲ Cicadella viridis ●

39 ﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ科 ｽｽﾞｷﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Arboridia suzukii ●

40 Empoasca属の一種 Empoasca sp. ●

41 ﾖﾂﾓﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Empoascanara limbata ●

42 ﾖﾓｷﾞﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Eupteryx minuscula ● ●

43 ｼﾛﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Eurhadina pulchella ●

44 ﾎｼﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Limassolla multipunctata ● ●

45 ｱｶｼﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Paracyba akashiensis ●

46 Typhlocyba属の一種 Typhlocyba sp. ●

47 ﾖｺﾊﾞｲ科 ｱｶｶｽﾘﾖｺﾊﾞｲ Balclutha rubrinervis ● ●

48 ﾖﾂﾃﾝﾖｺﾊﾞｲ Macrosteles quadrimaculatus ●

49 ﾑﾂﾃﾝﾖｺﾊﾞｲ Macrosteles sexnotatus ● ●

50 ﾄﾊﾞﾖｺﾊﾞｲ Alobaldia tobae ●

51 ｼﾛｾｽｼﾞﾖｺﾊﾞｲ Scaphoideus albovittatus ●

52 ｼﾗﾎｼｽｶｼﾖｺﾊﾞｲ Scaphoideus festivus ●

53 ﾐｽﾞﾑｼ科 ｺﾐｽﾞﾑｼ Sigara substriata ●

54 ｶｽﾐｶﾒﾑｼ科 ｱｶﾎｼｶｽﾐｶﾒﾑｼ Creontiades pallidifer ●

55 ﾌﾀﾓﾝｱｶｶｽﾐｶﾒﾑｼ Lygocoris (Apolygus ) hilaris ●

56 ﾂﾏｸﾞﾛｱｵｶｽﾐｶﾒﾑｼ Lygocoris (Apolygus ) spinolae ●

57 ﾑｷﾞｶｽﾐｶﾒﾑｼ Stenodema (Brachystira ) calcaratum ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。

科名 種名 学名No. 目名
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表 7-9-12(2) ライトトラップにより確認された昆虫類 

 事業計画地内 事業計画地外

St.A St.B

58 ｶﾒﾑｼ目 ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ科 Nysius属の一種 Nysius sp. ●

59 ﾁｬｲﾛﾅｶﾟｶﾒﾑｼ Neolethaeus dallasi ●

60 ｺﾊﾞﾈﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Togo hemipterus　 ●

61 ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ科 ﾋﾒﾎｼｶﾒﾑｼ Physopelta cincticollis ● ●

62 ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ Physopelta gutta ●

63 ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ Leptocorisa chinensis ●

64 ﾂﾁｶﾒﾑｼ科 ﾖｺﾂﾞﾅﾂﾁｶﾒﾑｼ Adrisa magna ●

65 ﾋﾒﾂﾁｶﾒﾑｼ Geotomus pygmaeus ●

66 ﾂﾁｶﾒﾑｼ Macroscytus japonensis ● ●

67 ｶﾒﾑｼ科 ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ Halyomorpha picus ● ●

68 ﾖﾂﾎﾞｼｶﾒﾑｼ Homalogonia obtusa ● ●

69 ｱｵｸｻｶﾒﾑｼ Nezara antennata ● ●

70 ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ Plautia crossota stali ● ●

71 ﾂﾉｶﾒﾑｼ科 ﾋﾒﾂﾉｶﾒﾑｼ Elasmucha putoni ● ●

72 ｴｻｷﾓﾝｷﾂﾉｶﾒﾑｼ Sastragala esakii ● ●

73 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ目 ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ科 ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ科の一種 Osmylidae gen. sp. ●

74 ｸｻｶｹﾞﾛｳ科 ｸｻｶｹﾞﾛｳ科の一種 Chrysopidae gen. sp. ●

75 ﾂﾉﾄﾝﾎﾞ科 ｵｵﾂﾉﾄﾝﾎﾞ Protidricerus japonicus ●

76 ｺｳﾁｭｳ目 ｵｻﾑｼ科 ﾑﾈﾐｿﾞﾏﾙｺﾞﾐﾑｼ Caelostomus picipes japonicus ●

77 ﾊﾗｱｶﾓﾘﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Colpodes japonicus ●

78 ｵｵﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Platynus magnus ●

79 ｵｵｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus capito ●

80 ｵｵｽﾞｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus eous ●

81 ﾋﾒｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus jureceki ●

82 ｳｽｱｶｸﾛｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus sinicus ●

83 ｺｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus tridens ● ●

84 ｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus vicarius ●

85 ｷｲﾛﾁﾋﾞｺﾞﾓｸﾑｼ Acupalpus inornatus ● ●

86 ｷﾍﾞﾘｺﾞﾓｸﾑｼ Anoplogenius cyanescens ●

87 ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus difficilis ●

88 ﾋﾒｷﾍﾞﾘｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius inops ●

89 ｸﾛﾂﾌﾞｺﾞﾐﾑｼ Pentagonica subcordicollis ●

90 ｷｶﾞｼﾗｱｵｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Calleida lepida ●

91 ﾊﾈﾋﾞﾛｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Lebia duplex ●

92 ﾋﾄﾂﾒｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Parena monostigma ●

93 ｱｵﾍﾘﾎｿｺﾞﾐﾑｼ Drypta japonica ●

94 ﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ科 ﾐｲﾃﾞﾗｺﾞﾐﾑｼ Pheropsophus jessoensis ●

95 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 ｺｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Hydaticus grammicus ●

96 ｶﾞﾑｼ科 ｺﾓﾝｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ Laccobius oscillans ●

97 ｶﾞﾑｼ Hydrophilus acuminatus ●

98 ﾋﾒｶﾞﾑｼ Sternolophus rufipes ● ●

99 ﾔﾏﾄｺﾞﾏﾌｶﾞﾑｼ Berosus japonicus ●

100 ｺﾞﾏﾌｶﾞﾑｼ Berosus signaticollis punctipennis ●

101 ｼﾃﾞﾑｼ科 ｸﾛｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus concolor ●

102 ﾖﾂﾎﾞｼﾓﾝｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus quadripunctatus ●

103 ｵｵﾓﾓﾌﾞﾄｼﾃﾞﾑｼ Necrodes asiaticus ● ●

104 ﾓﾓﾌﾞﾄｼﾃﾞﾑｼ Necrodes nigricornis ●

105 ﾊﾈｶｸｼ科 ﾁﾋﾞﾆｾﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ Carpelimus exiguus ●

106 ﾆｾﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ Carpelimus vagus ●

107 ｸﾛｽﾞﾄｶﾞﾘﾊﾈｶｸｼ Lithocharis nigriceps ●

108 ｱｵﾊﾞｱﾘｶﾞﾀﾊﾈｶｸｼ Paederus fuscipes ● ●

109 ｷﾊﾞﾈｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾈｶｸｼ Rugilus ceylanensis ●

110 ｷｱｼﾁﾋﾞｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ Philonthus numata ●

111 ｶｸｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ Philonthus rectangulus ●

112 ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ｺﾞﾎﾝﾀﾞｲｺｸｺｶﾞﾈ Copris acutidens ● ●

113 ｶﾄﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus lenzii ● ●

114 ｸﾛｺｶﾞﾈ Holotrichia kiotoensis ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。

科名 種名 学名No. 目名
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表 7-9-12(3) ライトトラップにより確認された昆虫類 

 事業計画地内 事業計画地外

St.A St.B

115 ｺｳﾁｭｳ目 ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ｵｵｸﾛｺｶﾞﾈ Holotrichia parallela ●

116 ｺｸﾛｺｶﾞﾈ Holotrichia picea ●

117 ｱｶﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera castanea ●

118 ｵｵﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera renardi ● ●

119 ﾔﾏﾄﾁｬｲﾛｺｶﾞﾈ Sericania fuscolineata nipponensis ●

120 ﾄﾞｳｶﾞﾈﾌﾞｲﾌﾞｲ Anomala cuprea ● ●

121 ｻｸﾗｺｶﾞﾈ Anomala daimiana ●

122 ﾋﾒｻｸﾗｺｶﾞﾈ Anomala geniculata ●

123 ﾂﾔｺｶﾞﾈ Anomala lucens ●

124 ｾﾏﾀﾞﾗｺｶﾞﾈ Blitopertha orientalis ●

125 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 ｷﾍﾞﾘﾅｶﾞｱｼﾄﾞﾛﾑｼ Grouvellinus marginatus ●

126 ｲﾌﾞｼｱｼﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ Stenelmis nipponica ●

127 ｱﾜﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ Zaitzevia awana ●

128 ｺﾒﾂｷﾑｼ科 ｻﾋﾞｷｺﾘ Agrypnus binodulus binodulus ●

129 ﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾒﾂｷ亜科の一種 Negatrinae gen. sp. ●

130 ｺﾒﾂｷﾀﾞﾏｼ科 ｱｲﾇｺﾒﾂｷﾀﾞﾏｼ Farsus ainu ●

131 ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ科 ﾆｼｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ Athemus suturellus luteipennis ●

132 ﾐﾔﾏｸﾋﾞｱｶｼﾞｮｳｶｲ Cantharis nakanei ●

133 ﾋﾒｼﾞｮｳｶｲ Mikadocantharis japonica ●

134 ｸﾛﾋﾒｸﾋﾞﾎﾞｿｼﾞｮｳｶｲ Podabrus malthinoides ●

135 ｺｸﾇｽﾄ科 ｵｵｺｸﾇｽﾄ Trogossita japonica ●

136 ﾈｽｲﾑｼ科 ﾁﾋﾞﾈｽｲ Rhizophagus parviceps ●

137 ﾃﾝﾄｳﾑｼ科 ﾅﾐﾃﾝﾄｳ Harmonia axyridis ●

138 ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ Propylea japonica ●

139 ｱﾘﾓﾄﾞｷ科 ｱｶｸﾋﾞﾎﾞｿﾑｼ Macratria serialis ●

140 ﾂﾁﾊﾝﾐｮｳ科 ﾋﾒﾂﾁﾊﾝﾐｮｳ Meloe coarctatus ●

141 ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ科 ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Luprops orientalis ●

142 ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ科 ﾔﾏﾄｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Gonocephalum coenosum ●

143 ﾋﾒｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Gonocephalum persimile  ●

144 ｸﾛﾙﾘｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Metaclisa atrocyanea ● ●

145 ﾆｼﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Tetraphyllus lunuliger lunuliger  ●

146 ｽｼﾞｺｶﾞｼﾗｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Heterotarsus carinula ●

147 ｶﾐｷﾘﾑｼ科 ｾｽｼﾞﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia amentata amentata ●

148 ﾋﾒｽｷﾞｶﾐｷﾘ Callidiellum rufipenne ●

149 ﾊﾑｼ科 ｸﾛﾎﾞｼﾂﾂﾊﾑｼ Cryptocephalus signaticeps ●

150 ﾏﾀﾞﾗｱﾗｹﾞｻﾙﾊﾑｼ Demotina fasciculata ●

151 ｷｲﾛｸﾜﾊﾑｼ Monolepta pallidula ●

152 ｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ Altica cyanea ●

Altica属の一種 Altica sp. ●

153 ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ Phyllotreta striolata ●

154 ﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ科 ﾋﾒｾﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ Phloeobius mimes ●

155 ﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ科 ﾓﾝﾁﾋﾞｿﾞｳﾑｼ Nanophyes pallipes ●

156 ｿﾞｳﾑｼ科 ﾏﾂﾉｼﾗﾎｼｿﾞｳﾑｼ Shirahoshizo insidiosus ●

157 ｷｸｲﾑｼ科 ﾂﾔﾅｼｷｸｲﾑｼ Xyleborus adumbratus ●

158 ﾊﾁ目 ﾊﾊﾞﾁ科 ﾊﾊﾞﾁ科の一種 Tenthredinidae gen. sp. ●

159 ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科 ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科の一種 Braconidae gen. sp. ● ●

160 ﾋﾒﾊﾞﾁ科 ﾋﾒﾊﾞﾁ科の一種 Ichneumonidae gen. sp. ● ●

161 ｱﾘ科 ｸﾛｵｵｱﾘ Camponotus (Camponotus ) japonicus ●

ｱﾘ科の一種 Formicidae gen. sp. ● ●

162 ﾊｴ目 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ﾏﾀﾞﾗｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula (Nippotipula ) coquilleti ● ●

163 ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula (Yamatotipula ) aino ●

164 ﾏﾄﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula (Yamatotipula ) nova ●

Tipula属の一種 Tipula sp. ● ●

165 Antocha属の一種 Antocha sp. ● ●

166 Limonia属の一種 Limonia sp. ●

ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ亜科の一種 Limoniinae gen. sp. ● ●

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の一種 Tipulidae gen. sp. ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。

No. 目名 科名 種名 学名
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表 7-9-12(4) ライトトラップにより確認された昆虫類 

 事業計画地内 事業計画地外

St.A St.B

167 ﾊｴ目 ｶ科 ｶ科の一種 Culicidae gen. sp. ●

168 ﾌﾞﾕ科 Simulium属の一種 Simulium sp. ● ●

ﾌﾞﾕ科の一種 Simuliidae gen. sp. ●

169 ﾇｶｶ科 ﾇｶｶ科の一種 Ceratopogonidae gen. sp. ● ●

170 ﾕｽﾘｶ科 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科の一種 Orthocladiinae gen. sp. ● ●

171 ﾕｽﾘｶ亜科の一種 Chironominae gen. sp. ● ●

ﾕｽﾘｶ科の一種 Chironomidae gen. sp. ● ●

172 ﾀﾏﾊﾞｴ科 ﾀﾏﾊﾞｴ科の一種 Cecidomyiidae gen. sp. ●

173 ｷﾉｺﾊﾞｴ科 ｷﾉｺﾊﾞｴ科の一種 Mycetophilidae gen. sp. ●

174 ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科 ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科の一種 Sciaridae gen. sp. ● ●

175 ｱﾌﾞ科 ｳｼｱﾌﾞ Tabanus trigonus ●

176 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 ｱｶﾒｾﾀﾞｶｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ Syneches grandis ●

ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Empididae gen. sp. ●

177 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科の一種 Dolichopodidae gen. sp. ●

178 ﾔﾘﾊﾞｴ科 ﾔﾘﾊﾞｴ科の一種 Lonchopteridae gen. sp. ●

179 ﾉﾐﾊﾞｴ科 ﾉﾐﾊﾞｴ科の一種 Phoridae gen. sp. ●

180 ﾔﾁﾊﾞｴ科 ﾔﾁﾊﾞｴ科の一種 Sciomyzidae gen. sp. ●

181 ｼﾏﾊﾞｴ科 ﾔﾌﾞｸﾛｼﾏﾊﾞｴ Minettia (Frendelia ) longipennis ●

182 ｸﾛﾂﾔﾊﾞｴ科 ｸﾛﾂﾔﾊﾞｴ科の一種 Lonchaeidae gen. sp. ● ●

183 ﾎｿｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科 ﾓﾝﾎｿｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Diastata vagans ●

184 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科 ｷｲﾛｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Drosophila (Sophophora ) melanogaster ●

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科の一種 Drosophilidae gen. sp. ● ●

185 ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ科 ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ科の一種 Sphaeroceridae gen. sp. ●

186 ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 ﾉｺｷﾞﾘﾊﾘﾊﾞｴ Compsilura concinnata ●

ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Tachinidae gen. sp. ● ●

187 ﾄﾋﾞｹﾗ目 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 Glossosoma属の一種 Glossosoma sp. ● ●

188 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ科 Rhyacophila属の一種 Rhyacophila sp. ●

189 ｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 Philopotamidae gen. sp. ●

190 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 Hydroptilidae gen. sp. ●

191 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche marmorata ●

192 ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche brevilineatus ● ●

Cheumatopsyche属の一種 Cheumatopsyche sp. ● ●

193 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche ulmeri ● ●

Hydropsyche属の一種 Hydropsyche sp. ● ●

194 ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Macronema radiatum ●

ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 Hydropsychidae gen. sp. ● ●

195 ｱｼｴﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ｱｼｴﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 Calamoceratidae gen. sp. ●

196 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾅｶﾞﾂﾉﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Ceraclea complicata ●

197 ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Mystacides azurea ● ●

198 ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Oecetis nigropunctata ●

ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 Leptoceridae gen. sp. ● ●

199 ｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera japonica ● ●

Goera属の一種 Goera sp. ● ●

200 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋﾛｵｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Goerodes bipertitus ●

ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 Leoidostomatidae gen. sp. ●

201 ﾁｮｳ目 ﾊﾏｷｶﾞ科 ﾁｬﾊﾏｷ Homona magnanima ●

202 ﾏﾂﾉｸﾛﾏﾀﾞﾗﾋﾒﾊﾏｷ Epinotia rubiginosana ●

203 ｸﾛﾈﾊｲｲﾛﾋﾒﾊﾏｷ Rhopobota naevana ●

204 ｷﾊﾞｶﾞ科 ｷﾊﾞｶﾞ科の一種 Gelechiidae  gen. sp. ●

205 ｲﾗｶﾞ科 ｸﾛｼﾀｱｵｲﾗｶﾞ Parasa sinica ●

206 ｱｶｲﾗｶﾞ Phrixolepia sericea ●

207 ﾏﾄﾞｶﾞ科 ﾋﾒﾏﾀﾞﾗﾏﾄﾞｶﾞ Rhodoneura hyphaema ●

208 ﾒｲｶﾞ科 ｸﾛｽｼﾞﾂﾄｶﾞ Flavocrambus striatellus ●

209 ｼﾛｴｸﾞﾘﾂﾄｶﾞ Pareromene exsectella ●

210 ｼﾛﾋﾄﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ Analthes semitritalis orbicularis ●

211 ｼﾛﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ Bocchoris inspersalis ● ●

212 ﾀｲﾜﾝｳｽｷﾉﾒｲｶﾞ Botyodes diniasalis ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。

学名No. 目名 科名 種名
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表 7-9-12(5) ライトトラップにより確認された昆虫類 

 事業計画地内 事業計画地外

St.A St.B

213 ﾁｮｳ目 ﾒｲｶﾞ科 ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ Cnaphalocrocis medinalis ● ●

214 Conogethes属の一種 Conogethes sp. ● ●

215 ｸﾛｽｶｼﾄｶﾞﾘﾉﾒｲｶﾞ Cotachena alysoni ●

216 ｸﾛﾍﾘｷﾉﾒｲｶﾞ Goniorhynchus butyrosa ●

217 ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ Herpetogramma luctuosalis zelleri ●

218 ﾏｴｷﾉﾒｲｶﾞ Herpetogramma rudis ●

219 ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ Hymenia recurvalis ●

220 ﾏﾒﾉﾒｲｶﾞ Maruca testulalis ●

221 ｳｽｵﾋﾞｷﾉﾒｲｶﾞ Microstega jessica ● ●

222 ｼﾛﾃﾝｷﾉﾒｲｶﾞ Nacoleia commixta ● ●

223 ｻﾂﾏｷﾉﾒｲｶﾞ Nacoleia satsumalis ●

224 ﾎｼｵﾋﾞﾎｿﾉﾒｲｶﾞ Nomis albopedalis ●

225 ｱﾜﾉﾒｲｶﾞ Ostrinia furnacalis ●

226 ﾌｷﾉﾒｲｶﾞ本州亜種 Ostrinia scapulalis subpacifica ●

227 ﾏｴﾍﾞﾆﾉﾒｲｶﾞ Paliga minnehaha ●

228 ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ Palpita nigropunctalis ● ●

229 ｸﾋﾞｼﾛﾉﾒｲｶﾞ Piletocera aegimiusalis ● ●

230 ﾖﾂﾒﾉﾒｲｶﾞ Pleuroptya quadrimaculalis ●

231 ｳｺﾝﾉﾒｲｶﾞ Pleuroptya ruralis ● ●

232 ｷﾑｼﾞﾉﾒｲｶﾞ Prodasycnemis inornata ●

233 ﾄﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ Pyrausta limbata ●

234 ｼﾛｽｼﾞｴｸﾞﾘﾉﾒｲｶﾞ Sufetula sunidesalis ●

235 ﾀｲﾜﾝﾓﾝｷﾉﾒｲｶﾞ Syllepte taiwanalis ●

236 ｸﾛﾓﾝｷﾉﾒｲｶﾞ Udea testacea ●

237 ﾓﾝｼﾛﾙﾘﾉﾒｲｶﾞ Uresiphita tricolor ●

238 ﾏﾀﾞﾗﾐｽﾞﾒｲｶﾞ Elophila interuptalis interuptalis ● ●

239 ﾋﾒﾏﾀﾞﾗﾐｽﾞﾒｲｶﾞ Elophila turbata ●

240 ﾅｶﾑﾗｻｷﾌﾄﾒｲｶﾞ Craneophora ficki ●

241 ﾄｻｶﾌﾄﾒｲｶﾞ Locastra muscosalis ●

242 ｷﾍﾞﾘﾄｶﾞﾘﾒｲｶﾞ Endotricha portialis ●

243 ｱｶｼﾏﾒｲｶﾞ Herculia pelasgalis ●

244 ﾄﾋﾞｲﾛｼﾏﾒｲｶﾞ Hypsopygia regina ● ●

245 ｷﾞﾝﾓﾝｼﾏﾒｲｶﾞ Pyralis regalis ● ●

246 ﾌﾀｽｼﾞｱｶﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Boeswarthia oberleella ●

247 ｳｽｱｶﾑﾗｻｷﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Calguia defigualis ●

248 ﾏﾂﾉｼﾝﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Dioryctria sylvestrella ●

249 ｱｶﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Onococera semirubella ● ●

250 ﾄﾘﾊﾞｶﾞ科 Platyptilia属の一種 Platyptilia sp. ●

251 ｶｷﾞﾊﾞｶﾞ科 ﾏｴｷｶｷﾞﾊﾞ Agnidra scabiosa scabiosa ●

252 ﾋﾒﾊｲｲﾛｶｷﾞﾊﾞ Pseudalbara parvula ●

253 ｱｶｳﾗｶｷﾞﾊﾞ Hypsomadius insignis ●

254 ﾄｶﾞﾘﾊﾞｶﾞ科 ﾏﾕﾐﾄｶﾞﾘﾊﾞ Neoploca arctipennis ●

255 ｼｬｸｶﾞ科 ﾎｿﾊﾞﾊﾗｱｶｱｵｼｬｸ Chlorissa anadema ●

256 ｺﾖﾂﾒｱｵｼｬｸ Comostola subtiliaria nympha ●

257 ﾂﾊﾞﾒｱｵｼｬｸ Gelasma ambigua ●

258 ｶｷﾞｼﾛｽｼﾞｱｵｼｬｸ Geometra dieckmanni ●

259 ｵｵｱﾔｼｬｸ Pachyodes superans ●

260 ｵｵｳｽﾓﾝｷﾋﾒｼｬｸ Idaea imbecilla ●

261 ｷｵﾋﾞﾍﾞﾆﾋﾒｼｬｸ Idaea impexa ●

262 ﾍﾞﾆﾋﾒｼｬｸ Idaea muricata ●

263 ｳｽｷｸﾛﾃﾝﾋﾒｼｬｸ Scopula ignobilis ●

264 ﾓﾝﾄﾋﾞﾋﾒｼｬｸ Scopula modicaria ● ●

265 ｱﾔｺﾊﾞﾈﾅﾐｼｬｸ Acasis bellaria ●

266 ｸﾛｽｼﾞｱｵﾅﾐｼｬｸ Chloroclystis v-ata ●

267 ｵｵﾊｶﾞﾀﾅﾐｼｬｸ Ecliptopera umbrosaria ● ●

268 ｳｽﾄﾋﾞﾓﾝﾅﾐｼｬｸ Eulithis ledereri inurbana ●

269 ｾｽｼﾞﾅﾐｼｬｸ Evecliptopera decurrens illitata 　 ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。
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表 7-9-12(6) ライトトラップにより確認された昆虫類 

 事業計画地内 事業計画地外

St.A St.B

270 ﾁｮｳ目 ｼｬｸｶﾞ科 ｼﾛｼﾀﾄﾋﾞｲﾛﾅﾐｼｬｸ Heterothera postalbida ●

271 ﾃﾝｽｼﾞﾋﾒﾅﾐｼｬｸ Hydrelia nisaria ●

272 ﾋﾞﾛｰﾄﾞﾅﾐｼｬｸ Sibatania mactata ●

273 ﾎｿﾊﾞﾅﾐｼｬｸ Tyloptera bella bella ●

274 ﾌﾀﾄﾋﾞｽｼﾞﾅﾐｼｬｸ Xanthorhoe hortensiaria ●

275 ｸﾛﾏﾀﾞﾗｴﾀﾞｼｬｸ Abraxas fulvobasalis ●

276 ﾅｶｳｽｴﾀﾞｼｬｸ Alcis angulifera ● ●

277 ｸﾛｸﾓｴﾀﾞｼｬｸ Apocleora rimosa ●

278 ﾔﾏﾄｴﾀﾞｼｬｸ Cassyma deletaria hypotaenia ●

279 ｳｽｵｴﾀﾞｼｬｸ Chiasmia hebesata ●

280 ｼﾛﾃﾝｴﾀﾞｼｬｸ Cleora leucophaea ●

281 ﾊﾗｹﾞﾁﾋﾞｴﾀﾞｼｬｸ Diplurodes parvularia ●

282 ｻﾗｻｴﾀﾞｼｬｸ Epholca arenosa ● ●

283 ｳﾗｷﾄｶﾞﾘｴﾀﾞｼｬｸ Hypephyra terrosa pryeraria ●

284 ｳｽﾊﾞﾐｽｼﾞｴﾀﾞｼｬｸ Hypomecis punctinalis conferenda ●

285 ｸﾛｽﾞｳｽｷｴﾀﾞｼｬｸ Lomographa simplicior ●

286 ｳｽｸﾓｴﾀﾞｼｬｸ Menophra senilis ● ●

287 ﾏｴｷﾄﾋﾞｴﾀﾞｼｬｸ Nothomiza formosa ●

288 ｴｸﾞﾘﾂﾞﾏｴﾀﾞｼｬｸ Odontopera arida arida ● ●

289 ｷｲﾛｴｸﾞﾘﾂﾞﾏｴﾀﾞｼｬｸ Odontopera aurata ●

290 ﾂﾏｷﾘｳｽｷｴﾀﾞｼｬｸ Pareclipsis gracilis ● ●

291 ｺﾞﾏﾀﾞﾗｼﾛｴﾀﾞｼｬｸ Percnia albinigrata ●

292 ｸﾛﾌｵｵｼﾛｴﾀﾞｼｬｸ Pogonopygia nigralbata ● ●

293 ﾅﾐｽｼﾞｴﾀﾞｼｬｸ Racotis petrosa ●

294 ｸﾛﾊｸﾞﾙﾏｴﾀﾞｼｬｸ Synegia esther ●

295 ﾋﾛｵﾋﾞｵｵｴﾀﾞｼｬｸ Xandrames dholaria ●

296 ｱｹﾞﾊﾓﾄﾞｷｶﾞ科 ｱｹﾞﾊﾓﾄﾞｷ Epicopeia hainesii hainesii ● ●

297 ｷﾝﾓﾝｶﾞ Psychostrophia melanargia ●

298 ｶﾚﾊｶﾞ科 ﾏﾂｶﾚﾊ Dendrolimus spectabilis ●

299 ﾖｼｶﾚﾊ Euthrix potatoria bergmani ●

300 ｵﾋﾞｶﾞ科 ｵﾋﾞｶﾞ Apha aequalis ●

301 ｶｲｺｶﾞ科 ｸﾜｺ Bombyx mandarina ●

302 ｵｵｸﾜｺﾞﾓﾄﾞｷ Oberthueria falcigera ●

303 ﾔﾏﾏﾕｶﾞ科 ｵｵﾐｽﾞｱｵ本州亜種 Actias artemis aliena ● ●

304 ｴｿﾞﾖﾂﾒ Aglia tau microtau ●

305 ｽｽﾞﾒｶﾞ科 ｴﾋﾞｶﾞﾗｽｽﾞﾒ Agrius convolvuli ●

306 ｱｼﾞｱﾎｿﾊﾞｽｽﾞﾒ Ambulyx sericeipennis tobii ● ●

307 ｳﾝﾓﾝｽｽﾞﾒ Callambulyx tatarinovii gabyae ●

308 ｻｻﾞﾅﾐｽｽﾞﾒ Dolbina tancrei ●

309 ﾓﾓｽｽﾞﾒ Marumba gaschkewitschii echephron ●

310 ｼｬﾁﾎｺｶﾞ科 ｾｸﾞﾛｼｬﾁﾎｺ Clostera anastomosis ●

311 ﾊﾞｲﾊﾞﾗｼﾛｼｬﾁﾎｺ Cnethodonta grisescens ● ●

312 ﾎｿﾊﾞｼｬﾁﾎｺ Fentonia ocypete ●

313 ﾅｶｽｼﾞｼｬﾁﾎｺ Nerice bipartita ● ●

314 ｵｵｴｸﾞﾘｼｬﾁﾎｺ Pterostoma sinicum ●

315 ﾄﾞｸｶﾞ科 ｽｶｼﾄﾞｸｶﾞ Arctornis kumatai ●

316 ｴﾙﾓﾝﾄﾞｸｶﾞ Arctornis lnigrum ussuricum ●

317 ｽｷﾞﾄﾞｸｶﾞ Calliteara argentata ●

318 ｷﾄﾞｸｶﾞ Euproctis piperita ● ●

319 ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ Euproctis pseudoconspersa ●

320 ﾄﾞｸｶﾞ Euproctis subflava ●

321 ﾅﾁｷｼﾀﾄﾞｸｶﾞ Ilema nachiensis ●

322 ｽｹﾞｵｵﾄﾞｸｶﾞ Laelia gigantea ●

323 ﾋﾒｼﾛﾓﾝﾄﾞｸｶﾞ Orgyia thyellina ● ●

324 ｸﾛﾓﾝﾄﾞｸｶﾞ Pida niphonis ●

325 ﾋﾄﾘｶﾞ科 ｱｶｽｼﾞｼﾛｺｹｶﾞ Cyana hamata hamata ● ●

326 ﾑｼﾞﾎｿﾊﾞ Eilema deplana pavescens ● ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。

学名No. 目名 科名 種名
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表 7-9-12(7) ライトトラップにより確認された昆虫類 

 事業計画地内 事業計画地外

St.A St.B

327 ﾁｮｳ目 ﾋﾄﾘｶﾞ科 ﾔﾈﾎｿﾊﾞ Eilema fuscodorsalis ●

328 ｷﾏｴﾎｿﾊﾞ Eilema japonica japonica ● ●

329 ﾖﾂﾎﾞｼﾎｿﾊﾞ Lithosia quadra ●

330 ﾊｶﾞﾀﾍﾞﾆｺｹｶﾞ Miltochrista aberrans aberrans ●

331 ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾍﾞﾆｺｹｶﾞ Miltochrista pulchera leacrita ●

332 ｽｼﾞﾍﾞﾆｺｹｶﾞ Miltochrista striata striata ●

333 ｼﾛﾋﾄﾘ Chionarctia nivea ●

334 ｽｼﾞﾓﾝﾋﾄﾘ Spilarctia seriatopunctata seriatopunctata ●

335 ｱｶﾊﾗｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋﾄﾘ Spilosoma punctaria ●

336 ｺﾌﾞｶﾞ科 ｸﾛｽｼﾞｼﾛｺﾌﾞｶﾞ Nola taeniata ●

ｺﾌﾞｶﾞ科の一種 Nolidae gen. sp. ●

337 ﾔｶﾞ科 ｼﾛｼﾀｹﾝﾓﾝ Hylonycta hercules ●

338 ｺﾞﾏｹﾝﾓﾝ Moma alpium ●

339 ｳｽｵﾋﾞﾔｶﾞ Pyrrhia bifasciata ●

340 ﾀﾏﾅﾔｶﾞ Agrotis ipsilon ●

341 ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ Agrotis segetum ●

342 ｵｵﾊﾞｺﾔｶﾞ Diarsia canescens ●

343 ｺｳｽﾁｬﾔｶﾞ Diarsia deparca ● ●

344 ｱｶﾌﾔｶﾞ Diarsia pacifica ●

345 ｳｽｲﾛｱｶﾌﾔｶﾞ Diarsia ruficauda ●

346 ｸﾛｸﾓﾔｶﾞ Hermonassa cecilia ● ●

347 ｳｽｲﾛｶﾊﾞｽｼﾞﾔｶﾞ Sineugraphe bipartita ●

348 ﾏｴｷﾔｶﾞ Xestia stupenda ●

349 ﾏﾀﾞﾗｷﾖﾄｳ Aletia flavostigma ● ●

350 ｽｼﾞｸﾞﾛｷﾖﾄｳ Aletia nigrilinea ●

351 ﾌﾀﾃﾝｷﾖﾄｳ Aletia radiata stellata ● ●

352 ｷﾐｬｸﾖﾄｳ Dictyestra dissecta ●

353 ｹﾝﾓﾝｷﾘｶﾞ Egira saxea ●

354 ｱﾄｼﾞﾛｷﾖﾄｳ Leucania compta ●

355 ｽｼﾞｼﾛｷﾖﾄｳ Leucania striata ●

356 ﾖﾄｳｶﾞ Mamestra brassicae ● ●

357 ﾌﾀｽｼﾞﾖﾄｳ Protomiselia bilinea ● ●

358 ｼﾛｼﾀﾖﾄｳ Sarcopolia illoba ●

359 ｷﾊﾞﾗﾓｸﾒｷﾘｶﾞ Xylena formosa ●

360 ｺﾓｸﾒﾖﾄｳ Actinotia intermediata ●

361 ｵｵｼﾏｶﾗｽﾖﾄｳ Amphipyra monolitha surnia ●

362 ｼﾛﾃﾝｳｽｸﾞﾛﾖﾄｳ Athetis albisignata ●

363 ﾃﾝｳｽｲﾛﾖﾄｳ Athetis dissimilis ●

364 ｼﾛﾓﾝｵﾋﾞﾖﾄｳ Athetis lineosa ●

365 ﾋﾒｻﾋﾞｽｼﾞﾖﾄｳ Athetis stellata ● ●

366 ﾓｸﾒﾖﾄｳ Axylia putris ● ●

367 ｱｶｶﾞﾈﾖﾄｳ Euplexia lucipara ●

368 ﾍﾞﾆﾓﾝﾖﾄｳ Oligonyx vulnerata ●

369 ｺﾏﾙﾓﾝｼﾛｶﾞ Sphragifera biplaga ●

370 ﾐﾄﾞﾘﾘﾝｶﾞ Clethrophora distincta ● ●

371 ｻﾋﾞｲﾛｺﾔｶﾞ Amyna stellata ●

372 ﾓﾝｷｺﾔｶﾞ Hyperstrotia flavipuncta ●

373 ﾋﾒﾈｼﾞﾛｺﾔｶﾞ Maliattha signifera ● ●

374 ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ Naranga aenescens ●

375 ﾎｼｺﾔｶﾞ Ozarba punctigera ● ●

376 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｺﾔｶﾞ Protodeltote distinguenda ●

377 ｼﾛﾌｺﾔｶﾞ Protodeltote pygarga ●

378 Sugia属の一種 Sugia sp. ●

379 ｳﾘｷﾝｳﾜﾊﾞ Anadevidia peponis ●

380 ｴｿﾞｷﾞｸｷﾝｳﾜﾊﾞ Ctenoplusia albostriata ●

381 ｷﾞﾝｽｼﾞｷﾝｳﾜﾊﾞ Erythroplusia rutilifrons ●

382 ﾓﾝｼﾛﾑﾗｻｷｸﾁﾊﾞ Ercheia niveostrigata ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。

No. 目名 科名 種名 学名
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表 7-9-12(8) ライトトラップにより確認された昆虫類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ギフチョウ調査結果 

ギフチョウは広島市の山地部にも広く分布するため、事業計画地及びその周辺でも

ギフチョウの生息が予想されたことから、ギフチョウを対象として調査を実施した。 

春季の昆虫類調査時において成虫は確認されなかった。また、本種の幼虫の食草の

一つであるミヤコアオイは事業計画地及びその周辺に広く分布していたが（第 7 章 

7.10 植物 図 7-10-6 植物重要種確認位置図を参照）、ギフチョウの卵と幼虫は確認

されなかった。 

 

事業計画地内 事業計画地外

St.A St.B

383 ﾁｮｳ目 ﾔｶﾞ科 ｼﾛｽｼﾞﾄﾓｴ Metopta rectifasciata ●

384 ｸﾛﾃﾝｶﾊﾞｱﾂﾊﾞ Anachrostis nigripunctalis ● ●

385 ﾌﾀｽｼﾞｴｸﾞﾘｱﾂﾊﾞ Gonepatica opalina ●

386 ﾋﾒｸﾋﾞｸﾞﾛｸﾁﾊﾞ Lygephila recta ●

387 ｼｬｸﾄﾞｳｸﾁﾊﾞ Mecodina nubiferalis ●

388 ﾊｽｵﾋﾞﾋﾒｱﾂﾊﾞ Schrankia separatalis ●

389 ﾔﾏｶﾞﾀｱﾂﾊﾞ Bomolocha stygiana ●

390 ﾌｼﾞﾛｱﾂﾊﾞ Adrapsa notigera ●

391 ｵｵｼﾗﾎｼｱﾂﾊﾞ Edessena hamada ● ●

392 ﾄﾋﾞｽｼﾞｱﾂﾊﾞ Herminia tarsicrinalis ●

393 ｵｵｼﾗﾅﾐｱﾂﾊﾞ Hipoepa fractalis ●

394 ﾋﾛｵﾋﾞｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ Hydrillodes funeralis ● ●

395 ｿﾄｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ Hydrillodes repugnalis ●

396 ｵｵｱｶﾏｴｱﾂﾊﾞ Simplicia niphona ● ●

397 ｱｶﾏｴｱﾂﾊﾞ Simplicia rectalis ●

398 ｺｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ Zanclognatha southi ●

181 308

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、
      種数として計上していない。

学名

合計　12目116科398種

No. 目名 科名 種名
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（6）魚類 

事業計画地及びその周辺で確認された魚類は表 7-9-13 に示すとおり、事業計画地内で

は魚類の生息は確認されず、事業計画地外では 2 目 3 科 4 種であった。 

調査結果によると、№2 では 1 種、№3 では 4 種の魚類の生息を確認した。 

 

表 7-9-13 魚類の確認種 

調査地点 

事業計画地内 事業計画地外 目名 科名 種名 

No.1 No.2 No.3 

コイ コイ タカハヤ  ● ● 

  カワムツ   ● 

 ドジョウ ドジョウ   ● 

スズキ ハゼ カワヨシノボリ   ● 

合計  2 目 3 科 4 種 0 種 1 種 4 種 

 

 

（7）底生動物 

事業計画地及びその周辺で確認された底生動物は表 7-9-14 に、確認種一覧は表

7-9-15(1)及び表 7-9-15(2)に示すとおりであり、事業計画地内では 11 目 26 科 31 種、

事業計画地外では 13 目 31 科 46 種であり、合計は 14 目 41 科 63 種であった。 

確認された底生動物はいずれも低山地～山地に見られる普通種であった。門別にみる

と節足動物門が多く、中でもカゲロウ目、ハエ目、トビケラ目の種数が多くなっており、

河川上流～源流域の一般的な様相を呈していた。 

 

 

表 7-9-14 底生動物調査結果（分類群別集計表） 

事業計画地内 事業計画地外 

№1 №2 №3 計注)1 
合計注)1 

門 名 綱 名 目 名 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数

扁形動物門 ウズムシ綱 ウズムシ目 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

袋形動物門 ハリガネムシ綱 － 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 

環形動物門 ミミズ綱 オヨギミミズ目 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

  ナガミミズ目 1 1 1 1 2 2 3 3 4 4 

 ヒル綱 咽蛭目 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 

節足動物門 甲殻綱 ワラジムシ目 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 

  ヨコエビ目 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 

  エビ目 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

 昆虫綱 カゲロウ目 5 7 3 4 6 12 6 13 7 15 

  トンボ目 3 3 3 3 2 2 4 5 5 6 

  カワゲラ目 2 4 1 1 3 4 3 4 4 6 

  アミメカゲロウ目 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 

  ハエ目 5 6 3 5 4 8 4 8 6 12 

  トビケラ目 5 5 1 2 4 6 4 6 7 11 

合  計 
11 目 

26 科 31 種

11 目 

17 科 21 種

13 目 

28 科 41 種

13 目 

31 科 46 種 

14 目 

41 科 63 種

注）1.目別の合計は総種数であり、No.2 と No.3 の和、事業計画地内と事業計画地外の和と一致しない。 
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表 7-9-15(1) 底生動物の確認種 

 事業計画地内

№1 №2 №3

1 扁形動物門 ｳｽﾞﾑｼ綱 ｳｽﾞﾑｼ目 ｻﾝｶｸｱﾀﾏｳｽﾞﾑｼ科 ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Dugesia japonica ● ● ●

2 袋形動物門 ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ綱 － － ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ綱の一種 NEMATOMORPHA gen. sp. ●

3 環形動物門 ﾐﾐｽﾞ綱 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ目 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科の一種 Lumbriculidae gen. sp. ● ● ●

4 ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ目 ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ科 ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ科の一種 Haplotaxidae gen. sp. ●

5 ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 ｲﾄﾐﾐｽﾞ科の一種 Tubificidae gen. sp. ●

6 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科の一種 Naididae gen. sp. ●

7 ﾂﾘﾐﾐｽﾞ科 ﾂﾘﾐﾐｽﾞ科の一種 Lumbricidae gen. sp. ●

8 ﾋﾙ綱 咽蛭目 ｲｼﾋﾞﾙ科 ｲｼﾋﾞﾙ科の一種 Erpobdellidae gen. sp. ●

9 節足動物門 甲殻綱 ﾜﾗｼﾞﾑｼ目 ﾐｽﾞﾑｼ科 ﾐｽﾞﾑｼ Asellus hilgendorfi hilgendorfi   ● ●

10 ﾖｺｴﾋﾞ目 ﾖｺｴﾋﾞ科 ﾆｯﾎﾟﾝﾖｺｴﾋﾞ Gammarus nipponensis ●

11 ｴﾋﾞ目 ｻﾜｶﾞﾆ科 ｻﾜｶﾞﾆ Geothelphusa dehaani ● ● ●

12 昆虫綱 ｶｹﾞﾛｳ目 ﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ科 ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属の一種 Ameletus  sp. ● ●

13 ｺｶｹﾞﾛｳ科 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Baetiella japonica ●

14 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Baetis thermicus ● ● ●

15 Hｺｶｹﾞﾛｳ Baetis  sp. H ● ●

ｺｶｹﾞﾛｳ属の一種 Baetis  sp. ●

16 ﾋﾄﾘｶﾞｶｹﾞﾛｳ科 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ Isonychia japonica ●

17 ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ科 ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tobiironis ●

18 ﾅﾐﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus ikanonis ● ●

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ属の一種 Epeorus  sp. ●

19 ｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia (Kageronia ) kihada ●

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ科の一種 Heptageniidae gen. sp. ●

20 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ科 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ属の一種 Paraleptophlebia  sp. ● ●

21 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ科 ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera japonica     ●

22 ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ科 ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Acerella longicaudata ●

23 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella okumai ● ●

24 ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella basalis ●

25 ﾎｿﾊﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ephemerella denticula ●

26 ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Uracanthella rufa ●

27 ﾄﾝﾎﾞ目 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ科 ﾆｼｶﾜﾄﾝﾎﾞ Mnais pruinosa pruinosa ●

28 ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ科 ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ Epiophlebia superstes ●

29 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 ｸﾛｻﾅｴ Davidius fujiama ●

ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ属の一種 Davidius  sp. ●

30 ｵﾆﾔﾝﾏ科 ｵﾆﾔﾝﾏ Anotogaster sieboldii ●

31 ﾔﾝﾏ科 ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ Boyeria maclachlani ●

32 ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ Planaeschna milnei ● ●

33 ｶﾜｹﾞﾗ目 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ科 ﾌｻｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属の一種 Amphinemura  sp. ● ● ●

34 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属の一種 Nemoura  sp. ● ●

35 ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ科 ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗﾓﾄﾞｷ属の一種 Stavsolus  sp. ●

36 ｶﾜｹﾞﾗ科 ﾔﾏﾄｶﾜｹﾞﾗ Niponiella limbatella ●

37 ｷﾍﾞﾘﾄｳｺﾞｳｶﾜｹﾞﾗ Togoperla limbata ●

38 ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ科 ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ科の一種 Chloroperlidae gen. sp. ●

39 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ目ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ科 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis ● ●

40 ﾔﾏﾄｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes japonicus ●

41 ﾊｴ目 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の一種 Tipula  sp. ● ●

42 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の一種 Antocha  sp. ● ● ●

43 ｱﾐｶ科 ｱﾐｶ科の一種 Blephariceridae gen. sp. ●

44 ｶ科 ｶ科の一種 Culicidae gen. sp. ●

45 ﾌﾞﾕ科 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属の一種 Simulium  sp. ● ● ●

46 ﾇｶｶ科 ﾇｶｶ科の一種 Ceratopogonidae gen. sp. ●

47 ﾕｽﾘｶ科 ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科の一種 Tanypodinae gen. sp. ● ●

48 ﾔﾏﾕｽﾘｶ属の一種 Diamesa  sp. ●

49 ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Eukiefferiella  sp. ●

50 ｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Orthocladius  sp. ● ●

51 ｸﾛﾂﾔｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 Paratrichocladius  sp. ●

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科の一種 Orthocladiinae gen. sp. ● ●

52 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属の一種 Polypedilum  sp. ●

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、種数として計上していない。

科名 種名 学名
事業計画地外

No. 門名 綱名 目名
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表 7-9-15(2) 底生動物の確認種 

 事業計画地内

№1 №2 №3

53 節足動物門 昆虫綱 ﾄﾋﾞｹﾗ目 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属の一種 Glossosoma  sp. ●

54 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾚｾﾞｲﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila lezeyi ●

55 ｼｺﾂﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila shikotsuensis ●

56 ｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属の一種 Sortosa (Dolophilodes ) sp. ●

57 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 Psychomyidae gen. sp. ●

58 ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属の一種 Cheumatopsyche  sp. ● ●

59 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche ulmeri ● ●

60 ﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属の一種 Diplectrona  sp. ●

61 ｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera japonica ●

62 ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属の一種 Apatania  sp. ●

63 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ科 ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属の一種 Goerodes  sp. ●

31 21 41

注）1.●は確認種を示す。
　　2.属（亜科、科）までしか同定されていない種については、同一属（亜科、科）内の他種が確認されている場合、種数として計上していない。

合計　14目41科63種

科名 種名 学名
事業計画地外

No. 門名 綱名 目名
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7.9.3 重要種（動物） 

現地調査で確認された動物について、表 7-9-16 に示す選定基準に従い、重要種の選定

を行った。 

その結果、哺乳類は 1 種、鳥類は 13 種、爬虫類は 1 種、両生類は 4 種、昆虫類は 5

種が選定され、魚類及び底生動物における重要種は選定されなかった。 

また、既存資料「広島市の生物（広島市，2000）」によれば、事業計画地及びその周辺

では学術上重要とされている動物［哺乳類 1 種（ツキノワグマ）、昆虫類 1 種（ゲンジボ

タル）、魚類 2 種（イシドジョウ、アカザ）］の分布が確認されており、これらも重要な

種として選定したが、現地調査ではゲンジボタル以外は確認されなかった。 

選定した重要種一覧は表 7-9-17 に示すとおりである。事業計画地及びその周辺におけ

る重要種の確認位置を、哺乳類は図 7-9-6 に、鳥類は図 7-9-7～図 7-9-8 に、爬虫類は

図 7-9-9 に、両生類は図 7-9-10～図 7-9-12 に、昆虫類は図 7-9-13 にそれぞれに示す。 
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表 7-9-16 重要種（動物）の選定基準 

Ⅰ 

「文化財保護法」および「文化財保護条例」による指定種 

特：国指定特別天然記念物 

国：国指定天然記念物 

県：県指定天然記念物 

Ⅱ 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」における希少野生動植物種 

１：国内希少野生動植物種 

２：国際希少野生動植物種 

３：緊急指定種 

Ⅲ 

・「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－1 哺乳類（環境省，2002）」掲載種 

・「鳥類レッドリスト（環境省ホームページ上，2006）」掲載種 

・「爬虫類レッドリスト（環境省ホームページ上，2006）」掲載種 

・「両生類レッドリスト（環境省ホームページ上，2006）」掲載種 

・「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－4 汽水・淡水魚類（環境省，2003）」

掲載種 

・「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－5 昆虫類（環境省，2006）」掲載種 

・「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－6 陸・淡水産貝類（環境省，2005）」

掲載種 

・「その他無脊椎動物レッドリスト（環境省ホームページ上，2006）」掲載種 

ＣＲ：絶滅危惧ⅠＡ類（ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高い種） 

ＥＮ：  〃  ⅠＢ類（ⅠＡ類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い種） 

ＶＵ：  〃  Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

ＮＴ：準絶滅危惧（現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行す

る可能性のある種） 

ＤＤ：情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 

ＬＰ：絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高い個体群） 

Ⅳ 

「改訂・広島県の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブックひろしま2003－（広島県，2004）」にお

ける選定種 

ＣＲ＋ＥＮ：絶滅危惧Ⅰ類（絶滅の危機に瀕している種） 

ＶＵ：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

ＮＴ：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種） 

ＤＤ：情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 

ＬＰ：絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高い個体群） 

Ⅴ 

「広島県野生生物の種の保護に関する条例」に指定されている野生動植物種 

指定：指定野生生物種 

特定：特定野性生物種 

Ⅵ 

「広島市の生物 補遺版（広島市，2006）」 

１：絶滅危惧（現在の状態をもたらす圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来に市域での個

体群の存続が危ぶまれる。） 

２：準絶滅危惧（現時点での危険度は小さいが、生育・生息条件の変化により上位ランクに移行する

可能性が高い。） 

３：軽度懸念（市域では、存続基盤が比較的安定している。） 

４：情報不足（希少な種であるが、市域での現状が不明である。） 

５：環境指標種（種（個体群）そのものは絶滅の危険性が大きいものではないが、その種（個体

群）に注目することによって、特異な環境，生物多様性，二次的自然等の観点から、重要と

判定される自然環境の維持に貢献しうる。） 

６：自然誌構成種（自然環境保全の対象として取り上げる要件を満たしていないが、広島市の自

然環境を理解するうえで重要と判断できるもの。） 
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表 7-9-17 重要種（動物）一覧表 

選定基準 
分類 科名 種名 

現地

調査

既存

資料 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

哺乳類 クマ ツキノワグマ － ● － ２ LP CR+EN 指定 ４ 

 イタチ イタチ属の一種 ● － － － － NT － ４ 

鳥類 タカ ミサゴ ● － － － NT NT － ３ 

  ハチクマ ● － － － NT NT － ４ 

  オオタカ ● － － １ NT VU － ４ 

  ハイタカ ● － － － NT NT － ４ 

  ノスリ ● － － － － － － ６ 

  サシバ ● － － － VU DD － ４ 

 ハヤブサ ハヤブサ ● － － １ VU VU － ４ 

 キジ ヤマドリ ● － － － － NT － ４ 

 カッコウ ホトトギス ● － － － － － － ６ 

 フクロウ フクロウ ● － － － － － － ４ 

 カワセミ アカショウビン ● － － － － － － ４ 

 キツツキ オオアカゲラ ● － － － － NT － ４ 

 ヒタキ サンコウチョウ ● － － － － NT － ４ 

爬虫類 トカゲ トカゲ ● － － － － NT － ２ 

両生類 ｻﾝｼｮｳｳｵ ブチサンショウウオ ● － － － NT － － － 

 イモリ イモリ ● － － － NT NT － ５ 

 アカガエル トノサマガエル ● － － － － NT － ５ 

 アオガエル シュレーゲルアオガエル ● － － － － － － ６ 

昆虫類 キリギリス カヤキリ ● － － － － NT － － 

 バッタ トノサマバッタ ● － － － － － － ５ 

 ホタル ゲンジボタル ● ● － － － － － ５ 

  ヘイケボタル ● － － － － － － ５ 

 シロチョウ ツマグロキチョウ ● － － － VU － － － 

魚類 ドジョウ イシドジョウ － ● － － EN VU － １ 

 アカザ アカザ － ● － － VU CR+EN － １ 

底生動物 選定されず。 － － － － － － － － 

注）1.選定基準の詳細は、「表 7-9-16 重要種（動物）の選定基準」参照。 

2.イタチ属の一種をイタチとした場合。 
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図 7-9-6 哺乳類重要種確認位置図
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図 7-9-7 鳥類重要種確認位置図(猛禽類)
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図 7-9-8 鳥類重要種確認位置図 

            (猛禽類以外)
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図 7-9-9 爬虫類重要種確認位置図
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図 7-9-10 両生類重要種確認位置図

（ブチサンショウウオ、イモリ）
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図 7-9-11 両生類重要種確認位置図

（トノサマガエル） 
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図 7-9-12 両生類重要種確認位置図 

（シュレーゲルアオガエル） 
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図 7-9-13 昆虫類重要種位置図 



7-169 

7.9.4 予測及び評価 

（1）予測及び評価の手順 

動物の予測手法の概要は、表 7-9-18 に、予測及び評価の手順は図 7-9-14 に示すとおり

である。 

 

表 7-9-18 動物の予測手法の概要 

内容 予測事項 予測地域 予測時期 予測方法 

工事の実施 
造成等の施工
による一時的
な影響 

工事による影響が
最大となる時期 

存在・供用 
最終処分場の
存在 

重要な動物の生息
環境の消失・改変
の程度 

事業計画地周辺

埋立期間中から埋
立完了時 

現況調査結果等
に基づく予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-9-14 動物の予測及び評価のフロー図 

重要種の選定 

影響内容の抽出 

事業計画地 

予測対象種の抽出

工事の実施 
予測事項 
・生息地の消失又は改変 
・建設機械の稼動に伴って発生する騒音

存在・供用 
予測事項 
・生息地の消失又は改変 
・汚水、埋立土砂の流出 

影響が小さい 
又はある 

影響がない又は
きわめて小さい

環境保全措置の検討 

評価 
ミティゲーション
（回避・低減）が適
正になされているか
を評価する。 

環境保全措置の検討 

影響が小さい 
又はある 

影響がない又は
きわめて小さい
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（2）予測 

①予測対象種の抽出 

重要種に選定した動物種の生態的特徴から事業計画地及びその周辺における生息状況の

推定を行い、事業計画に伴い影響が考えられる種を予測対象として抽出した。 

その結果、哺乳類 1 種、鳥類 8 種、爬虫類 1 種、両生類 2 種、昆虫類 3 種を予測対象とし、

その一覧は表 7-9-19（1）～表 7-9-19（4）に示すとおりである。 
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表 7-9-19（1） 予測対象種の抽出及び影響要因 

調査結果 工事の実施 存在・供用
影響要因等 

 

 

 

 

 

種名 

現
地
調
査 

既
存
資
料 

生
息
地
の
消
失
又

は
改
変 

建
設
機
械
の
稼
動

に
伴
っ
て
発
生
す

る
騒
音 

生
息
地
の
消
失
又

は
改
変 

汚
水
、
埋
立 

土
砂
の
流
出 

生態的特徴 

事業計画地及び 

その周辺における 

生息状況の推定 

哺
乳
類 

ツキノワグマ － ● － － － － 落葉広葉樹林（ブナ林）を中

心に生息する。ブナ、ミズナ

ラ、クリコナラ等の木の実、

ササ類の新芽、ヒメザゼンソ

ウの葉、アリやハチ等の昆虫

類等を食べる。 

事業計画地及びその周辺におい

て、本種は確認されなかった。既

存文献では本調査地周辺で記録さ

れているが、事業計画地及びその

周辺を主要な生息域としているこ

とはほとんどなく、利用頻度は高

いものではないと推定される。 

 

イタチ属の一種 

（イタチとした

場合） 

● － ● ● ● － 肉食の傾向が強く、水辺近く

でネズミ類をはじめカエル、

ヘビ、昆虫、カニ、魚類等を

捕食している。 

事業計画地内では人工草地の 1 箇

所で確認され、事業計画地外では

林内や民家周辺の 3 箇所で確認さ

れた。本種の確認個体数は少ない

が、事業計画地及びその周辺を生

息地として利用していると推定さ

れる。 

鳥
類 

ミサゴ ● － － ● － － 県内では留鳥として生息し、

水辺近くの崖地または大木に

営巣する。ある程度水深のあ

る大きな河川で狩りを行い、

魚類を主食とする。 

確認数が少なく、本種の狩場とな

る水域が事業計画地周辺には認め

られないことから、本種は通過個

体であると推定される。 

 

ハチクマ ● － ● ● ● － 県内では夏鳥として生息す

る。山林の大木に営巣し、山

林またはその周辺の開けた場

所で狩りを行う。ハチ類を主

食とし、ヘビ、小型鳥類等も

食べる。 

渡りの時期に当たる 5 月及び 9 月

に事業計画地の高空を飛翔する個

体が確認されたのみであることか

ら、本種は渡り途中の通過個体で

あると推定される。 

 

オオタカ ● － ● ● ● － 県内では留鳥として生息す

る。山林の大木に営巣し、山

林またはその周辺の開けた場

所で狩りを行う。鳥類を主食

とし、小型哺乳類等も食べる。

確認数が少なく、営巣地や繁殖に

関わる行動等も確認されなかった

ことから、本種は事業計画地を行

動圏の周辺部として利用している

移動途中の通過個体であると推定

される。 

 

ハイタカ ● － ● ● ● － 県内では主に冬鳥として越冬

し、主に山林で狩りを行う。

鳥類を主食とし、小型哺乳類

等も食べる。 

繁殖期に当たる5月～8月は確認さ

れなかったことから、本種は冬季

の狩場として事業計画地及びその

周辺を利用している越冬個体であ

ると推定される。 

 

ノスリ ● － ● ● ● － 県内では主に冬鳥として越冬

し、山林またはその周辺の開

けた場所で狩りを行う。小型

哺乳類、両生・爬虫類、昆虫

類、鳥類等を食べる。 

繁殖期に当たる4月～9月は確認さ

れなかったことから、本種は冬季

の狩場として事業計画地及びその

周辺を利用している越冬個体であ

ると推定される。 

 

サシバ ● － ● ● ● － 県内では夏鳥として生息す

る。山林の大木に営巣し、開

けた場所で狩りを行う。小型

鳥類、両生・爬虫類、昆虫類

等を食べる。 

調査範囲外で 2 つがいの繁殖を確

認。確認された行動範囲は事業計

画地に一部重なるが、事業計画地

内では巣材運び、交尾等の繁殖に

関わる行動や幼鳥は確認されなか

ったことから、本種は事業計画地

及びその周辺を繁殖期における狩

場または移動経路として利用して

いると推定される。 

注）1.予測対象となる動物種を    で示した。 
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表 7-9-19（2） 予測対象種の抽出及び影響要因 

調査結果 工事の実施 存在・供用
影響要因等 

 

 

 

 

 

種名 

現
地
調
査 

既
存
資
料 

生
息
地
の
消
失
又

は
改
変 

建
設
機
械
の
稼
動

に
伴
っ
て
発
生
す

る
騒
音 

生
息
地
の
消
失
又

は
改
変 

汚
水
、
埋
立 

土
砂
の
流
出 

生態的特徴 

事業計画地及び 

その周辺における 

生息状況の推定 

鳥
類 

ハヤブサ ● － ● ● ● － 県内では留鳥として生息す

る。崖地または大型鳥類の古

巣に営巣し、開けた場所で狩

りを行う。鳥類を主食とし、

小型哺乳類等も食べる。 

調査範囲外で 1 つがいの繁殖を確

認。確認された行動範囲は事業計

画地に一部重なるが、事業計画地

内では巣材運び、交尾等の繁殖に

関わる行動や幼鳥は確認されなか

ったことから、本種は事業計画地

及びその周辺を繁殖期及び非繁殖

期における狩場または移動経路と

して利用していると推定される。

 

ヤマドリ ● － ● ● ● － 県内では留鳥として山地の良

く茂った林に生息し、沢沿い

の暗い林に多い。巣は林の中

の地上に造り、植物や昆虫類、

クモ類等を食べる。 

事業計画地周辺の林内で姿または

ドラミング等を 4 箇所で確認し、

産卵期に当たる 4 月にも確認され

ていることから、本種は事業計画

地及びその周辺を繁殖期における

営巣地または狩場として利用して

いると推定される。 

 

ホトトギス ● － ● ● ● － 県内では夏鳥として生息す

る。主にウグイスに托卵する

習性を持つ鳥類であるため、

生息地はウグイスの生息地と

一致し、ササ藪のある山林等

に生息する。昆虫類を主食と

し、チョウ類の幼虫を好む。

繁殖期に当たる夏季に雄のさえず

りが事業計画地内及びその周辺の

4箇所で確認され、主な托卵相手で

あるウグイスも繁殖期に当たる春

季及び夏季に事業計画地内及びそ

の周辺で確認されている。このこ

とから、本種は事業計画地及びそ

の周辺を繁殖期における営巣地ま

たは狩場として利用していると推

定される。 

 

フクロウ ● － ● ● ● － 本種は夜行性で、県内には留

鳥として林内に生息する。大

木の樹洞、鳥類の古巣、壁の

穴や地上に営巣する。狩りも

林内で行い、夜行性の小型哺

乳類等を主に捕食する。 

事業計画地周辺の林内でさえずり

が 4季を通して 8箇所で確認され、

産卵期に当たる 3 月及び 5 月にも

確認されていることから、本種は

事業計画地周辺を繁殖期における

営巣地または狩場として利用して

いると推定される。 

 
アカショウビン ● － ● ● ● ● 県内では夏鳥として渓流また

は小さな湖沼のある谷間の林

内に生息し、樹洞や崖の洞穴

を使って営巣する。小魚、サ

ワガニ、両生類、昆虫類等を

捕食する。 

事業計画地内の林内で繁殖期に当

たる 6 月に 1 箇所でさえずりが確

認された。本種は確認箇所数が少

なく、営巣地、幼鳥等は確認され

なかったことから、本種は事業計

画地及びその周辺を繁殖期におけ

る狩場または移動経路として利用

していると推定される。 

 

オオアカゲラ ● － ● ● ● － 県内では留鳥として大木のあ

る林内に生息し、枯木に穴を

掘って営巣する。採食も枯木

で行われることが多く、枯木

を掘ってアリ類、甲虫の幼虫

等を食べる。 

調査範囲外の林内で繁殖期に当た

る 6 月に 1 箇所のみ確認された。

本種は確認数が少なく、事業計画

地からも 500ｍ以上離れているた

め、主要な生息地は事業計画地外

であると推定される。 

 

サンコウチョウ ● － ● ● ● － 県内では夏鳥として山地の暗
い林内に生息し、暗い林内の
枝の付け根に営巣する。採食
も林内で行い、飛びながら主
にハエ、ハチ、チョウ等の飛
翔性昆虫類を捕まえる。 

事業計画地外の林内で、繁殖期に
当たる 6 月及び 7 月に 1 箇所ずつ
確認された。本種は事業計画地内
では確認されず、確認箇所はいず
れも事業計画地から約 250ｍ以上
離れているため、主要な生息地は
事業計画地外であると推定され
る。 

注）1.予測対象となる動物種を    で示した。 
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表 7-9-19（3） 予測対象種の抽出及び影響要因 

調査結果 工事の実施 存在・供用
影響要因等 

 

 

 

 

 

種名 

現
地
調
査 

既
存
資
料 

生
息
地
の
消
失
又

は
改
変 

建
設
機
械
の
稼
動

に
伴
っ
て
発
生
す

る
騒
音 

生
息
地
の
消
失
又

は
改
変 

汚
水
、
埋
立 

土
砂
の
流
出 

生態的特徴 

事業計画地及び 

その周辺における 

生息状況の推定 

爬
虫
類 

トカゲ ● － ● － ● － 昼行性で、庭先や畑、道路わ

きの斜面、林縁部に生息して

いる。ミミズ、クモ、ワラジ

ムシ、コオロギ等を食べる。

事業計画地内では建造物の下で 1

個体が確認され、事業計画地外で

は道路や林内で 2 個体が確認され

た。本種の確認個体数は少ないが、

事業計画地及びその周辺を生息地

として利用していると推定され

る。 

両
生
類 

ブチサンショウ

ウオ 

● － － － － － きれいな水が流れる小渓流に

生息する小型サンショウウ

オ。ニッポンヨコエビなどを

食べるが、共食いもする。 

事業計画地外において渓流の源流

域で成体が確認された。本種の確

認個体数は少ないが、事業計画地

及びその周辺の渓流を生息地にし

ていると推定される。 

 

イモリ ● － ● － ● － ため池や農薬に汚染されてい

ない水田等、止水域に生息し

ている。ボウフラ、ミジンコ、

水生昆虫、オタマジャクシ等

を食べる。 

事業計画地では林縁部で 2 個体が

確認され、そのうち 1 個体が改変

区域内で確認された。また事業計

画地外では水田や放棄された水田

周辺で多く確認された。確認個体

数から改変区域（計画）の生息数

は少ないと予想され、本種の主要

な生息地は事業計画地外であると

推定される。 

 

トノサマガエル ● － － － － － 水田とその周辺部の草むらで

生息している。繁殖を終える

と、近くの畑や草むらの中で

生活し、地下水が上がってこ

ない土中で冬眠する。成体は

大きなミミズ、ムカデ、クモ、

昆虫、同種の幼ガエル、アマ

ガエル等を食べる。 

事業計画地外の水田周辺及び林内

で確認された。本種は事業計画地

内では確認されていないことか

ら、主要な生息地は事業計画地外

であると推定される。 

 

シュレーゲルア

オガエル 

● － ● － ● － 水田や池や湿地に生息する。

幼生は近くの水田等で成長

し、水田近くの土中やコケの

下で冬眠する。成体は鱗翅類

の幼虫等を食べる。 

事業計画地内では林内や林縁部で

3個体が確認され、そのうち 2個体

が改変区域（計画）で確認された。

また事業計画地外では水田周辺や

林縁部で多く確認された。確認個

体数から改変区域（計画）の生息

個体数は少ないと予想され、本種

の主要な生息地は事業計画地外で

あると推定される。 

昆
虫
類 

カヤキリ ● － － － － － ススキやヨシ等の丈の高い草

地に生息する。 

事業計画地外のススキ草地で確認

された。改変区域には生息地とな

るススキ草原はないため、主要な

生息地は事業計画地外であると推

定される。 

 

トノサマバッタ ● － ● 
 

－ ● － 河原や空き地、墓地、造成地

等改変された土地に生息す

る。 

事業計画地内では秋季と夏季に人

工草地において成虫が確認され、

事業計画地外でも秋季と夏季に水

田や草地周辺で成虫が確認され

た。改変区域（計画）では本種の

生息地となる人工草地等食草とな

るイネ科等の生育している場所は

ないため、主要な生息地は事業計

画地外であると推定される。 

注）1.予測対象となる動物種を    で示した。 
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表 7-9-19（4） 予測対象種の抽出及び影響要因 

調査結果 工事の実施 存在・供用
影響要因等 

 

 

 

 

 

種名 

現
地
調
査 

既
存
資
料 

生
息
地
の
消
失
又

は
改
変 

建
設
機
械
の
稼
動

に
伴
っ
て
発
生
す

る
騒
音 

生
息
地
の
消
失
又

は
改
変 

汚
水
、
埋
立 

土
砂
の
流
出 

生態的特徴 

事業計画地及び 

その周辺における 

生息状況の推定 

昆
虫
類 

ゲンジボタル ● ● ● － ● － 河川中・上流域に生息する。

幼虫は流水中、成虫はその岸

辺等で生息する。幼虫は水生

で、カワニナ等の貝類を食べ

る。 

事業計画地内では夏季に渓流付近

の林縁部において 4 箇所で確認さ

れ、そのうち 2箇所は改変区域（計

画）であった。また、事業計画地

外では夏季に渓流付近の林縁、水

田周辺において 8 箇所で確認され

た。確認個体数から改変区域（計

画）の生息数は少ないと予想され、

本種の主要な生息地は事業計画地

外であると推定される。 

 

ヘイケボタル ● － － － － － 流れのゆっくりした用水路、

水田、池等に生息する。幼虫

は水生で、モノアラガイ等の

貝類を食べる。 

事業計画地外で夏季に水田や休耕

田周辺において成虫が確認され

た。改変区域には本種の生息地と

なる浅い止水域や流れのゆるやか

な用水路が存在しないため、主要

な生息地は事業計画地外であると

推定される。 

 

ツマグロキチョ

ウ 

● － ● － ● － 河川敷、堤防、湿地の周辺や

田畑の畦道等に生息する。幼

虫の採餌植物はカワラケツメ

イ（マメ科）のみが知られて

いる。成虫は、マメ科、カタ

バミ科、キク科、スミレ科等

の花蜜を好んで吸う。 

事業計画地内外で秋季に人工草地

や草地で成虫が確認された。植物

調査から調査範囲内に幼虫の食草

であるカワラケツメイは確認され

ておらず、また、本種の夏型個体

を確認していないことから、確認

個体は調査範囲外で発生した秋型

の越冬前の移動分散途中の個体で

あると考えられる。事業計画地内

外には、越冬地として利用するこ

とができる日当たりのよい斜面の

環境が広く存在するため、主要な

生息地は事業計画地内外に広く存

在すると推定される。 

魚
類 

イシドジョウ － ● － － － － 河川上流の淵の周囲、特に大

石の多いところに生息する。

石面上の藻類や水生昆虫を食

べる。 

事業計画地及びその周辺におい

て、本種は確認されなかった。既

存文献では本調査地周辺で記録さ

れているが、事業計画地及びその

周辺の河川を主要な生息域として

いることはほとんどないと推定さ

れる。 

 

アカザ － ● － － － － 河川中流から上流下部の瀬の

石の下や間に生息する。主に

水生昆虫を食べる。 

事業計画地及びその周辺におい

て、本種は確認されなかった。既

存文献では本調査地周辺で記録さ

れているが、事業計画地及びその

周辺の河川を主要な生息域として

いることはほとんどないと推定さ

れる。 

底
生
動
物 

選定されず。 － － － － － － － － 

注）1.予測対象となる動物種を    で示した。 
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②工事の実施 

各種動物の予測結果は表 7-9-20～表 7-9-30 に示すとおりである。 

 

表 7-9-20 予測結果（哺乳類：イタチ属の一種） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生 息 状 況

の推定 

事業計画地及びその周辺を生息地として利用していると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

イタチ属の一種は事業計画地及びその周辺を生息地として利用しているため、事業計画の実施

により、生息地の一部を消失又は改変することになる。また、建設機械の稼動に伴って発生する

騒音によって事業計画地及びその周辺が一時的に利用されなくなる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

工事の実施によりイタチ属の一種の生息地の一部を消失又は改変することになるが、本種は事

業計画地及びその周辺で確認されており、事業計画地外の生息地は存続される。現状おいても改

変区域（現在）周辺を利用していると考えられるため、工事の実施により生息環境が変化するこ

とになる。しかし生息環境の整備という観点から事業計画地内における植栽可能な場所には可能

な限り木本類を含めた在来種による緑化を施すため、本種の生息地に与える影響は小さいと予測

される。 

・建設機械の稼動に伴って発生する騒音 

改変区域の掘削は発破等を使用せず、重機による掘削で行われるため、突発的な音で本種を忌

避させることはない。また、本種が掘削による建設機械の稼動騒音により一時的に事業計画地を

利用しなくなると考えられるが、現状においても重機は随時稼動しており、可能な限り低騒音型

の工法を取り入れ、騒音に対して配慮することから、本種に与える影響は小さいと予測される。

イタチ属の一種(1 個体)

イタチ属の一種(1 個体)

イタチ属の一種(1 個体)

イタチ属の一種(1 個体)

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在）

改変区域（計画）

動植物調査範囲 

  確認位置 
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表 7-9-21 予測結果（鳥類：ハイタカ、ノスリ） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

生 息 状 況

の推定 

・ハイタカ 

越冬個体であると推定される。 

・ノスリ 

越冬個体であると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

ハイタカ、ノスリは事業計画地及びその周辺を狩場として利用しているため、事業計画の実施

により、生息地の一部を消失又は改変することになる。また、建設機械の稼動に伴って発生する

騒音によって事業計画地及びその周辺が一時的に利用されなくなる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

工事の実施によりハイタカ、ノスリの生息地の一部を消失又は改変することになるが、両種は

事業計画地及びその周辺の広い範囲で確認され、確認範囲に対して消失する生息地、すなわち改

変区域（計画）の面積は小さく、改変区域外には広く連続した生息地が残される。また、確認さ

れたハイタカ及びノスリは越冬個体であり、事業計画地及びその周辺は繁殖期における主要な狩

場としては利用されないが、生息環境の整備という観点から事業計画地内における植栽可能な場

所には可能な限り木本類を含めた在来種による緑化を施すため、両種の生息地に与える影響は小

さいと予測される。 

・建設機械の稼動に伴って発生する騒音 

改変区域の掘削は発破等を使用せず、重機による掘削で行われるため、突発的な音で鳥類を飛

散させることはない。また、鳥類が掘削による建設機械の稼動騒音により一時的に事業計画地を

利用しなくなると考えられるが、現状においても重機は随時稼動しており、可能な限り低騒音型

の工法を取り入れ、騒音に対して配慮することから、両種に与える影響は小さいと予測される。

注）確認延べ数とは、

確認された個体を全

て加算した個体数で

あり、同一個体と考え

られるものも全て加

算している。 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在）

改変区域（計画）

動植物調査範囲 

ハイタカ確認範囲

ノスリ確認範囲 

ノスリ（確認延べ数:17 個体）

ハイタカ(確認延べ数:9 個体）
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表 7-9-22 予測結果（鳥類：サシバ、ハヤブサ） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生 息 状 況

の推定 

・サシバ 

事業計画地及びその周辺を繁殖期における狩場または移動経路として利用していると推定さ

れる。 

・ハヤブサ 

事業計画地及びその周辺を繁殖期及び非繁殖期における狩場または移動経路として利用して

いると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

サシバ、ハヤブサは事業計画地及びその周辺を狩場として利用しているため、事業計画の実

施により、生息地の一部を消失又は改変することになる。また、建設機械の稼動に伴って発生

する騒音によって事業計画地及びその周辺が一時的に利用されなくなる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

工事の実施によりサシバ、ハヤブサの生息地の一部を消失又は改変することになるが、両種

は事業計画地及びその周辺の広い範囲で確認され、確認範囲に対して消失する生息地すなわち

改変区域（計画）の面積は小さく、改変区域外には広く連続した生息地が残される。また、サ

シバ及びハヤブサについては営巣地を確認しているが、いずれも調査範囲外であり、交尾等の

繁殖に関わる行動や巣立ち後間もない幼鳥等の行動も主に調査範囲外で確認された。改変区域

内では上空を飛翔する個体を数回確認しているが、いずれも通過個体であり、事業計画地及び

その周辺は主要な生息地ではないと考えられるが、生息環境の整備という観点から事業計画地

内における植栽可能な場所には可能な限り木本類を含めた在来種による緑化を施すため、両種

の生息地に与える影響は小さいと予測される。 

・建設機械の稼動に伴って発生する騒音 

改変区域の掘削は発破等を使用せず、重機による掘削で行われるため、突発的な音で鳥類を

飛散させることはない。また、鳥類が掘削による建設機械の稼動騒音により一時的に事業計画

地を利用しなくなると考えられるが、現状においても重機は随時稼動しており、可能な限り低

騒音型の工法を取り入れ、騒音に対して配慮することから、両種に与える影響は小さいと予測

される。 

注）確認延べ数とは、確認

された個体を全て加算した

個体数であり、同一個体と

考えられるものも全て加算

している。 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在）

改変区域（計画）

動植物調査範囲 

サシバ確認範囲 

ハヤブサ確認範囲

サシバ(確認延べ数:122 個体）

ハヤブサ(確認延べ数:48 個体） 
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表 7-9-23 予測結果（鳥類：ヤマドリ、フクロウ） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生 息 状 況

の推定 

・ヤマドリ 

事業計画地及びその周辺を繁殖期における営巣地または狩場として利用していると推定され

る。 

・フクロウ 

事業計画地及びその周辺を繁殖期における営巣地または狩場として利用していると推定され

る。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

ヤマドリ、フクロウは事業計画地及びその周辺を営巣地または狩場として利用しているため、

事業計画の実施により、生息地の一部を消失又は改変することになる。また、建設機械の稼動

に伴って発生する騒音によって事業計画地及びその周辺が一時的に利用されなくなる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

工事の実施によりヤマドリ、フクロウの生息地の一部を消失又は改変することになるが、両

種は事業計画地内では確認されていない。また、改変区域（計画）からはヤマドリが約 150ｍ以

上、フクロウが約 350ｍ以上離れているため、工事の実施により両種に与える直接的な影響はほ

とんどないと考えられるが、生息環境の整備という観点から事業計画地内における植栽可能な

場所には可能な限り木本類を含めた在来種による緑化を施すため、両種の生息地に与える影響

は小さいと予測される。 

・建設機械の稼動に伴って発生する騒音 

改変区域の掘削は発破等を使用せず、重機による掘削で行われるため、突発的な音で鳥類を

飛散させることはない。また、鳥類が掘削による建設機械の稼動騒音により一時的に事業計画

地を利用しなくなると考えられるが、現状においても重機は随時稼動しており、可能な限り低

騒音型の工法を取り入れ、騒音に対して配慮することから、両種に与える影響は小さいと予測

される。 

フクロウ(1 個体)

フクロウ(1 個体)
フクロウ(1 個体)

ヤマドリ(1 個体)

ヤマドリ(1 個体)

フクロウ(1 個体)

フクロウ(1 個体) 

ヤマドリ(1 個体)
ヤマドリ(1 個体) 

フクロウ(1 個体) 

フクロウ(1 個体) 

フクロウ(1 個体) 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在）

改変区域（計画）

動植物調査範囲 

  確認位置 
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表 7-9-24 予測結果（鳥類：ホトトギス） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生 息 状 況

の推定 

事業計画地及びその周辺を繁殖期における営巣地または狩場として利用していると推定され

る。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

ホトトギスは事業計画地及びその周辺を営巣地または狩場として利用しているため、事業計

画の実施により、生息地の一部を消失又は改変することになる。また、建設機械の稼動に伴っ

て発生する騒音によって事業計画地及びその周辺が一時的に利用されなくなる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

ホトトギスは改変区域（計画）内の 2 箇所で確認されており、工事の実施により本種の生息

地の一部を消失又は改変することになる。しかし、本種の主な托卵相手であるウグイスは調査

地の広い範囲に比較的個体数も多く確認し、ウグイスの生息環境である林縁部の藪は森林を伐

採した後に成立する二次的な環境であることから、事業計画地内には広く存在する。また、ホ

トトギス及びウグイスの主な餌である昆虫類は事業計画地及びその周辺において種数、個体数

ともに多く確認されている。このことから、工事の実施が本種の個体数の減少、生息環境の悪

化に直接繋がることは小さいと考えられるが、事業計画地内における植栽可能な場所には可能

な限り木本類を含めた在来種による緑化を施し、本種の餌となる昆虫類の生息環境、托卵相手

であるウグイスの生息環境を整備するため、本種の生息地に与える影響は小さいと予測される。

・建設機械の稼動に伴って発生する騒音 

改変区域の掘削は発破等を使用せず、重機による掘削で行われるため、突発的な音で鳥類を

飛散させることはない。また、鳥類が掘削による建設機械の稼動騒音により一時的に事業計画

地を利用しなくなると考えられるが、現状においても重機は随時稼動しており、可能な限り低

騒音型の工法を取り入れ、騒音に対して配慮することから、本種に与える影響は小さいと予測

される。 

ホトトギス(1 個体) 

ホトトギス(1 個体)

ホトトギス(1 個体)

ホトトギス(1 個体)

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    確認位置 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生息地 
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表 7-9-25 予測結果（鳥類：アカショウビン） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

事業計画地及びその周辺を繁殖期における狩場または移動経路として利用していると推定され

る。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

アカショウビンは事業計画地及びその周辺を狩場または移動経路として利用しているため、

事業計画の実施により、生息地の一部を消失又は改変することになる。また、建設機械の稼動

に伴って発生する騒音によって事業計画地及びその周辺が一時的に利用されなくなる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

アカショウビンは事業計画地内の 1 箇所で確認され、工事の実施により本種の生息地の一部

を消失又は改変することになる。本種は薄暗い谷沿いの林内に生息し、渓流等に生息するサワ

ガニ、昆虫類等を食べる。そのため、渓流域における水質の変化は本種の生息環境に大きく影

響するが、確認地点は改変区域（計画）より上流域に位置することから、水質の変化に伴う生

息環境の悪化はないと考えられる。また、下流域は一部改変され生息環境が変化することにな

るが、植栽可能な法面等には可能な限り木本類を含めた在来種による緑化を施し、林内環境の

維持に努めることから本種の生息地に与える影響は小さいと予測される。 

・建設機械の稼動に伴って発生する騒音 

改変区域の掘削は発破等を使用せず、重機による掘削で行われるため、突発的な音で鳥類を

飛散させることはない。また、鳥類が掘削による建設機械の稼動騒音により一時的に事業計画

地を利用しなくなると考えられるが、現状においても重機は随時稼動しており、可能な限り低

騒音型の工法を取り入れ、騒音に対して配慮することから、本種に与える影響は小さいと予測

される。 

アカショウビン(1 個体)

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生息地 
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表 7-9-26 予測結果（爬虫類：トカゲ） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

事業計画地及びその周辺を生息地として利用していると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

トカゲは事業計画地及びその周辺の林縁部で生息しているため、事業計画の実施により、生息

地の一部を消失又は改変することになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

トカゲは改変区域（計画）内の 1 箇所で確認され、工事の実施により本種の生息地の一部を消

失又は改変することになる。工事の実施に対する一時的な忌避行動が考えられるが、事業計画地

及びその周辺には明るい林縁等の本種の生息環境は広く存続し、また生息環境の整備という観点

から事業計画地における植栽可能な法面等に可能な限り木本類を含めた在来種による緑化を施

すため、本種の生息地に与える影響は小さいと予測される。 

 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    確認位置 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生息地 

トカゲ(1 個体)

トカゲ(1 個体) 

トカゲ(1 個体) 
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表 7-9-27 予測結果（両生類：イモリ） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

事業計画地及びその周辺で生息しているが、主要な生息地は事業計画地外の水田周辺であると

推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

イモリの生息地の一部は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により、生息地の一部を

消失又は改変することになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

イモリは改変区域（計画）内の 1 箇所で確認されており、工事の実施により本種の生息地の一

部を消失又は改変することになる。しかし、本種は事業計画地及びその周辺の広い範囲で確認さ

れており、主要な生息地は事業計画地周辺の水田周辺であると考えられることから、改変区域（現

在）内及び事業計画地外の生息地の確認個体数を考慮に入れると、消失又は改変される生息地の

個体数は少なく、改変区域（現在）内及び事業計画地外の生息地は存続されるため、本種の生息

地に与える影響は小さいと予測される。 

 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    確認位置 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生息地 

10 個体

10 個体

10 個体以上 50 個体以上

2 個体
1 個体

1 個体

1 個体

30 個体以上

10 個体

10 個体

1 個体

1 個体

150 個体以上

1 個体 

1 個体
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表 7-9-28 予測結果（両生類：シュレーゲルアオガエル） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

事業計画地及びその周辺で生息しているが、主要な生息地は事業計画地外の水田及びその周辺

であると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

シュレーゲルアオガエルの生息地の一部は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により、

生息地の一部を消失又は改変することになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

シュレーゲルアオガエルは改変区域（計画）内の 2 箇所で確認されており、工事の実施により

本種の生息地の一部を消失又は改変することになる。しかし、本種は事業計画地及びその周辺の

広い範囲で確認されており、主要な生息地は事業計画地周辺の水田及びその周辺であると考えら

れることから、改変区域（現在）内及び事業計画地外の生息地の確認個体数を考慮に入れると、

消失又は改変される生息地の個体数は少なく、改変区域（現在）内及び事業計画地外の生息地は

存続されるため、本種の生息地に与える影響は小さいと予測される。 

 

 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    確認位置 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生息地 

1 個体
2 個体

10 個体以上

5 個体以上

10 個体以上

10 個体以上

3 個体

2 個体

10 個体以上

10 個体以上

10 個体以上 

1 個体

1 個体

1 個体

1 個体

30 個体以上

5 個体以上

1 個体

1 個体

20 個体以上

5 個体以上
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表 7-9-29 予測結果（昆虫類：トノサマバッタ、ツマグロキチョウ） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生 息 状 況

の推定 

・トノサマバッタ：事業計画地及びその周辺で生息しているが、主要な生息地は事業計画地外の

草地であると推定される。 

・ツマグロキチョウ：事業計画地及びその周辺で生息していると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

・トノサマバッタ、ツマグロキチョウの生息地の一部は改変区域（現在）内にあるが、改変後に

整備された人工草地内であるため、事業計画の実施による両種の生息環境の質的変化は小さい

と考えられる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

◎トノサマバッタ：改変区域（計画）内には本種の生息地となるイネ科やカヤツリグサ科の草

地等の場所はなく、改変区域（現在）内及び事業計画地外の生息地は存続されるため、本種

の生息環境の質的変化はほとんどないものと考えられることから、本種の生息地に与える影

響は小さいと予測される。 

◎ツマグロキチョウ：本種は事業計画地及びその周辺で秋季に成虫が確認されている。植物調

査では調査範囲内に幼虫の食草であるカワラケツメイは確認されていないこと、本種の夏型

個体を確認していないことから、確認個体は調査範囲外で発生した秋型の越冬前の移動分散

途中の個体であると考えられる。また、確認地点付近はいずれも南向きの日当たりのよい斜

面であるため越冬地として利用されていることも考えられるが、同様の環境は改変区域（現

在）内及び事業計画地外に広く存在するため、本種の生息地の質的変化はほとんどないと考

えられることから、本種の生息地に与える影響は小さいと予測される。 

 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在）

改変区域（計画）

動植物調査範囲 

  確認位置 

トノサマバッタ(1 個体) トノサマバッタ(2 個体)

トノサマバッタ(1 個体) 

トノサマバッタ(1 個体) 

トノサマバッタ(3 個体) 

トノサマバッタ(2 個体) 

トノサマバッタ(2 個体)

ツマグロキチョウ(1 個体)

ツマグロキチョウ(1 個体) 

トノサマバッタ(1 個体)

トノサマバッタ(10 個体以上) 

トノサマバッタ(1 個体)

トノサマバッタ(1 個体) 
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表 7-9-30 予測結果（昆虫類：ゲンジボタル） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

・ゲンジボタル：事業計画地及びその周辺で生息しているが、主要な生息地は事業計画地外の渓

流付近の林縁、水田周辺であると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

・ゲンジボタルの生息地の一部は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により、生息地の

一部を消失又は改変することになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

ゲンジボタル：改変区域（計画）内の 2 箇所で確認されており、工事の実施により本種の生息

地の一部を消失又は改変することになる。しかし、本種は事業計画地及びその周辺の広い範囲で

確認されており、主要な生息地は事業計画地外の渓流付近の林縁又は水田周辺であると考えられ

ることから、改変区域（現在）内及び事業計画地外の生息地の確認個体数を考慮に入れると、消

失又は改変される生息地の個体数は少なく、改変区域（現在）内及び事業計画地外の生息地は存

続されるため、本種の生息地に与える影響は小さいと予測される。 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    確認位置 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生息地 

2 個体

5 個体

5 個体

3 個体

5 個体2 個体

6 個体

2 個体

2 個体

2 個体

1 個体

1 個体
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③存在・供用 

各種動物の予測結果は表 7-9-31～表 7-9-41 に示すとおりである。 

 

表 7-9-31 予測結果（哺乳類：イタチ属の一種） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生 息 状 況

の推定 

事業計画地及びその周辺を生息地にしていると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

イタチ属の一種は事業計画地及びその周辺を生息地として利用しているため、事業計画の実施

により、生息地の一部を消失又は改変することになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

処分場の存在・供用によりイタチ属の一種の生息地の一部を消失又は改変することになるが、

本種は事業計画地及びその周辺で確認されており、事業計画地外の生息地は存続される。現状お

いても改変区域（現在）周辺を利用していると考えられるが、生息環境の整備という観点から事

業計画地内における植栽可能な場所には可能な限り木本類を含めた在来種による緑化を施すた

め、本種の生息地に与える影響は小さいと予測される。 

イタチ属の一種(1 個体)

イタチ属の一種(1 個体)

イタチ属の一種(1 個体)

イタチ属の一種(1 個体)

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在）

改変区域（計画）

動植物調査範囲 

  確認位置 
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表 7-9-32 予測結果（鳥類：ハイタカ、ノスリ） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生 息 状 況

の推定 

・ハイタカ 

越冬個体であると推定される。 

・ノスリ 

越冬個体であると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

ハイタカ、ノスリは事業計画地及びその周辺を狩場として利用しているため、事業計画の実施

により、生息地の一部を消失又は改変することになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

処分場の存在・供用によりハイタカ、ノスリの生息地の一部を消失又は改変することになるが、

両種は事業計画地及びその周辺の広い範囲で確認され、確認範囲に対して消失する生息地、すな

わち改変区域（計画）の面積は小さく、改変区域外には広く連続した生息地が残される。また、

確認されたハイタカ及びノスリは越冬個体であり、事業計画地及びその周辺は繁殖期における主

要な狩場としては利用されないが、生息環境の整備という観点から事業計画地内における植栽可

能な場所には可能な限り木本類を含めた在来種による緑化を施すため、両種の生息地に与える影

響は小さいと予測される。 

 

注）確認延べ数とは、

確認された個体を全

て加算した個体数で

あり、同一個体と考え

られるものも全て加

算している。 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在）

改変区域（計画）

動植物調査範囲 

ハイタカ確認範囲

ノスリ確認範囲 

ノスリ（確認延べ数:17 個体）

ハイタカ(確認延べ数:9 個体）
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表 7-9-33 予測結果（鳥類：サシバ、ハヤブサ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

・サシバ 

事業計画地及びその周辺を繁殖期における狩場または移動経路として利用していると推定さ

れる。 

・ハヤブサ 

事業計画地及びその周辺を繁殖期及び非繁殖期における狩場または移動経路として利用して

いると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

サシバ、ハヤブサは事業計画地及びその周辺を狩場として利用しているため、事業計画の実

施により、生息地の一部を消失又は改変することになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

処分場の存在・供用によりサシバ、ハヤブサの生息地の一部を消失又は改変することになる

が、両種は事業計画地及びその周辺の広い範囲で確認され、確認範囲に対して消失する生息地

すなわち改変区域（計画）の面積は小さく、改変区域外には広く連続した生息地が残される。

また、サシバ及びハヤブサについては営巣地を確認しているが、いずれも調査範囲外であり、

交尾等の繁殖に関わる行動や巣立ち後間もない幼鳥等の行動も主に調査範囲外で確認された。

改変区域内では上空を飛翔する個体を数回確認しているが、いずれも通過個体であり、事業計

画地及びその周辺は主要な生息地ではないと考えられるが、生息環境の整備という観点から事

業計画地内における植栽可能な場所には可能な限り木本類を含めた在来種による緑化を施すた

め、両種の生息地に与える影響は小さいと予測される。 

 

注）確認延べ数とは、確認

された個体を全て加算した

個体数であり、同一個体と

考えられるものも全て加算

している。 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在）

改変区域（計画）

動植物調査範囲 

サシバ確認範囲 

ハヤブサ確認範囲

サシバ(確認延べ数:122 個体）

ハヤブサ(確認延べ数:48 個体） 
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表 7-9-34 予測結果（鳥類：ヤマドリ、フクロウ） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

・ヤマドリ 

事業計画地及びその周辺を繁殖期における営巣地または狩場として利用していると推定され

る。 

・フクロウ 

事業計画地及びその周辺を繁殖期における営巣地または狩場として利用していると推定され

る。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

ヤマドリ、フクロウは事業計画地及びその周辺を営巣地または狩場として利用しているため、

事業計画の実施により、生息地の一部を消失又は改変することになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

処分場の存在・供用によりヤマドリ、フクロウの生息地の一部を消失又は改変することにな

るが、両種は改変区域（計画）内では確認されていない。また、改変区域（計画）からはヤマ

ドリが約 150ｍ以上、フクロウが約 350ｍ以上離れているため、処分場の存在・供用により両種

に与える直接的な影響はほとんどないと考えられるが、生息環境の整備という観点から事業計

画地内における植栽可能な場所には可能な限り木本類を含めた在来種による緑化を施すため、

両種の生息地に与える影響は小さいと予測される。 

 

フクロウ(1 個体)

フクロウ(1 個体)
フクロウ(1 個体)

ヤマドリ(1 個体)

ヤマドリ(1 個体)

フクロウ(1 個体) 

フクロウ(1 個体) 

ヤマドリ(1 個体)

ヤマドリ(1 個体) 

フクロウ(1 個体)

フクロウ(1 個体) 

フクロウ(1 個体) 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在）

改変区域（計画）

動植物調査範囲 

  確認位置 
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表 7-9-35 予測結果（鳥類：ホトトギス） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

事業計画地及びその周辺を繁殖期における営巣地または狩場として利用していると推定され

る。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

ホトトギスは事業計画地及びその周辺を営巣地または狩場として利用しているため、事業計

画の実施により、生息地の一部を消失又は改変することになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

処分場の存在・供用によりホトトギスの生息地の一部を消失又は改変することになるが、工

事完了後は速やかに事業計画地内の植栽可能な場所に可能な限り緑化を施し、自然の遷移との

相乗効果で本種の餌場環境及び托卵相手であるウグイスの営巣環境の整備が可能になるため、

本種の生息地に与える影響は小さいと予測される。 

 

ホトトギス(1 個体) 

ホトトギス(1 個体)

ホトトギス(1 個体)

ホトトギス(1 個体)

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    確認位置 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生息地 
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表 7-9-36 予測結果（鳥類：アカショウビン） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

事業計画地及びその周辺を繁殖期における狩場または移動経路として利用していると推定され

る。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

アカショウビンは事業計画地及びその周辺を狩場または移動経路として利用しているため、

事業計画の実施により、生息地の一部を消失又は改変することになる。また、存在・供用後の

汚水、埋立土砂の流出は本種の生息環境を悪化させることになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

処分場の存在・供用によりアカショウビンの生息地の一部を消失又は改変することになるが、

埋立完了後は速やかに事業計画地内の植栽可能な法面等に可能な限り緑化を施し、自然の遷移

との相乗効果で林内環境の維持に努めることから本種の生息環境に与える影響は小さいと予測

される。 

・汚水・埋立土砂の流出 

雨水等による処分場からの汚水、埋立土砂流出は下流域における本種の生息環境を悪化させ

ることになるが、確認地点は改変区域（計画）より上流であり、改変区域より下流に生息した

場合でも汚水が周辺の水質環境に与える影響は小さく（7.5.3 予測及び評価参照）、埋立土砂の

流出は沈砂池を設けることにより、下流域への流出を防ぐことから、本種の生息地に与える影

響は小さいと予測される。 

 

アカショウビン(1 個体)

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    確認位置 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生息地 
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表 7-9-37 予測結果（爬虫類：トカゲ） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

事業計画地及びその周辺を生息地として利用していると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

トカゲは事業計画地及びその周辺の林縁部で生息しているため、事業計画の実施により、生息

地の一部を消失又は改変することになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

処分場の存在・供用によりトカゲの生息地の一部を消失又は改変することになるが、埋立完了

後は速やかに事業計画地内の植栽可能な法面等に可能な限り緑化を施すため、本種の生息地に与

える影響は小さいと予測される。 

 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    確認位置 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生息地 

トカゲ(1 個体)

トカゲ(1 個体) 

トカゲ(1 個体) 
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表 7-9-38 予測結果（両生類：イモリ） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

事業計画地及びその周辺で生息しているが、主要な生息地は事業計画地外の水田周辺であると

推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

イモリの生息地の一部は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により、生息地の一部を

消失又は改変することになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

処分場の存在・供用によりイモリの生息地の一部を消失又は改変することになる。しかし、本

種は事業計画地及びその周辺の広い範囲で確認されており、主要な生息地は事業計画地周辺の水

田周辺であると考えられることから、改変区域（現在）内及び事業計画地外の生息地の確認個体

数を考慮に入れると、消失又は改変される生息地の個体数は少なく、改変区域（現在）内及び事

業計画地外の生息地は存続されるため、本種の生息地に与える影響は小さいと予測される。 

 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    確認位置 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生息地 

10 個体

10 個体

10 個体以上 50 個体以上

2 個体
1 個体

1 個体

1 個体

30 個体以上

10 個体

10 個体

1 個体

1 個体

150 個体以上

1 個体 

1 個体
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表 7-9-39 予測結果（両生類：シュレーゲルアオガエル） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

事業計画地及びその周辺で生息しているが、主要な生息地は事業計画地外の水田及びその周辺

であると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

シュレーゲルアオガエルの生息地の一部は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により、

生息地の一部を消失又は改変することになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

処分場の存在・供用によりシュレーゲルアオガエルの生息地の一部を消失又は改変することに

なる。しかし、本種は事業計画地及びその周辺の広い範囲で確認されており、主要な生息地は事

業計画地周辺の水田及びその周辺であると考えられることから、改変区域（現在）内及び事業計

画地外の生息地の確認個体数を考慮に入れると、消失又は改変される生息地の個体数は少なく、

改変区域（現在）内及び事業計画地外の生息地は存続されるため、本種の生息地に与える影響は

小さいと予測される。 

 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    確認位置 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生息地 

1 個体
2 個体

10 個体以上

5 個体以上

10 個体以上

10 個体以上

3 個体

2 個体
10 個体以上

10 個体以上

10 個体以上 

1 個体

1 個体 

1 個体

1 個体

30 個体以上

5 個体以上

1 個体

1 個体

20 個体以上

5 個体以上
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表 7-9-40 予測結果（昆虫類：トノサマバッタ、ツマグロキチョウ） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

・トノサマバッタ：事業計画地及びその周辺で生息しているが、主要な生息地は事業計画地外の

草地であると推定される。 

・ツマグロキチョウ：事業計画地及びその周辺で生息していると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

・トノサマバッタ、ツマグロキチョウの生息地の一部は改変区域（現在）内にあるが、改変後に

整備された人工草地内であるため、事業計画の実施による両種の生息環境の質的変化は小さい

と考えられる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

改変区域（現在）内及び事業計画地外のトノサマバッタ、ツマグロキチョウの生息地は存続さ

れるため、両種の生息地の質的変化はほとんどないと考えられることから、両種の生息地に与え

る影響は小さいと予測される。 

 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在）

改変区域（計画）

動植物調査範囲 

  確認位置 

トノサマバッタ(1 個体) トノサマバッタ(2 個体)

トノサマバッタ(1 個体) 

トノサマバッタ(1 個体) 

トノサマバッタ(3 個体) 

トノサマバッタ(2 個体) 

トノサマバッタ(2 個体)

ツマグロキチョウ(1 個体)

ツマグロキチョウ(1 個体) 

トノサマバッタ(1 個体)

トノサマバッタ(10 個体以上) 

トノサマバッタ(1 個体)

トノサマバッタ(1 個体) 
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表 7-9-41 予測結果（昆虫類：ゲンジボタル） 

生 息 分 布

と 事 業 計

画 の 重 ね

合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 状 況

の推定 

・ゲンジボタル：事業計画地及びその周辺で生息しているが、主要な生息地は事業計画地外の渓

流付近の林縁、水田周辺であると推定される。 

生 息 環 境

の 質 的 変

化 

・ゲンジボタルの生息地の一部は改変区域（計画）内にあり、事業計画の実施により、生息地の

一部を消失又は改変することになる。 

予測結果 

・生息地の消失又は改変 

処分場の存在・供用によりゲンジボタルの生息地の一部を消失又は改変することになる。しか

し、本種は事業計画地及びその周辺の広い範囲で確認されており、主要な生息地は事業計画地外

の渓流付近の林縁又は水田周辺であると考えられることから、改変区域（現在）内及び事業計画

地外の生息地の確認個体数を考慮に入れると、消失又は改変される生息地の個体数は少なく、改

変区域（現在）内及び事業計画地外の生息地は存続されるため、本種の生息地に与える影響は小

さいと予測される。 

 

－凡例－ 

事業計画地 

改変区域（現在） 

改変区域（計画） 

動植物調査範囲 

    確認位置 

改変区域（計画）で消失

又は改変する生息地 

2 個体

5 個体

5 個体

3 個体

5 個体2 個体

6 個体

2 個体

2 個体

2 個体

1 個体

1 個体
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（3）環境保全措置の検討 

予測の結果を踏まえ、工事の実施及び存在・供用に係る環境保全措置の検討を行った結

果は表 7-9-42 に示すとおりである。 

 

表 7-9-42 環境保全措置の検討結果 

 影響内容 環境保全措置 効果 対象種 

生息地の消失又は

改変 

事業者は、植栽可能な場

所に可能な限り木本類を

含めた在来種による緑化

を施す。 

整備した環境が本種の生

息地として利用されるこ

とが期待できる。 

イタチ属の一種（哺乳類） 

ハイタカ（鳥類） 

ノスリ（鳥類） 

サシバ（鳥類） 

ハヤブサ（鳥類） 

ヤマドリ（鳥類） 

ホトトギス（鳥類） 

フクロウ（鳥類） 

アカショウビン（鳥類） 

トカゲ（爬虫類） 

工
事
の
実
施 

建設機械の稼動に

伴って発生する騒

音 

事業者は、可能な限り

低騒音型の工法を取

り入れ、騒音に対して

配慮する。 

従来の生息地が忌避され

ず、継続して利用される

ことが期待できる。 

イタチ属の一種（哺乳類） 

ハイタカ（鳥類） 

ノスリ（鳥類） 

サシバ（鳥類） 

ハヤブサ（鳥類） 

ヤマドリ（鳥類） 

ホトトギス（鳥類） 

フクロウ（鳥類） 

アカショウビン（鳥類） 

生息地の消失又は

改変 

事業者は、植栽可能な場

所に可能な限り木本類を

含めた在来種による緑化

を施す。 

整備した環境が本種の生

息地として利用されるこ

とが期待できる。 

イタチ属の一種（哺乳類） 

ハイタカ（鳥類） 

ノスリ（鳥類） 

サシバ（鳥類） 

ハヤブサ（鳥類） 

ヤマドリ（鳥類） 

ホトトギス（鳥類） 

フクロウ（鳥類） 

アカショウビン（鳥類） 

トカゲ（爬虫類） 

存
在
・
供
用 

汚水、埋立土砂の

流出 

事業者は、埋立土砂等の

下流域への流出を防ぐた

め、沈砂池を設ける。 

水域を主な生息地または

利用する種が従来の生息

地を忌避せず、継続して

利用することが期待でき

る。 

アカショウビン（鳥類） 

注）環境保全措置の実施に伴い生じるおそれのある新たな環境影響はないと考えられる。 
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（4）評価 

環境保全措置を現在と同様に実施することにより本事業による影響が回避・低減されて

いるかを評価した結果は表 7-9-43 に示すとおりである。 

 

表 7-9-43 評価結果 

哺乳類 本事業が影響を及ぼすことになる哺乳類（イタチ属の一種）は、事業者が環境保全措

置を現在と同様に実施することから、影響が小さくなると予測され、本事業に伴う哺乳

類への影響は低減されると考えられる。 

鳥類 本事業が影響を及ぼすことになる鳥類（ハイタカ、ノスリ、サシバ、ハヤブサ、ヤマ

ドリ、ホトトギス、フクロウ、アカショウビン）は、事業者が環境保全措置を現在と同

様に実施することから、影響が小さくなると予測され、本事業に伴う鳥類への影響は低

減されると考えられる。 

爬虫類 本事業が影響を及ぼすことになる爬虫類（トカゲ）は、事業者が環境保全措置を現在

と同様に実施することから、影響が小さくなると予測され、本事業に伴う爬虫類への影

響は低減されると考えられる。 

両生類 本事業が影響を及ぼすことになる両生類（イモリ、シュレーゲルアオガエル）の生息

地の一部は改変区域（計画）内にあるが、改変区域（計画）外においても生息地は確認

されていることから、両生類の生息は維持されるものと考えられる。 

昆虫類 本事業が影響を及ぼすことになるゲンジボタルは、改変区域（現在）及び事業計画地

外の生息地が存続することから、本種の生息は維持されるものと考えられる。 

また、トノサマバッタ、ツマグロキチョウは改変区域（計画）内で確認されず、改変

区域（現在）及び事業計画地外の生息地が存続することから、両種の生息は維持される

ものと考えられる。 
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